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この報告書 は,日 本 自転車振興会か ら競 輪収益 の一部であ る機 械

工 業振興資金の補助を受 けて,昭 和58年 度に実施 した 「情報化の推

進 に関す る調 査研究 」の一環 と して とりまとめた ものであ ります。
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当協 会 で は,わ が 国 の デ ータ ベ ース ・サ ー ビスの 発 展 に資 す る こ とを 目的 と

して,昭 和54年 度 よ り,内 外 の デ ータ ベ ース の整 備 状 況 お よび デ ータベ ース ・

サ ー ビス の利 用 に 関 す る 各 種 調査 等 を 行 な って まい りま した。

本年 度 は特 に,最 近 話 題 に な っ てい る ニ ュ ーメ デ ィ アに焦 点 を あて,ニ ュ ー

メ デ ィアに よる情 報 提 供 の 可 能性 につ い て 調 査 いた しま した。 シ ス テム あ るい

は技 術 面 に お け る ニ ュ ーメ デ ィ ア開 発 は,現 在 各 方 面 で進 め られ て お りま す が,

そ の 中身 とな る情 報(デ ータ ベ ー ス)の 整 備 は立 遅 れ てい る状 況 に あ ります 。

本報 告書 は,上 記 の視 点 に立 ち,ア ン ケ ー ト調 査 等 に よ って,ニ ュ ーメ デ ィ

アの 可能 性 に つ い て と り ま と め た もの で す 。

最 後 に,本 調 査 に あた っ て御 多 用 中に も原稿 を執 筆 して い た だ い た方 々を は

じめ,ア ンケ ー トに ご回 答 い た だ いた 関係 各 位 に感 謝 の意 を表 しま す。

昭 和59年3月
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ニ ュー メデ ィアによる情 報提供の可能性 に関す る調 査

本 調 査 は,「 ニ ュー メ デ ィア に よる情 報 提 供 の可 能性 」 に つ い て,昭 和58年

12月 か ら昭和59年2月 にか け て 行 な った もの で ある。 調査 の 目的 は,各 企業 お

よび 各 機 関 に おけ る,

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

ニ ュー メ デ ィア関 連 活 動

ニ ューメ デ ィアで 提供 中(あ る い は提 供 予定 の)情 報

提 供(予 定 含 む)情 報 の 形 態

提 供(予 定 含 む)情 報 の 対 象(利 用 者層)

利 用(予 定 含 む)す る ニ ュ ー メ デ ィ アの 種 類

ニ ューメ デ ィ アに 関 す る 諸 問題 点

デ ータベ ース(サ ー ビス)関 連 活 動

デ ータベ ース の利 用状 況

デ ー タベ ース の構 築 状 況

デ ータベ ー ス(サ ー ビス)に 関 す る諸 問 題 点

等 に つ い て,把 握 す る こ とに あ った 。

調 査 は ニ ュー メ デ ィ ア実 験(主 と してキ ャプ テ ン)に 情 報 提 供 者(IP)と し

て 参 加 して い る企 業 お よび デ ータ ベ ー ス ・サ ー ビス業 者(主 と して デ ータ ベ ー

ス ・サ ー ビス業 連 絡 懇 談 会 会 員 会 社)200社 に ア ンケ ー トを送 付 して 行 な った

が,90社(45%)か ら回 答 を 得 た 。

以 下 は調 査 結 果 の分 析 で あ る。 な お,本 調 査 では,公 衆 型 ビテ オ テ ソク ス

(キ ャ プテ ン),イ ンハ ウス(プ ライベ ー ト)ビ デ オ テ ック ス,双 方 向CATV,

テ レテ キ ス ト(文 字 放 送),VAN(付 加 価 値通 信 サ ー ビス),そ の 他 を ニ ュ

ー メ デ ィ ア(シ ス テ ム)と して い る
。
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1.回 答 企 業 の 業 種 分 布

回答 企 業90社 の う ち,最 も多 か った業 種 は 「広 告 ・調 査 ・情報 提供 サ ー ビス

業 」 で22社(24%),以 下 主 な と ころは,「 新 聞業 ・出版 業 」15社(17%),

「情 報 処 理 サ ー ビス業 ・ソ フ トウ ェ ア業 」10社(11%),「 小 売業 」8社(9

%),「 そ の 他 サ ー ビス業 」8社(9%),「 金融 業 」6社(7%)と な って

い るo

業 種 が 偏 って い るの は,調 査 対 象 企 業 そ の もの が ニ ュ ー メ デ ィアの情 報 提供

者 お よび デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス業 者か ら選 定 され て い るた め で ある。 しか し,

何 れ にせ よ,上 記 の業 種 が ニ ュ ーメ デ ィ アに今 後 とも深 くか か わ りを持 って 行

くこ とに な るの は 事実 で あろ う。

回 答 企業 の 業 種 分 布 は 図1の よ うに な る。

2.ニ ュ ー メデ ィア関 連 活 動 状 況

ニ ュ ーメ デ ィ ア関連 活動 と して は,次 の4種 との か か わ りを 回答 して も らっ

た。 即 ち,

① キ ャ ップ テ ンな どニ ュ ーメ デ ィアの 実 験 の情 報 提供 者(IP)に な って

い るo

② キ ャ ップ テ ンな どの ニ ュ ーメ デ ィ アが昭 和59年 後 期 に商 用化 後,情 報 提

供 者(IP)に な る予 定 で ある。

③ ビデ オ テ ックス端 末 機 な ど,ニ ュー メ デ ィ ア関連 機 器 を製 造 して い る

(予 定 を含 む)。

④ 将 来,ニ ュー メ デ ィ ア ・シ ス テム(双 方 向CATV,公 衆 型 ビデ オ テ ック

ス,イ ンハ ウ ス(プ ライ ベ ー ト)ビ デ オ テ ックス,テ レテキ ス ト,VAN,

そ の 他 を含 む)の 運 営 を検 討 して い る。

こ の うち,① が76社,② が58社,④ が33社 あ った 。③ の 機 器 メ ーカ ーは 回 答

ゼ ・だ った が,こ れ は 調 査 対 象 に含 ま れ て い なか った た め。① の 実 験 ベ ー ス の

IPと して最 も回 答数 が 多 か った の は 「広 告 ・調 査 ・情 報 提 供 サ ー ビス 業 」 で
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⑯ 16社(同 業 種 回 答 企 業数22社 の73%),以 下,「 新 聞 ・出版 業 」15社(同100

%),「 そ の他 サ ー ビス 業 」8社(同100%),「 小 売 り業 」7社(同88%),

「金 融業 」6社(同100%)と な って い る。

ま た,現 在実 験 ベ ー ス で情 報 提供 者(IP)と な ってい る企 業 の大 半 は,商

用 化 後 もIPと して活 動 す る とい う傾 向 が 出 てい る。 これ に つ い て は 業 種 別 の

傾 向 は 明 確 に 出 て い ない。

将 来,ニ ュ ーメ デ ィア ・シス テ ム を運 営 す る予定 とい う企業 が33社 あ るが,

業 種 別 で最 も多 い の は 「新 聞 ・出版 業 」 の8社(同 業 種 回 答数15社 の53%),

以 下 「情 報 処 理 サ ー ビス ・ソフ トウ ェ ア業 」7社(同70%),「 広 告 ・調査 ・

情 報 提 供 サ ー ビス業 」7社(同32%)と な って い る。 や は り この分 野 へ の参 入.

業 者 と して は,既 存 メ デ ィ ア と情 報 処 理 シス テム の運 用業 者が 意 欲 を 見 せ て い

る傾 向 が 出 て い る。

ニ ュ ーメ デ ィ ア関連 活 動 状況 は 図2の よ うに な って い る。,

∀

5.ニ ュ ー メデ ィア で提 供 す る情 報

情 報 の 内 容 を13の ブ ロ ック に分 け,現 在 実 験 で提供 中の もの,商 用化後提 供 予

定 の もの を回 答 して も らっ た。 実 験 ベ ース で最 も多 い のは,「 娯 楽,趣 味,催

物 情 報 」 で27社,以 下 「教 育 ・教 養 ・学 習情 報 」22社,「 ビ ジネ スむ け専 門情

報 」20社,「 旅 行 ・観 光 情 報 」18社 とな って い る。

商 用化 後 提 供 予 定 が 多 い もの と な る と,「 教 育 ・教 養 ・学 習情 報 」 が トソプ

とな って30社,以 下,「 ビ ジネ ス む け 専 門 情報 」28社,「 娯 楽,趣 味,催 物 情

報 」25社 とな る。

e

提供 情報 の 内訳 は 図3の よ うに な っ てい る。

4.ニ ュ ー メデ ィア で提 供 す る情 報 の形 態

情 報 の 形 態 を,数 値,文 字,画 像(静 止 画),映 像(動 画)お よび これ らの

組 み 合 わ され た もの を 含 め 計8種 の カ テ ゴ リィに分 類 して 回 答 を 得 た。
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ま ず,実 験 ベ ース で 最 も多 い の は 「文 字 」 で54社 。 次 い で 「画像 」32社,

「文 字+画 像(映 像)」 が23社 とな っ てい る。 これ らの 情報 形 態 は 商 用化 後 も

他 の 形 態 よ り多 い と い う傾 向 は 変 らない。 即 ち,商 用 化 後 景 も多 い の は 「文 字 」

39社,「 文 字+画 像(映 像)」31社,「 画像 」28社 とな って い る。

しか し,「 文 字 」 お よび 「画像 」 は 実験 中提 供 か ら商 用化 提 供 とな る と減 少

す る の に対 し,実 験 で は少 ない が 商 用 化後 は極 端 に増 大 す る傾 向 を示 して い る

情報 形 態 が ある 。 即 ち,「 映 像(動 画)」 は 実 験 で提 供 中 は わ ずか2社 だが 商

用化 後 は19社 へ,「 数 値+文 字+画 像(映 像)」 は9社 か ら29社 へ,「 数 値+

画像(映 像)」 は4社 か ら8社 へ とな って い る。

ニ ュ ーメ デ ィ アに よる提 供 情 報 の 形 態 は 図4の よ うに な るo

●

5.ニ ュ ー メデ ィア に よ る情 報 提 供 の対 象 ユ ーザ ー

ユ ーザ ーを 家 庭,企 業,家 庭 お よび企 業,そ の 他 の4分 野 に 分 け て 回 答 を 得

た 。 実 験 の場 合 に最 も多 い のは 「家 庭 」 で42社 。 以 下,「 家 庭k－ よび企 業 」27

社,「 企 業 」19社 とな って い る。 これ が 商 用化 後 とな る と,「 家 庭:k・よび企 業 」

44社,「 家庭 」29社,「 企 業 」21社 とな る。 つ ま り,実 験 で は家 庭 を対 象 に し

てい るの に対 し,商 用 サ ー ビス では 企 業 を もユ ーザ ーに し よ うとい う方 向が 明

確 に出 て い る。 な お,「 そ の 他 」 と して は学 校 な ど教 育機 関 をユ ーザ ー と して

あげ て い た もの が 最 も多 い。

対 象 ユ ーザ ー別 分 布 は 図5の よ うに な る。

6.ニ ュ ー メデ ィアで 情 報 を提 供 す る場 合 の利 用 メデ ィア

メ デ ィア と しては 以 下 の もの を想 定 して 回答 を 得 た 。

①

②

③

④

キ ャ プ テ ン ・シ ス テ ム(一 般 む き)

キ ャ プ テ ン以 外 の 公 衆 型 ビ デ オ テ ッ ク ス ・シ ス テ ム

イ ンハ ウ ス(プ ラ イ ベ ー ト)ビ デ オ テ ッ ク ス ・シ ス テ ム

同 記1,2の 何 れ か に よ る ク ロ ー ズ ド ・ユ ー ザ ー ・グ ル ー プ(CUG)
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⑲ シ ス ァ ム

⑤ テ レ テ キ ス ト

⑥ 双 方 向CATV

⑦ そ の 他

最 も多 か っ た の は キ ャ プ テ ン ・シ ス テ ム で74社(全 回 答 数90社 の82%),以

下CUG(ク ロ ー ズ ド ・ユ ー ザ ー ・シ ス テ ム)40社(同44%),双 方 向CATV

シ ス テ ム32社(同36%),テ レ テ キ ス ト(文 字 放 送)シ ス テ ム(同21%)と な

っ て い るoな お,キ ャ プ テ ン 以 外 の 公 衆 型 ビ デ オ テ ッ ク ス ・シ ス テ ム お よ び プ

ラ イ ベ ー ト ・ビ デ オ テ ッ ク ス ・シ ス テ ム とい うの も 各 々17社(同19%)あ っ た 。

そ の 他 メ デ ィ ア と して は,フ ァ ク シ ミ リ,放 送 衛 星 な ど 多 か っ た 。

利 用 メ デ ィ ア の 分 布 は 図6の よ う に な っ て い る。

7ニ ュ ー メデ ィア で 情 報 を 提 供 す る 目的

情 報 提供 の 目的 を,① 宣 伝 ② 情報 の 有 料 販 売 ③ 宣伝 お よび情 報 の有 料 販

売 ④ そ の 他 に分 類 して 回 答 を 得た 。 最 も多 いの は③ の 宣伝 お よび情 報 の 有料

販 売 で44社 だ った。 以 下,純 粋 に宣 伝 用 と割 り き ってい る ところ が27社 とな っ

て い るo

情 報 提供 の 目的 分 布 は 図7の よ うに な って い る。

8.ニ ュ ー メ デ ィアで 提 供 す る情 報 ペ ー ジ の作 成 手 段

情 報 ペ ー ジの 作 成手 段 と して,① 自己 で 作 成 ② ビテ オ テ ソク ス等 の セ ンタ

ーへ 依 頼 ③ 入 力専 門 業 者 等 第3者 へ 委 託 ④ そ の他 の4種 類 を あげ 回答 を 得

た。

実験 中 に お い て は,自 己 作 成 とセ ンターへ依 頼 が各 々56社,30社 で圧 倒 的 に多

い。 これ が 商 用化 後 に な る と,入 力専 門 業 者 な ど第3者 委 託 も32社 と急 増 して

い るo

情 報 ペ ー ジの 作 成 手 段 の 分 布 は 図8の よ うに な って い る 。
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9.ニ ュー メデ ィア に よ る情報 サ ー ビ ス を 普 及 発 展 させ る上 で の技 術 開 発 上 の

課 題

主 な技 術 開 発課 題 と して,次 の4点 を と りあげ 回 答 を得 た 。

(1)画 像 入 力(作 成)機 器 お よび ソ フ トウ ェアの 高度 化/低 廉 化

(2)映 像 機 器(ex.CCDカ メ ラ,ビ デ オ編集 機 器 等)の 高度 化/低 廉 化

(3)通 信 プ ロ トコル の 統 一

(4)そ の他

最 も多 か った の は(1)で68社(全 回 答 社90社 の76%)。 以 下(3)が44社(同49%),

(2)が37社(同41%)と 何 れ も高 い 比 率 を示 して い る。 そ の他 と して 記 入 され た

もの には,④ 情 報 入 力 会 社 の育 成 ◎ 機 器 類 の標 準 化 ㊦ マ ン ・マ シ ン ・イ ン

タ ー フ ェイ ス の 向上 ◎ 回線 接 続 上 の 制限 緩 和 な どが あ った。

技 術 開 発 上 の課 題 の分 布 は 図9の よ うに な ってい る。

,

10.ニ ュー メ デ ィア によ る情報 サ ー ビス を 普 及 発 展 させ る ため の コ メ ン ト

こ こで は,ニ ュー メ デ ィアに よる 情 報 サ ー ビス を普 及 させ るた め には ど うす

べ きか につ い て 自 由に意 見 を 提示 して も ら った。 調 査 対 象 者 自体 が,現 在 ニ ュ

ーメ デ ィア(実 験)あ るい は デ ータ ベ ー ス ・サ ー ビス に か か わ りを持 って い る

と ころ に限 定 して い た た め,か な りの コメ ン トが 寄 せ られ た。

これ らを整 理 す る と,① 全 般 的 な もの ② 通 信 関連 の 制度 面 ③ 通 信 以 外 の

制度 面 の 三 つ の 部 門 に 区分 され る。

① で は,機 器 の 標 準 化 ある いは 低 廉 化 の 他 に,ニ ュ ー メ デ ィアが過 熱 気 味 で

実 像 が つ か め な い,関 連 省 庁 に よる行 政 の 重 複 を調 整 す べ き とい った 意 見 が 多

か ったo

② では,回 線 料 金体 系 の全 国 均 一 化/低 減 化,規 制 の 全面 的 改 訂 な どの要 求

が 多 くみ られ た。

③ では,著 作 権 の 問 題 や 自動 決 済 の認 可 に か か わ る 問 題 点 が 指摘 され た 。

表1は これ ら コメ ン トを3部 門 に 分 け て 整 理 した もの で あ る。 各 部 門 と も上

写
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、 位 に 書 い て あ る もの 程,類 似 の指 摘 が 多 か った もの で あ る。

11,デ ー タ ベ ー ス ・!±一 ビ ス 関 連 活 動 状 況

本 質 問 以 降 は,各 社 の デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビス 関 連 の 活 動 状 況 お よ び 利 用 状

況 に つ い て 問 うた もの で あ る 。 と い う の は,ビ デ オ テ ッ ク ス な ど の ニ ュ ー メ デ

ィ ア に お い て は,外 部(第 三 者)の デ ー タ ベ ース が 相 当 接 続 さ れ て く る もの と

思 わ れ る し,何 よ り ニ ュ ー メ デ ィ ア に よ り提 供 さ れ る情 報 と い うの は,広 く浅

い デ ー タ ベ ー ス と考 え ら れ る か らで あ るoつ ま り,シ ス テ ム と して の=ユ ー メ

テ ィ ア が い く ら構 築 さ れ て も,そ の 中 身 と し て の デ ー タ ベ ー ス が 整 備 され て い

な け れ ば,サ ー ビス と し て の ニ ュ ー メ デ ィ ア は 離 陸 で き な い こ と に な る。 な お,

デ ー タ ベ ー ス は こ こ で は 次 の よ うに 定 義 づ け て い る。

デ ータベ ース とは 「チ ータ を整 理 統 合 し,コ ン ピ ュ 三 夕処 理 が 可 能 な

形 態 に した 情 報 フ ァイル も しくは そ の集 合 体 」の こ と○

さて,デ ータ ベ ース 関連 の 活動 状 況 を み る と,現 在 商 用 デ ータベ ース を構 築

(作 成)し て い るの が20社,構 築 お よび販 売 して い る のが19社 とな って い る。

また,現 在 デ ータ ベ ー ス を 利 用 して い るの は25社 。5年 先 を見 込 した将 来 の予

測 とな る と,構 築k・ よび販 売 が28社 と急 増 してい る。

デ ータ ベ ー ス関 連 の 活 動 状況 は 図11の よ うに な って い る。

Y

12.デ ー タベ ース の構 築 状 況

デ ータ ベ ース の 種 類 を,文 献,数 値,画 像,映 像,音 声,そ の他(不 動 産,

予 約 な ど)に 分類 し,現 在 構 築 中の もの お よび将来(5年 先)構 築 予 定 の もの

を 回答 して も ら った。

現 在 構 築 中の もの で最 も多 い の は,数 値 情 報 の 中の 産 業 ・経 済 ・社会 ・そ の

他 分 野 で21社 。 次 に多 い の が文 献 情報 の 中の産 業 ・経 済 ・社 会 ・そ の他 分 野 で

17社 。

次 に,将 来 の予 定 を見 る と,最 も多 い のが 画像(静 止 画)情 報 で28社 。 以 下,
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文 献 情 報 の 産業 ・経 済 ・社 会 ・そ の他 分野 が25社,数 値 情 報 の 同分 野 が19社,

そ の他 分 野 が18社 と続 い て い る。

デ ータベ ー ス の構 築 活 動 は 図12の よ うに な っ てい る。
,

15.デ ー タベ ー ス の販 売 状 況

デ ータ ベ ース の 種類 別 に,オ ン ライ ン とバ ソチ に分 け,さ らに現 在 販 売 中 の

もの お よび将来(5年 先)販 売 予 定 の もの に つ いて 回 答 を 得 た。

まず,現 在 オ ン ライ ンで販 売 中 の もの で最 も多い のは,数 値 情 報 の 中 の産 業

・経済 ・社 会 ・そ の 他 分 野 で17社 。 以 下,文 献 情 報 の 同分 野 が11社,文 献情 報

の科 学 技 術 分 野 が7社 とな って い る。 バ ッチ ・モ ー ドで もこ の傾 向 は ほぼ 同 じ。

将 来 につ い て は,数 値 お よび文 献 情報 の産 業 ・経 済 ・社 会 ・そ の他 分 野 が各

々21社,18社 と オ ン ラ イ ン販売 の 比 率 が 高 い。 同時 に,画 像 情 報 も18社 とオ ン

ライ ン販 売 が 急 増 して くる 傾 向 が 出て い る。

な お,デ ータ ベ ース の現 在 の 販 売状 況 は 図13-(1),ま た 将 来 の 販 売 予 定 は

図13-(2)の よ うに な って い る。

14.デ ー タベ ー ス の 利 用 状 況

デ ータベ ース の種 類 別 に,オ ンラ イ ン とバ ッチ に分 け て,現 在 お よび将 来 の

利 用 状況 につ い て 回 答 を 得 た。

現 在 利 用 中の もの で は,オ ン ライ ン ・ベ ー ス の ものが 圧 倒 的 に 多 い。 オ ン ラ

イ ンの 上 位3種 は,① 数 値 情 報 の 産 業 ・経 済 ・社 会 ・そ の他 分 野20社 ② 文 献

情幸艮の 同分 野15社 ③ 文 献 情報 の 科 学技 術 分野8社 とな っ てい る。

'将来(
5年 先)に つ い ては,オ ン ラ イ ンお よび バ ソチ と もに,映 像(動 画),

音 声,画 像(静 止 画)の 各 デ ータベ ー ス利 用が 急 増 す る傾 向が 出 て い る。

デ ータ ベ ー スの 現 在 の利 用 状況 に つ 吟 て は 図14-(1),将 来 の利 用予 定 につ い

ては 図14-(2)の よ うに な っ てい る。

旬
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` 15.デ ー タベ ー ス ・!ナー ビ ス 発展 に 関 す る コメ ン ト

わ が 国 の デ ー タベ ース ・サ ー ビス は 欧 米 に比 較 して 市場 規 模 ある い は 流 通 機

構 な どの 側 面 に おい て 相 当立 遅 れ てい る。 以 下,デ ータベ ース ・サ ー ビス を発

展 させ る上 で の 回答 者の コメ ン トを表2に ま とめ て ある。
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表1.ニ ュ ーメ デ ィアに よる情 報 サ ー ビス を普 及 発展 させ るた めの御 意 見

全 般 的

。NMフ ィバ ーが,過 熱 気 味 で実 像 が つ か め な い

。利 用 料 金 を安 くする の が肝 要

。端 末 機 器 の 低 廉 化

。端 末 機 器 の標 準 化

。入 力機 器 の 低 廉 化

。各 企 業 内 で のNM利 用 態勢 の整 備(ex.人 材 ・組織)

o－ 般 家庭 へ い か に普 及 させ る か が,鍵 に な る

。 ニ ュ ーメ デ ィアの定 義/範 囲 を明 確 に す べ きだ

。情 報/市 場/メ テ ィア を一 体 と して見 る眼 が 必要

。 関連 省 庁 に よる行政 の 重複 の 調 整

(・x.テ レ トピ ア/ニ ューメ テ ィ'ア・コ ミュニ テ ィ)

・ハ ー ドあ るい は,シ ス テム 開 発 だ け が 先 行 しす ぎる

。環 太 平 洋 諸 国通 信衛 生網 の構 築

。社 会 的 イ ン パ ク トの研 究 を進 め るべ き

o良 質 の情 報 の 提供 が 重 要

・技 術 よ りも行 政 面 の 立 遅 れ が 問題

・官 主 導 で は な く民 間 主 導 が 望 ま しい

。デ ー タ ベ ース 構 築 ・維 持 コス トの 低減 化

。利 用 時 間 の24時 間 制 が 望 ま しい

。第 三 者 に よる直 接 入 力 も必 要

・無 形 商 品 の 仲 介 料 を 社 会 的 に認 知 させ るべ き

o検 索 方式 の 利 便 化

制 度(通 信)

。通 信 回 線 料 金体 系 の 全 国均 一/低 廉 化

。通 信 規 制 の 全面 的改 訂

一25一



。独 占 に よる弊 害 の除 去

。CATVの 双方 向性の 制 約 の 除去

。ネ ッ トワ ー クの相 互接 続 の 自由化

。規 制/許 認 化 は ネ ガ テ ィブ リス ト方 式 が 良い

。 国際 メ デ ィ ア と国 内 メ デ ィ ア との イ ンタ ー フ ェイ ス の簡 易化

制 度(通 信 以 外)

。現 行 著 作 権 で は限 界 あ り 対 応 が 必要

。 自動 決 済 の 推 進(ex.ホ ーム バ ンキ ン グ/シ ョッピン グ推 進)

・情 報 に対 す る責 任 の 明確 化 が 必要

。セ キ ュ リテ ィ対 策/プ ライ バ シ ー保 護 の早 急 な実 施

。IP育 成 に は,助 成 金 よ り税 法 上 の 優 遇 措 置 を

表2.デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス に 関 す る 御 意 見

。端 末 の 標 準 化

。国 際 競 争 力 の強 化

。 デ ータベ ース ・サ ー ビス参 入 の経 済 性(採 算 性)が つか め な い

。 デ ータベ ー ス の存 在 にか か わ る基 本 的 問題

即 ち無 原 則 並 立 は,デ ータ の イ ン テグ レ ー シ ョンに逆 行 す る し,一 方

公 的 統 一 は情 報 の 自由 な流 通 に 逆 行

・適 正 競 争 力 の強 化

。ユ ーザ ー側 の価 格 意 識 の 高 揚

。 プ ライ バ シ ー侵 害 な どの 不安

。流 通 網 と して のVAN業 者 の育 成

。磁 気 テ ー プ ・ベ ース に よ る政 府 保 有 情 報 の 公開

。通 信 方 式 の標 準 化

o利 用 料 金 の 低廉 化

。オ ン ライ ン利 用操 作 の簡 易化

・デ ータベ ー ス構 築 ・維 持 コス トを低 減 化 す る技術 開 発 が 必要
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II.ニ ュ ー メデ ィア に よ る

情 報 サ ー ビスへ の期 待
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A.キ ャプ テ ンの 商 用 サ ー ビス とニ ューメデ ィアへの期 待

シス テ ム ・オ ペ レー タの立 場 か ら

1.は じ め に

近 年,情 報 に対 す る ニ ーズ は 高度 化 ・多 様化 し,必 要 な情 報 を欲 しら 時 に手

軽 に入 手 した い とい う要 望 が 強 い 。 これ らの ニ ー ズに対 応 す る技 術 の進 歩 もめ

ざ ま しい もの が あ り,と くに コ ミュ ニ ケ ーシ ョン と コ ン ピ ュー タ技 術 の 融合 が

進 み,必 要 な情 報 を入 手 す る こ とに と どま らず,ト ラ ンス ア ク シ ョナル な サ ー

ビ ス,を含 め広 くコン ピ ュ ータ の利 便 を 提供 す るニ ュー メデ ィア と して ビデ オ テ

。クス※1が 登 場 し,諸 外 国 で も熱 心 に そ の 開 発 が進 め られ て い る。

キ ャ プテ ンシ ス テ ムは 我 が国 に お け る ビ デオ テ ソクス と して,郵 政 省 及 び 日

本 電 信 電 話 公社 の 共 同 計 画 の も とに(財)キ ャ プテ ン シ ス テム 開 発 研 究 所 を 設立

し,情 報 提供 者 をぱ じめ メ ー カ ー,金 融機 関,学 識 経 験 者等 多数 の 関 係 者の 協

力 を 得 て,昭 和54年12月 か ら約4年 間,実 用化 の た めの 実験 ・普 及 活 動 を推 進

して'き た。 現在 は実 験 と並 行 して ・昭 和59年11月 の商 用サ]ビ ス開 始 を 目指 し.

諸 準 備 が進 め られ て い る。 商 用時 の キ ャ プテ ンシ ス テ ムは,実 験 で 得 られ た シ

ス テ,ム利 用 者 の意 見 や 諸 外 国 の 開 発 の進 展 を参 考 に し,実 験 方 式 よ り格 段 と優
'き・・

れ た諸 機 能 を 備 え売 もの とな っ て い る。 以 下 に実 験 シ ス テム と商 用 シ ス テ ム を

対比 しなが ら商 用時 の イ∈ ジ轡 かにする ことと したい・

}

2.シ ■ テ ム`t'構 成

第1図 に,実 験 シ ス テム と商 用 シ ス テ ムの 構:成 を示 して い る○ 実験 シス テ ム

で は 電 話 網 にキ ・ プテ ンセ ンタ を 接 続 し,そ の ・ ・イ・レ¢情 報 提 供 者 か らの 提

※1.電 話 回線 を利 用 し家庭 の テ レビを セン ターの コン ピュー タに結 び蓄積 された情報 を利 用者

の リクエス トによ ってテ レ ビ画面に映 し出すよ うなサー ビスを基本 サー ビス とす る新 しい メ

デ ィアを国際的 に ビデオテ ックスと呼ん でい る。
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φ

●

供 情 報 を入 力 し,利 用者 端 末 か らの リクエ ス トに応 じて検 索 され た画 像 情 報 を

コ ー ド情 報 か ら ド ッ ト ・パ タ ー ンに セ ンタ で変 換 して 利 用 者 端 末 に送 出 して い

る。 又 情 報 の 更 新 の 自動 化 の ため外 部 セ ンタ を メ ール ボ ック ス方 式 で キ ャ ブ テ ・

ンセ ンタ に接 続 して い る。 一 方 新 しい 商 用 シ ス テ ム では 多 数 の コ ン ピ ュ ータ ・

※2

セ ンタ が ビ デオ テ ックス通 信網 に 接続 され,そ れぞ れ のセ ンタ の情 報 サ ー ビ

スが ビデ オ テ ックス通 信 網 を介 して画 像 情報 と して利 用者 端 末 に 提供 され る。

ビ デオ テ ックス通 信 網 に接 続 され る多 数 の コ ン ピ ュ ータ ・セ ン タ の接 続 形 態 は

次 の3つ が考 え られ て い る(第2図 参 照)。

(1)直 接 型 情 報 セ ンタ

ビデ オ テ ックス通 信 網 に直 接 接 続 す る形 態 で あ り,端 末 との 会話 処 理,画

像 情 報 の検 索 ・更 新処 理 等 を,外 部 情報 セ ンタが 自 ら行 う必 要 が ある。

(2)間 接 型 情 報 セ ンタ

外 部情 報 セ ンタ を直 接 ビデ オ テ ッ クス通 信網 に接 続 す るの では な く,キ ャ

プ テ ン情 報 セ ンタ に 接続 す る形 態 で ある。

キ ャ プ テ ン情 報 セ ンタ の 利 用者 端 末 との 会話 処 理 機 能,入 力 デ ータ 蓄 積 機

能 を利 用 する こ とに よ り,外 部 情 報 セ ンタの 必要 とす る 入 力 デ ータ を一 括 し

て渡 して も らい,外 部 情 報 セ ンタ での 処 理 結 果 を キ ャ プ テ ン情 報 セ ンタへ 返

送 し,あ らか じめ 用 意 した 回答 用の 枠 画 面 に挿 入 して画 像 情 報 と して端 末 へ

出力 す る。 キ ャ プ テ ン情 報 セ ンタ にか な りの 処理 を 肩代 り して も ら うた め,

外 部 情報 セ ンタ は,コ ン ピ ュ ータ の 負荷,ソ フ トウ ェ ア開 発 量 の軽 減 が 図 れ

るo

(3)情 報 入 力 セ ンタ

情 報 入 力 端 末 と 同 じ役 割 を果 た す外 部 情 報 セ ン タで あ り,キ ャ プテ ン情 報

セ ンタ 内 の 画 像 情 報 を コ ン ピュ ータ接 続 に よ り自動 的 に 更 新 す る形 態 で ある。

※2.情 報 提供者 などが所 有す る外部情報 セン タと,電 電公社が提供 す るキ ャプ テン情報 センタ

とがある。キ ャプテン情報 セン タは商 用 ビデ オテ ックスサー ビスの早期普 及のため,自 分 で

コンピュー タシステムを持 た ない情報提供者 でもサー ビスを提供 で きるよう当面電電 公社が

共 同利 用の形態 で設備 を提 供 す る。
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情 報 入 力 セ ン タは 利 用 者 端 末 と直 接 会話 す る こ とは ない。 情 報 入 力 端末 と比 べ

て情 報 内容 の 即 時 性 が あ り,自 動 化 に よ る人 件 費 の 削減 効 果 が 大 き い。

次 に 第1図 の 商 用シ ス テ ム にteけ る ビデオ テ ック ス通 信 網 は 各 々の コン ピ ュ

ータ ・セ ンタ か らの コ ー ド情 報 を パタ ー ン情 報 に 変 換 し利 用 者端 末 に送 出 す る

メ デ ィ ア変 換 機 能,コ ン ピ ュータ ・セ ンタ と利 用 者 端末 間の 各種 プ ロ トコル 変

換 機 能,コ ン ピ ュ ータ ・セ ンタへ の接 続 機 能,発 信 者 番号 の 自動 検 出 に よリ ビ

デオ テ ックス網 の 加 入 者 で あ る か 否 か の 識 別 機 能,通 信 料 ・情 報 料 の料 金 処

理 機 能,後 述 の端 末 種 別 の検 出機 能 等 コ ン ピュ ータ ・セ ンタや 利 用 者端 末 の 共

通 処 理 部分 を新 た に網 と して 負担 し,全 国 網 を構 築 す る。

3.キ ャ プ テ ン商 用 サ ー ビ ス の 表 示 方 式(新 キ ャ プ テ ン方 式)

昭 和59年11月 に 開始 す る キ ャ プ テ ン商 用サ ー ビス の表 示 方 法 と して 採 用 す る

新 キ ャ プ テ ン方 式 は現 在 実 験 サ ー ビス で使 用 して い るパタ ー ン方 式 に加 え コ ー

ド方式 を併 用 した ハ イ ブ リ ッ ド方 式 を採 用 し,格 段 の表 示 機 能,表 示 能 力 の 向

上 を 可能 と し従 来 か らい われ て いた 「キ ャ プテ ン は表 示 が 遅 い 」,「 図形 の 表

示 機 能 が 乏 しい 」,「 一画 面 の 表 示 文 字数 が 少 な い」 な どの 欠 点 を全 て解 消 し

て お り,従 来 の キ ャ プテ ンの イ メ ー ジを一 新 して い る。

新 キ ャ プ テ ン方 式 プ ロ トコル は テ キ ス ト(文 字)表 示 の 他 に 現 行実 験 方 式 で

採 用 して い るグ ラ フ ィ ック(ド ッ ト ・パ タ ー ン)図 形 表示 機 能 は も ちろん の こ

と,北 米 方 式 の ジオメ ト リ ック(幾 何学)図 形 表 示 機 能,欧 州 方 式 の モ ザ イ ク

図形 表 示 機 能 を所 有 して お り,ま た 欧 米方 式 には な い ア ニメ 的 な 簡 易動 画 機 能

を も可 能 と して い る。 更 に画 期 的 な機 能 と して,画 面 にメ ロ デ ィが付 け られ る

メ ロデ ィ機 能 を世 界 で 初 め て可 能 として お り,欧 米 方 式 を は るか に しの ぐ世 界

で最 も進 ん だ ビ デオ テ ックス方 式 で あ り,商 用 ビデ オ テ ックス ・サ ー ビス に お

い て多 様 なサ ー ビス お よび利 用者 端末 装 置 の 提供,利 用 を可 能 と して い る。

新 キ ャ プテ ン方 式 プ ロ トコル は 既 に 国際 電 信 電話 査 問委 員 会(CCITT)へ

日本 か ら提 案 され てk・ り,欧 州 方 式(CEPT方 式),北 米 方 式(NAPLPS方
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式)と と もに ビデ オ テ ック ス の国 際 標 準 方式 の1つ とな る こ とが 内定 してい る。

5.1新 キ ャプ テ ン方 式 プ ロ トコ ル※3の 特 徴 と機 能

新 キ ャプ テ ン方式 プ ロ トコル は現 行 実験 方式 プ ロ トコル と比 べ 下記 の よ うな

特 徴 を有 して お り,格 段 の表 示 機 能 の 向 上 が は か られ て い る。

(1)多 彩 な表示 機 能 を 有 す る総 合 プロ トコル を実 現

テキ ス ト(文 字)表 示機 能,フ ォ トグ ラ フ ィ ック図形 表 示 機 能(写 真1),

ジオ メ トリック図形 表示 機 能(写 真2),モ ザ イ ク図形 表示 機 能(写 真3),

DRCS(外 字 伝 送機 能),メ ロデ ィ表 現 機 能,簡 易 動 画機 能 等 を有 す る総 合

プ ロ トコル で あ るo

② コ ー ド方 式 とパ タ ー ン方 式 を併 用 したハ イ ブ リ ッ ド方 式 を採 用

コー ド方式 とパ タ ーン方 式 の 併 用 に よ り画 面 を高 速 に表 示 す る こ とが 可能

とな る とと もに,パ タ ー ン方 式 の フ ォ トグ ラ フ ィ ック 図形 の持 つ豊 か な 図 形

表 現 能 力 を合 わせ て 活 用 す る こ とが 出来 る。

s窃 う鱒dgL願 書 諏)1COE$CK

し ご ごトて 　 ゆ ちでで

三編縷職
鷲 欝薫襟欝欝

写 真1フ ォ トグ ラフィック図 形

※3.CAPTAINPLPS

(CAPTAINPresentationLevelprotocolSyntax)
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写真2ジ オ メ トリ ック図形

写 真3モ ザ イ ク図形

(3)ジ オ メ ト リック図 形 表 示 機 能 に,北 米 のNAPLPS方 式(テ リ ドン方 式)

の ジオ メ トリック図 形 表 示 プ ロ トコル を採 用 し,テ リ ドン方 式 で 表 示 す る ジ

オ メ トリ ック図 形 は 全 て表 示 可能 で あ る。

(4)画 面 の高 速 表 示 が で き る

コ ー ド方 式 の 採 用 に よ り通 常 の電 話 回線 で 文 字 や モザ イ ク図 形 画 面 は約1
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o

秒 で表 示 可能 とな る。(現 在 の実験 方 式 では 約8～10秒)

㈲ 高密度表示が 可能 となる

現在の実験方 式 では テ レビ受像機 の ブラウン管 での画 面表示 を前提 と して
■

い る た め,一 画 面 の表 示 密 度 は 縦204ド ッ ト ・横248ド ッ ト,表 示 文 字数 で

言え ば 漢 字等 の標 準 文 字 で120字,英 数 ・片仮 名 の 小形 文 字 で480字 が 限度

4

で あ るo

新 キ ャ プ テ ン方 式 では,パ ソ コンや デ ータ端 末 等 高解 像度 の デ ィス プ レイ

装 置 を持 つ 端 末 装 置 もキ ャ プテ ン端 末 と して利 用 で き る こ とを考 慮 し,最 大,

縦 ・tftfO・のllES・の2倍,計4倍 の 高 密 度 表 示 を 可 能 と してk・ り,漢 字480字,

小形 文 字1,920字 とい う多数 の文 字 表 示 が 可能 で あ る。

高密度表示機 能 と文字 の コー ド伝 送機能 を組み合わせ る と,1画 面約5秒

程 度 で従 来 の4倍 の 文 字 表 示 が 可能 とな る。 した が っ て,一 般 の デ ータ通 信

用 の デ ィス プ レイ端 末 と同等 の 高速 多文 字 表 示 が 可能 とな り,従 来 の 遅 くて

　 の 　 コ 　

表示 情 報 の 一 覧 性 に 欠 け て い る とい う問題 点 を 解 消 し,ビ ジネ ス 用 と して 魅

力 あ る経 済 的 な デ ィス プ レイ端末 と して 利 用 す る こ とが で き る(写 真4参 照)。

C耐 猟 灘¥o筋(き 領o脳 鏡
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綴 鶴 頚 雀魔羅渥燐 硬練覆轍 祈莞爾 風樹雛 壇瀕 蟻競:
疑責欝熔灘電離 菅縫音頭 認緩き灘 霊藁灘頂望賊 身擾 鐸
治癒訟謬 鱗議嬬織蔵渡遼遠鰻5轍 致褒遠追慕苦難糠竪闘 亀
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嬢官糎 慣灘法難鰭資擬照鰍 菅,.

純嫉 三i五七芳区当擦灘鰭騨関銭藁来橡栗薄粧1瓢 湖癖 蜜鑛ぽ
Ii"R← ‖職i±階高 萌蓑遂遷遜黄蝶 避 難§葵薪罐 詰漂

醒念総謝金叢誌織 糟i寧波;i嫌劉零時毎争亀薄歯熊認灘遇惑姦
麗麗雲助該願 解糠喜霊夢鰍漢締 綱芸戴箋禁篭蕗緬ど礫i縫縮
灘麟提議績男望聾驚灘灘藁樋6嶺賠}鷲 彊速道繁地斑鷺§総
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写真4文 字の高 密度表示
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● (6)多 画 面 表 示 が で きる

上 記(5)の 高 密度 表 示 機 能 の1つ の 応 用 機 能 と して,高 密 度 表 示 可 能 な デ ィ

ス プ レイ装 置 上へ 標 準 密度 の 画面 を同 時 に4画 面 表示 す る こ とを可 能 と して

い る。 この 多 画 面表 示 機 能 の 特 徴 は,一 覧 性 を良 くす る と と もに,同 一 の 標

準 密 度 画 面 で あ っ て も高 密度 表 示 が 可 能 な端 末 には4画 面 を一 括 表 示 し,一

方標 準 密度 端 末 には一 画 面 ず つ 表 示 す る こ とが で きる。 した が って,情 報 提

供 者 は 端 末 種 別 を意 識 して2種 類 の 画 面 を 作 成す る必 要 が ない。(写 真5参

照)
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標準密度画面 4画 面表示

写真5多 画面表示

G

(7)着 色 の多 色 化 が 可 能 とな る

標 準 機 能 と しては 特 定 の8色2階 調 で あ るが 拡 張 機 能 と して,カ ラ ー ・ル

ック ア ップ ・テ ー ブル 方 式 の採 用 に よ り,4,096色 の 中・から任 意 の16色,32

色 等 の 多色 多階 調 表 示 が 可能 で あ る。

(8)メ ロ テ ィ表 現 が で き る

セ ンタ より伝 送 され る音楽 情報(音 高 ・音 長等)を 端 末 に 内蔵 した トー ン

・シ ンセサ イザ で メ ロ テ ィ音 と して 表 現 す る。バ ッ クグ ラウン ド ・ミュージ ッ

ク,ゲ ー ム の効 果 音 等 へ 利 用 す る こ とに よ り表 示 効 果 を大 幅 に高 め る こ とが

期 待 で き る。
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(9)ア ニメ 的 簡 易 動 画 表 示 が で きる

セ ンタ よ り送 られ た図 形 を画 面 上,移 動 方 向,速 度 自由に移 動 す る こ とが

可能 で ある 。

⑩ 複 数 画 面 の重 ね 合 わせ 表 示 が 可 能 とな る(マ ル チ ・フ レー ム表示 機 能)

フ ォ トグ ラ フ ィ ック図 形 の上 に ジオ メ トリ ック図 形 を,さ らに そ の上 に文

字 を重 ね 書 き表 示 した い場 合,あ るい は 上 記(9)に 述 べ た 簡 易動 画 を表 示 す る

た め に は,複 数 画 面 情 報 を重 ね書 きす る マル チ ・フ レー ム表 示 機 能 が 必 要 で

あ る。 新 キ ャプ テ ン方 式 で は マル チ ・フ レー ム表 示 が可 能 で あ り,上 記 の よ

うな重 ね書 きや 構 成 画 面 の 一 部 だ け を書 き直 した りス ク ロール させ た り して,

表 示 効 果 を高 め る こ とが 可 能 で あ る。

以 上 の よ うに新 キ ャ プテ ン方 式 は=豊富 な 表 示 機 能 を有 して お り,多 彩 な情 報

やサ ー ビス の提 供 ・利 用 を 可能 と して い る。 新 キ ャ プテ ン 方式 と現 行 実 験 方 式

の 比 較 を第1表 に 示 す 。

`

5.2新 キ ャプ テ ン方式 と欧 米 方 式 との比 較

1980年 ま で は キ ャ プ テ ン も欧 米 の 方式 もお の おの テキ ス ト(文 字)と1種

類 の 図形 表 示 機 能 だけ を サポ ー トして い た こ とか ら,欧 州 方 式 を アル フ ァ ・モ

ザ イ ク方式,北 米 方 式 を アル フ ァ ・ジオ メ トリ ック方 式,キ ャ プテ ン方 式 を ア

ル フ ァ ・フ ォ トグ ラ フ ィ ック方 式 と呼 ん で い た。 そ の後 日本,欧 州,北 米 と も

従 来 方式 を母 体 と して表 示 機 能 の拡 充 を行 い 今 日に至 って い る。 新 キ ャ プ テ ン

方 式 と北 米 のNAPLPS方 式,欧 州 のCEPT方 式 の 表示 機 能 の比 較 を第3図 に

また そ の 詳 細 を 第2表 に示 す。
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③

第1表 新 キ ャ プテ ン方 式 と実験 方 式 との 比 較

区 分

新 キ ャプテン方式 実 験 方 式

項 目

1.表 示 方 式 ハイ ブ リッ ド方式 パ タ ー ン 方 式 ・

(コ ー ド方式/パ ターン方式併 用)

2.表 示 機 能

① コー ド方式 ・文字表示機能
一

・幾何学図形表示機能

・モザイク図形表示機能 な し

・特殊図形(DRCS)表 示 機能

・メ ロデ ィ出力機 能

・簡易動画表示機能 一

② パ ターン方式 ・ フ ォ トグ ラ フ ィ ッ ク機 能 ・ 同 左

(ド ッ トパ タ ー ン表 示) (文 字,図 形とも ドッ トパ ターン表示)

3.表 示 速 度 約1秒 約8～10秒

4,表 示 ド ッ ト 数 (標 準)縦204ド ッ ト×横248ド ヅ ト 縦204ド ッ ト×横248ド ッ ト

(最 大)408×496

5.表 示 文 字 数 (最大)小 型文字1920字 (最大)小型文字480字

標準文字480字 標準文字120字

6.着 色 数 (標準)16色 8色

(拡張)4096色 中 の任意16色

7.着 色 単 位 (標 準)ミ ニ ブロ ック:4ド ッ ト×4ド ッ ト サ ブ ブ ロ ッ ク:12ド ッ ト×8ド ッ ト

サ ブブロ ック:12×8

8.多 画 面表示機能 最大4画 面の一括表示可能 なし

9.重 ね合 わせ画面 可能 な し

表示機能
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●

簡易動画表示

メ ロデ ィ出力

フ ォ トグ ラフ ィ ック

図 形

*

*

*

フォトグラフィック

図 形(64kb/s

伝送 による自然画)

ジオ メ トリック図形 互換あり ジオ メトリック図形 ジオメ トリック図形

DRCS

(特殊 文字 ・記号)

DRCS DRCS

モザ イク図形モザイ ク図形 一部互換あり 一部互換あり モザイク図形

テキス ト

(文 字)

テ キス ト

(文 字)

テ キス ト

(文 字)

(開 発 中)

(開発 中)

●

●

NAPLPS方 式

(DataSyntax皿)

CAPTAIN方 式

(DataSyntaxI)

*オ プ シ ョン 機 能

CEPT方 式

(DataSyntax■)

第3図 ビデオ テ ックス国際標準 案3方 式の表現機能 の比較

'
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第2表 新 キ ャプ テ ン方 式 と北 米 方 式,欧 州 方 式 との比 較

方 式

項 目

新 キ ャプ テン方式

(CAPTAINPI、PS)

北 米 方 式

(NAPLPS)

欧 州 方 式

(CEPT)

1.表 示 方 式 ハ イ ブ リッ ド方式 コ ー ド方 式 コ ー ド方 式

2.母 体 とな る表示機能 ア ル フ ァ ・

フ ォ トグ ラフ ィ ック

アル フ ァ ・

ジオ メ トリ ック

ア ル フ ァ ・

モ ザ イ ク

3.文 字 ・記号表示機能 ア ル フ ァベ ッ ト,数 字,記 号

カ タカ ナ,平 仮名,漢 字

アルファベ ット,数 字

記号

アルファベッ ト,数 字

記号

4,図 形 表 示 機 能

① フ ォ トグラフ ィック

② ジオ メ トリック

③ モ ザ イ ク

④ 特 殊 図 形

(DRCS)

あ り な し 自然画表示にのみあり

(64kb/s伝 送を前提)

あ り

(NAP工 、PS方 式準 拠)

あ り あ り

(CEPT独 自方式)

CEPTモ ザ イク及び

CAPTAIN独 自モザイク

CEPTモ ザ イ久一部) CEPTモ ザ イク

あ り

(CAPTAIN独 自)

あ り

(NAPLPS独 自)

あ り

(CEPT独 自)

5.付 加 機 能

① メ ロ デ ィ

② 簡 易 動 画 表 示

あ り な し な し

あ り な し な し

6,着 色 方 式 ブ ロ ック着色及 び

ドッ ト単 位着 色

ドッ ト単位着 色 ブロック着色及 び

ドッ ト単位着色

7、 ハ ー ド コ ピ ー

機 能(*)
可 難 可

8.表 示 文 字 数 (標 準)15列 ×8行(漢 字)

31列 ×16行

(英 数 カナ)

(最 大)31列x16行

62列 ×32行

(標準)40列 ×20行 (標準)40烈 ×24行

9.デ ー タ伝送速度 下 り4800b/s

上 り75b/s

下 り1200b/s

上 り75又 は150b/S

下り1200b/s

上 り75b/s

10,画 像 情報入力(*) 容 易

(カ メラ,FAXに よ る

自動 入力可)

自動入力は難 しい 自動入力は難 しい

(*)各 方式の母体 とする表示機能の場合
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4.商 用 シ ス テ ム の 利 用 者 端 末

商用 時 ビデ オ テ ック ス通 信 網 に接 続 され る利 用者 端 末 は一 般 家 電 製 品 と同 様

に,利 用 者 が 直接 電 器 店 や 販 売 業 者 等 か ら購 入 す る こ と を原 則 とす る。 利 用 者

端末 の 種 類 と して は,テ レ ビ受 像 機 の ほ か パ ソ コ ン,ワ ー プ ロ,デ ー タ端 末,

専 用 デ ィ ス プ レイ等 の 多 様 な 端 末 が ビデ オ テ ッ ク ス用 の 受 信 機 能 を もつ こ とに

よ り,ビ デ オ テ ッ クス 用 利 用 者 端 末 とな る こ とが 出来 る。 前 述 の 新 キ ャプ テ ン

方 式 の 表示 機 能 が 非 常 に 多 彩 で あ る こ とか ら,端 末 の 表 示 機 能 に よ り第3表 に

示 す よ うに5種 類 の 端 末 種 別 に整理 して い る。 これ らの 端 末 は全 て 商 用 サ ー ビ

ス開 始 当初 か ら利 用 可 能 で あ る。利 用者 端末 種 別 は 「端 末 プ ロフ ァ イル 情 報 」

と して 情 報 セ ン ター との 接 続 時 に 自動 的 に 端末 か らセ ン ター に送 出 され,セ ン

ターで は ア ク セ ス して きた 端 末 種 別 と,リ クエ ス トされ た 画 面 の 情 報 の 表現 様

式 をチ ェッ ク し,そ の 端 末 種 別 で は そ の 画 面 を表 現 で きな い 場 合 は 利 用 者 端 末

にそ の 旨の メ ッ セ ー ジ を送 る こ と と して い る。

第3表 新 キ ャプテン方式 におけ る利 用者端末種別

ラ ン ク 種 類9名 機 能 概 要 備 考

1

(最 下位)
パ ター ン 端 末

文字も図形も全てパターンで表示

(現 行の実験方式と同じ)

2

(標準 タイプ)
ハイブリヅド端末

文字記号 モザ イクはコー ド方式 で高速表示

図形 はパ ターン(フ ォトグラフィック)方 式 で表示

表示密度 は標準密度(縦204ド ット×横248ド ット)

3
高密 度

ハ イブ リッド端末

(高 密度2倍)

ハイブ リッド端末 で表示密度が横 方向2倍 の高密度

(縦204ド ッ ト×横496ド ッ ト)

(高 密 度4倍)

ハイブリッド端末で表示密度が縦,横 方向2倍 の高密度

(縦408ド ッ ト×横496ド ッ ト)

通常のTV

受像機では

表示不可

4 コマン ド端末
ハ イブ リッ ド端末(標 準密度)

+ジ オ メ トリック図形表示機 能

5

(最 上 位)

高密度ハイブリッド

コマン ド端末

高密度'イ プリッド端末 工 鷲 麟

+ジ オ メ トリック図形表示機能

通常のTV

受像機では

表示不可

一44一



な お 標 準 タ イ プの端 末 は第2ラ ン クの ハ イ ブ リ ソ ド端 末 で あ り,情 報 提供 者

は 不 特 定 多 数 へ の サ ー ビス を 提供 す る場 合,標 準 タ イ プの端 末 の機 能 を 所 有 し

た 画 像 情 報 を作 成す れ ば,大 多数 の 利 用者 に提 供 す る こ とが で きる。

5.ニ ュ ー メ デ ィ ア へ の 期 待

ニ ュ ーメ デ ィア ・キ ャプ テ ン シ ス テム は,家 庭 に普 及 した テ レ ビに少 々の付

加機 能 をつけただけの経済的 な端 末 を1つ もつ だ けで,ビ デ オテ ックス 網 に接 続 さ

れ た数 多 くの コ ン ピ ュ ータ に ア クセ ス で き,各 種 の情 報 の 検 索 のみ な らず,居

なが ら に して商 品 の注 文 ・予 約 が で きる な ど幅広 いサ ー ビス を享 受 す る こ とが

で きる 画期 的 な メ テ ィ アで ある。 既 存 の 電 話 と テ レビを利 用 し,で きるだ け安い

経 済 的 負 担 でサ ー ビス を 提供 す る た め に,静 止 画像 が主体 であ り,ま た一画 面の

表 示 字 数 に も制 約 は あ るが,専 門 的 知 識 の ない 者 で も これ を利 用 で き,コ ン ピ

ュ ータ 利 用 の 大衆 化 が 計 られ,国 民 生 活 の 充 実 と社会 経 済 活動 の 効率 化 に大 き

く寄 与 す る もの と期待 され て い る。 現 在 ま での 実 験 システムと異 なり,商 用サ ー

ビス に おい て は,前 述 の よ うに新 キ ャ プ テ ン方 式 の採 用 に よ る機 能 の飛 躍 的 充

実 が 計 られ た こ と,叉 実験 シ ス テム の モニ タ ーは 収 容 され て い る電 話 局 の交 換

機 種 が 電 子 交 換 機 の 加 入 者 に限 られ て い た が,商 用時 には サ ー ビス 区 域 内 に お

い て は その 制 約 は ほ とん どな くな り特 に ビ ジネ スユ ー スの 需 要 層 に対 しC・U

・G※4等 の利 用 の拡 大 が期 待 で きる 。 商 用 以 降 の利 用分 野 を予 想 す る と第4表

の よ うな 分野 が考 え られ る。

以 上 の よ うに キ ャ プ テ ンシ ス テ ムは 種 々の 情報 や,各 種 の 予 約,ホ ー ム シ ョ

ッピ ング,ホ ー ムバ ンキ ン グ等 の 双 方 向性 サ ー ビス を利 用者 に提 供 す る もの で,

価 値 あ る多 くの 情報 が 利 用 者 に使 い 易 いよ うに整理 されて提供 され,加 え て 有 効

な双 方 向性 の サ ー ビス が,窓 口営 業 時 間 を越 え て居 なが らに して利 用 で きる 総

合 的 な サ ー ビス と して 充 実 され る こ とが 利 用の 増 につ なが る 重 要 な ポ イ ン トで

※4,あ らか じめ指定 した特定 の利 用者 に特定 の情報を提供 す るサー ビス。例え ば会員制 の利 用

者 や,事 業所 内(本 店,支 店,営 業所等)ま たは関係 する事業所 間の情報サ ー ビス。
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■

第4表 予 想 さ れ る サ ー ビ ス

順番 分 野 提 供 サ ー ビ ス 需 要 層

1 銀 行 残高照会 ビジネス

郵 便 貯 金 振込通知 家庭

自動引落

未記帳照会

振込依頼

各種 ロー ン計算

2 座 席 予 約 座席予約 ビジネス

空席照会 家庭

時刻表案内
3 宿 泊 予 約 宿泊予約 ビジネス

空室照会 家庭

4 株 式 株価情報 ビジネス 家庭

5 保 険 保険業案内 ビジネス

保険契約照会 家庭

保険料請求

6 ク レ ジ ッ ト カー ド売 上明細 家庭

カ ー ド甲込,ロ ー ン 申 込

ク レジ ッ ト決 済

7 為 替 相 場 為替相場情報 ビジネス

8 通 信 販 売 ホ ー ム シ ョ ッ ピ ン グ 家庭

9 流 通 在庫管理 ビジネス

商品注文

売上通知

10 不 動 産 情 報 不動産情報 ビジネス 家庭

11 教 育 情 報 入試情報 家庭

志望校選択案内 ビジネス

教育情報

12 競 馬 馬券投票 家庭

オ ヅズ情報

13 専 門 情 報 判例検索 ビジネス

文献検索

医薬品検索

記事検索等

14 一 般 情 報 各種情報 家庭

(含 公共情報) ビジネス

15 事業所内または 各種情報 ビジネス

関連事業所間の

情報伝達
16 計 算 セ ン ター 各種計算 サー ビス ビジネス

テ レ ソ フ トウ ェ ア 家庭

17 メ ッ セ ー ジ通 信 メ ー ル ボ ッ ク ス ビジネス

家庭

一46一

■



' ある。 利 用 の増 と情 報 や サ ー ビス の 提供 者 の利 益 が よい循 環 を形 成 しマ ス マ ー

ケ ッ トを実 現 す る 前 提 と して,ビ デオ テ ックス通 信 網 が 遠 近 格 差 の少 な い 低廉

な料 金 で利 用 で き,サ ー ビス地域 が 全 国 に急 速 に 拡 大 され,安 い端 末 機 器 が 円

滑 に供 給 され る こ とが 強 く望 ま れ る と こ ろで ある。 わ が国 にお け る ビデ オ テ ッ

ク スの 商 用化 が 関係 者 の 協 力で 円 滑 に行 わ れ,少 々の時 間 が か か って も着 実 に'

国民 生 活 の なか に ビデ オ テ ソクス に よ る コ ンピ ュ ータ利 用の 利 便 が認 識 され,

そ れ が 新 しい社 会 習慣 の なか に定 着 して ゆ くこと を期 待 す る もの で あ る。 お わ

りに郵 政 省,日 本 電 信 電 話 公社 の 関係 各位 か ら多大 な ご教 示 を い た だ い た こ と

に厚 くお礼 申 し上 げ る。
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B.CATVに よ る 情 報 提 供 サ ー ビ ス の 可 能 性

は じ め に

ここ数 年 の 間,ニ ュ ーメ デ ィ ア と呼 ば れ る一群 の電 気 通 信 サ ー ビス が 世 間 の

『
注 目を集 め て い る 中 で,約10年 ぶ りにCATVが 双方 向通 信 概 念 と結 び つ い て,

復 活 の兆 候 を見 せ 始 め て い る。CATVの 双 方 向通 信 機 能 が 再 評 価 され よ う と し

て い る 背 景 に は,LSI等 デ ィ ジタル技 術 の 進展 が もた ら した技 術 的,経 済 的

イ ンパ ク ト以 上 に,社 会,制 度 の 領 域 に広 範 な状 況 の変 化 が あ る こ とに よる も

の とい え よ う。 以 下 に述 べ る よ うに,CATVは 元来 マ ル チ メ デ ィ ア と して観 念

され た もの で あ り,映 像,イ メ ー ジ,デ ータ,音 声 等 の伝 送 を統 合 的 に行 な い

得 る もの で あるo

も と よ り,CATVシ ス テム を 用い た 統合 的 な通 信 とい って も,サ ー ビス 提 供

の面 に 自 ら 限 界 が あ る も の で あ って,万 能機 械 で は あ り得 な い 。 だ か ら とい

って,こ の 事 実 を是 認、す る こ とはCATVの 自己 否 定 とな らない こ とは い うま で

もない 。 何 故 な らば,CATVは,公 衆 通 信 業 務 の よ うに 『あ ま ね く広 く』 サ ー

ビス を提 供 す る義 務 を 負 う もの で は ない もの で あ り,『 公共 財 』 と して よ り,

特 定 多数 の利 用者 に便 益 を提 供 す る 『ク ラ ブ財 』 的 性 質 を有 す る もの で あ って,

これ らの 利 用者 群 の 間 に形 成 され るサ ブ グル ー ブの利 用 者 間 に ネ ソ トワー クを

提供 す る電 気 通 信 設 備 で あ る とい うこ とが で き るか らで あ る。

情 報提 供 サ ー ビス を検 討 す る場 合,こ のサ ー ビス 財 の性 質 を吟 味 して お くこ

とは 重要 で あ る。 今 日ま で,CATVの 発展 が遅 々 と した もの で あ った理 由 の 一

端 には,こ うした 基 本 的 な議 論 が 欠 け てい た こ と と,そ の結 果 と してCATVの

公 共性 を制 度 等 に具 体 的 に 反 映 させ られ なか った こ とが あ った と考 え られ る。

俗 な 比喩 を あげ れ ば,成 人 向 番 組 が 含 ま れ るCATVは 公 共 性 が 無 い とか ある い

は 希 薄 で あ って,そ う した 番 組 を含 ま な い もの は 公共 性 が 有 る とか 強 い とか と

い った判 断 が 成 り立 つ で あ ろ うか 。 ま た,同 一 のCATV施 設 を 使 って,こ う し

た問 題 の番 組 を送 った り,送 らなか った りで きるわ け で あ るか ら,施 設 と して
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' の ハ ー ドウ ェ アの"送 る"行 為 と番 組 の内 容 に おけ る 公共 性 概 念 は 異 な る もの

と言 わ なけ れ ば な らな い。

放 送 事 業 では,施 設 で あ る送 信(無 線)設 備 の設 置 運 営 と,番 組 の内 容 を編

集 す る責 務 を,放 送 の 被 免 許 者 た る放 送 事業 者 に負 わせ る構 造 とな って い るが,

マル チ メ デ ィ アで あ るCATVに,こ の原 則 を 適 用 しよ う と して も,放 送 機 能 の

み を規 律 す る段 階 は と もか く,双 方 向通 信 機 能 を有 す るCATVに 対 して は無 理

が あ る もの と考 え られ る。

か く考 え れ ば,ア メ リカ,カ ナ ダで導 管(Conduit,す な わ ち施 設)と 中味

(Contents,す な わ ち番 組 な ど通 信 内 容)を 区 別 して規 律 しよ うとい う姿 勢 に

対 して,わ れ わ れ は よ り強 い 共 感 を覚 え る もの で あ る。

1.CATVと は 何 か

CATVの 性 格 や 実 態 を知 った上 で ・CATYの 定義 を 与 え よ うと努 力 して も ・

多 分過 去 のCATVを 役 務 提 供 の分 類 や経 営 形 態 の分 類 を 行 な うこ とで 終 って し

ま うもの と思 わ れ る。 そ して そ の時 々の新 しい 技術 ・社 会 の トレ ン ドを反 映 し

て,新 しいCATVで あ る とか第 何 世 代 のCATVで あ る とか とい うふ うに余 り普

遍 性 の ない規 定 を 与 え る こ とに終 止 して し ま うで あろ う。

何 故 こ う した 中途 半 端 な議 論 に 陥 って しま うか の理 由 と して,CATVは も と

もと 自然 発生 的 に生 ま れ 自己増 殖 を重 ね て きた もの だか らで あ り,一 般 に こ う

した 自己 発展 形 態 型 の電 気通 信 サ ー ビス に対 しては,制 度,社 会 の 中 に これ を

い か に 認 識 す るか の 枠 組 が 備 ってい ない か らで あ る とい うこ とが で き よ う。 も

と もと電 気通 信 業 務 は 国 家 が 管 掌 す る もの と久 し く考 え られ て きた た め,電 気.

通 信 事 業 主 体 は 国 家 に代 って 国 家 公 共性 を実 現 す る 者 と して位 置 づ け られ て き

た。 従 って,ど うい った サ ー ビス を いっ 開始 す る か が 国 家 レベ ル で決 定 され,

運 営 主 体 が決 め られ るの が正 常 な手続 とい うべ き行 き方 で あ った とい え よ う。

と ころ がCATVは 自然 発 生 的 で あ って,電 話 事業 主 体 や放 送 事 業主 体 とは 出生

の プ ロセ ス が 違 うの で あ る。 この 事 実 が 意味 す る と ころ は極 め て 重 い と言 わ な
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け れ ば な らな い。

こ う した事 情 に よ り,CATVの 施 設 内 容,サ ー ビス 内容 を適 確 に 規 定 す る こ

とは 難 しい 。 い い換 え れ ば しない 方 が正 しい の で あ る。 この 難 しい課 題 に答 え

る意 味 で,日 米 とい う国 情,制 度 を超 越 して今 日に も通 用 す る形 で,CATVを

論 じた好 編 を紹 介 しよ う。
倫

●

「有 線 都 市 テ レ ビ ジ ョン論 」

1968年,ワ シ ン トン大 学 教 授 で あ り,ラ ン ド研 究 所 コ ンサ ル タ ン トで あ っ

た ハ ロル ド ・J・ バ ーネ ソ トとエ ドワー ド ・グ リー ンバ ー グが連 邦 通 信 委 員 会

(FCC)に 提 出 した レポ ー ト(原 題"AProposalf6rtheWiredCity

Television)の 中 で 商業 放 送 の メカ ニ ズ ム の構 造 か ら生 ず る歪(ひ ず み)の

是 正 を 図 る一 方 法 と して,無 線 テ レ ビ放 送 を 有線 テ レ ビ放 送 に切 り替 え る こ と

に よ って 生 ず る効 果 を素 描 して い る。

著 者 に よる と,テ レ ビは 大 衆 に 直接 大 量 の情 報 を伝 え る こ との で きる 比類 な

く優 れ た メデ ィアで あるが,(商 業 放 送 を 中心 に テ レ ビ政 策 を展 開 して い る ア

メ リカで は)視 聴 者 と テ レ ビ局 の 間 の需 要 と.供給,そ の 間 に介 在 す る商 品 の 関

係 は 屈 折 した 構 造 を有 して お り,視 聴 者数 とい う価 値 が 広 告主 に 売 られ る点 に

構 造 的 な特 徴 が あ る。 この 構 造 の 故 に,視 聴 者数 の絶 対 量 が最 も重要 な経 済 基

盤 とな り,そ の 結 果,一 定 規 模 以 上 の 市場 で なけれ ば放 送 局 が 立 地 し得 ない こ

と に な る。 ま た,小 規 模 市場 に 立 地 す る局 は 大規 模 市場 に立 地 す る局 に番 組 制

作 等 を依 存す る傾 向が 生 ま れ,小 局 は 大 局 に視 聴 者数 を 売 り,そ の 見 返 り と し

て番 組 を 買い 入 れ る とい った バ 一夕 取 引 が 構 成 され,い わ ゆ る ネ ッ トワー クが

形 成 され る。 この よ うな過 程 を経 て 小数 の ネ ッ トワ ー クに よる寡 占状 況 が 生 ま

れ,ネ ソ トワ ー ク間 の激 しい競 争 が生 ず る。 一方,放 送 局 は 周 波 数 割 当 とい う

物 理 的 理 由 に よ る制 約(法 規 制)を 勘 案 して置 局 され るか ら,地 域 の局 数 には

制 限 が あ る 。 仮 に こ う し た制 約 を取 り除 い た と して も,番 組 制 作 費 が 高 過 ぎ

る こ と,ネ ッ トワ ー ク に加 盟 し番組 の 配給 を受 け る に して も回線 料 な どの 固 定
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'

費が 高 い こ とな どの障 壁 を越 え られ る有 力 な テ レ ビ市場 が 少 な い。 こ う した原

因 に よ って,小 数 の ネ ソ トワ ー ク支 配 が 進 む 一 方,テ レ ビ ・チ ャ ンネ ル 数 の 地

域 間格 差 が拡 大 して しま う。 これ は 商 業 放 送 局 の経 済構 造 が もた らす 必 然 の帰

結 で あ り,現 在 の 仕組 の 中に あ って は 速 効 的 な改 善手 段 は 見 出せ な い。

こ う した現 状 の打 開策 と して,⑦UHF局 を大量 に免 許 す る,⑦3大 ネ ッ ト

ワ ーク を規 制 す る,◎STV(SubscriptionTV)を 促進 す る,㊤ 基 金 に よ

り運 用 され る非 商 業(公 共)放 送(現 在 のCPB)を つ くる,㊧ 衛 星 通 信 の 発

展 を図 る こ とを挙 げ,そ れ ぞ れ は各 々幾 分 の 改 善 の効 果 は あ る もの の,そ れ ぞ

れ 固 有 の問 題 を含 ん で お り,抜 本 的 な 解決 策 とは な り得 な.いと して い る。 更 に,

◎ 直 接 衛 星 放 送(DBS)を 取 りあ げ,ネ ソ トワ ー ク数 の 増 加 に 寄 与 し得 る 可

能 性 が あ る もの の や は り抜 本 的 とは い え な い と して い る。 ま た,㊧CATVは 遠

方 信号(区 域 外 放 送)を 移 入 し再 送 信 して い る点 で,あ る 地 域 の 住 民 に と っ て

は 番 組 の多 様 化 に は 寄 与 してい る もの の,番 組 の多 様 化 が 実 現 して い な い米 国

内 の遠 方 信号 をい く ら受 信 して 再 送 信 して も所 詮 は 限 界 が あ り,CATV自 身 で

相 応 の規 模 の 自主 放送 番組 が 開 発 され な い 限 り,番 組 の 多 様 化 には な らな い。

ま た,CATVは ケ ー ブル の 施 設 のみ な らず,番 組 の 編 成 ま で も 自己 の 統 御 下 に

お く私 企 業 で あ り,そ こに 利 潤 動 機 が 支 配 してい るか ぎ り,番 組 の 多 様 化 に は

限 界 が あ る と して い る。

そ こで著 者は 提案 す る。 テ レ ビ放 送 の形 態 を在 来 の無 線 方 式 か ら有 線 方 式 に

全 面 的 に切 替 え,全 国 的 に テ レ ビ20チ ャ ンネル の シス テム を構 築 す る。 シ ス テ

ム の運 営 主 体 はFCCが 許 可 す る私 企 業 か 地 方 自治体 と し,運 営 形 態 は フ ラ ン .

チ ャイ ズ に基 づ く貸 線 業 形 態 とす る。 こ うす る こ と に よ り,無 線 方 式 に 固 有 の

周 波 数 割 当 に絡 む許 認 可 とい う制 約 か ら一 次 的 に解 放 さ れ,チ ャ ンネ ル の 利 用

者(有 線 テ レ ビ放 送 事 業 者)の 参 入 を容 易 にす る こ とが で きる。 この 結 果,多

数 の チ ャ ンネル を埋 め る必 要 な 番組 の数 は膨 大 な もの とは な るが,反 面,番 組

の 制 作,流 通 に絡 む 諸 過 程 で経 費 の 削 減 が 可 能 とな るため 総 合 的 に は 単位 時 間

当 りの 制 作 費 を逓 減 せ しめ る こ とが で き るo
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以 上 が 有線 都 市 テ レ ビ ジ ョン構 想 の あ らま しで あ る。 本 論 文 は 昭 和43年 前 後

のCATVの 高 ま りの理 論 的 背 景 とな った もの で記憶 され て い る方 も あ ろ う。 ま

た 本論 文 は テ レ ビ放 送 を機 軸 に理 論 構 成 され た もの で あ る が,次 の 「広 帯 域通

信 ネ ソ トワー ク の未 来 」 と対 比 させ てい た だ きた い。

レ

「広 帯 域 通 信 ネ ッ トワー クの未 来 」

FCCの 要 請 に も とつ い て アメ リカ電 子 工 業 会 が 提 出 した レポ ー ト〈The

FutureofBroadbandCommunicationNetwork>で あ る。BCNは 伝 送 可

能 周 波数 帯域 幅300MHzの 同 軸 ケ ー ブル シ ス テ ム を双 方 向通 信形 態 で 設 置 し,

50,000世 帯 を収 容 す るBCN施 設 を全 国 に 展 開 す る。 各 加 入 者 には ア ドレス

を付 し,双 方 向 通 信 は デ ィジタル 形 式 で行 な う。 全 国BCN網 は 市内 網 と 市外

網 に 分 か れ,こ の 市 内網 は 非 交 換 系 で あ って,C(中 心)-E(端 末)型 サ ー

ビス を主 体 と して 行 な う。 市外 網 は広 帯 域 マ イ ク ロ網,通 信衛 星 網 を形 成 し,

過 疎 地 に はDBS(直 接 放送 衛 星)を 積極 的 に 利 用す る。 市 内 ・市外 網 の 交換

はAT&丁 等 電 話 網 に依 存 し,広 帯 域 交 換 は ピクチ ュア フ ォン(テ レビ電話)

回線 を利 用 して ゆ く。

このBCNを 形 成 す る為 の所 要 費 用は,テ レ ビ電 話 網 の整 備 費130億 ドル

(4兆6,800億 円,1ド ル=360円 換 算),都 市 部 のBCN網 整 備 費110億 ド

ル(3兆9,600億 円),合 計240億 ドル(8兆6,400億 円),年 間運 用経 費40

億 ド・レ( .1兆4,400億 円)と 概 算 してい る・ こ う した 巨額 な投 資 は ・1980年

ま でに対 外 戦 争 が 終 焉 し,緊 張 緩 和 が 進 む に 伴 い,経 済 重 視 型 の政 策 が 打 ち

出 され,ア メ リカ経 済 のサ ー ビス産 業 化 が 進 展 す る もの と予 測 さ れ。 こ う した

産 業 構 造 の 変 化 の 中 で,次 の産 業 構 造 へ の転 換 を容 易 か つ ス ム ース に行 うた め

の イ ン フ ラ ス トラ クチ ュア の整 備 の 費 用 の一 環 と して拠 出 され るべ き性 質 の も

ので あ る と して い る。

BCNを 通 じて提 供 され るサ ー ビス と して は,① 電 子 郵 便;フ ァ クシ ミ リ通

信 に よる文 書 ・書簡 の や りと りがFAX端 末 の普 及 に よ って 実 用 化 の域 に達 す
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θ る,② コ ン ピ ュー タの 家庭 利 用;産 業 界 にはMIS(ManagementInformation

System)が 普 及 す る一 方,家 庭 で の コン ピ ュータ利 用が 進 み,金 融,流 通 業

界 で は カ ー ド利 用 に よる キ ャ ッシ ュ レス,チ ェ ック レス 時 代 に な り,BCNの

利 用が 高 ま る。 ま た,大 型 デ ータ バ ン クの整 備 が 進 み,企 業,個 人 の 財務,信

用状 況 が 即 座 に取 り出 せ る よ うに な る。 この結 果,金 融,流 通 分 野 に ソ フ トな

流 通 が 進 み,貯 蓄 や 有 価 証 券 の 運 用 等 の情 報 サ ー ビス が 家 族 で受 け られ る よ う

に な る。 ま た,コ ン ピ ュ ータ ・コン ピュ ータ間 の通 信 需 要 が 増 大 す るほ か,各

種 デ ータ バ ン ク とホ ー ム コ ン ピ ュータ端 末 間の 通 信 需 要 が 拡 大 し,こ れ らの通

信 をBCNで 行 う。 ③ ソ フ トな輸 送 シ ス テム;物 流,金 融 面 でハ ー ドな物 流

が 減 少 し,ソ フ ト化 が 進 展 し,テ レビ会議 な どに よ り人 間 の移 動 が 減 少 し,ビ

ジネ ス面 で も通 信 へ の依 存度 が 高 ま る。 ④ 新 コ ミ ュニ テ ィの 成形 へ の 寄 与;都

心 部 か ら郊 外 へ の 人 口移 動 の 傾 向 は ま す ま す大 き くな り,ア メ リカ の ビ ジネ ス

の50%以 上 が 大 都 市近 郊 の 郊 外 にそ の 中心 を移 す こ とに なb,新 しい コ ミュ ニ

テ ィの 形 成 が 必 要 とな る。 この コ ミュ ニ テ ィに コ ミ ュニ テ ィ番 組 を提 供 す る う

え で,BCNは 大 き く寄 与 す る。⑤ 教 育 の コ ン ピ ュータ 化;教 育 産 業 は 『最 後

に残 され た手 工業 』 の 状 態 に あ り,『 末 だ産 業 革 命 前 夜 』 に あるが,現 在進 行

しつ つ あ る視 聴 覚 機 材 の 利 用 をベ ース に教 育 の機 械 化 が 進 展 し,CAIな どの

教 育 の コン ピ ュータ 利 用 が 促 進 され,こ の段 階 でBCNへ の依 存度 が 高 ま る。

⑥ 娯 楽 と しての テ レ ビ;国 民 所 得の 向 上,労 働 時 間の 短 縮 等 に よ り余 暇 が増 大

し,国 民 の 生 活 の テ レ ビへ の 依 存 は 現 在 より大 き くか つ 多面 的 に な る。 現 在 の

映 画 ・音 楽 を受 信 す る テ レ ビか ら,チ ェス,ビ ン ゴ,ブ リ ソジ等 の テ レ ビゲ ー

ム な どを楽 しむ テ レ ビ に な る,な どを あげ て い る。

o

こ の よ う にBCNで は 今 日 ニ ュ ー メ デ ィ ア と呼 ば れ て い る ビ デ オ テ ック ス,

キ ャ ッシ ュ ・ マ ネ ジ メ ン トサ ー ビ ス,エ レ ク トロ ニ ック ・バ ン キ ン グ,カ ー ド

(キ ャ ッシ ュ レ ス)化,双 方 向CATV

今 日 で も失 っ て い な い 。

POS等 が 素描 さ れ て い て,新 鮮 さ を
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い い換 え れ ば,有 線 都 市 テ レ ビ ジ ョン構 想 やBCN構 想 は,当 時 想 定 され た

CATV像 で あ り,今 日 もそ の本 質 に変 化 は な い もの と言 え よ う。 た だ,両 論 文

と も,当 時 か ら行 な わ れ 今 日ま で続 い て い る地 方 行 政 体 に よる フ ラ ンチ ャイ ズ

制 に よっ て行 な われ て い るCATVは,利 潤 動 機 に傾 きす ぎて い る と規 定 し,異

った運 営 形 態 のCATVを 求 め て い る点 を付言 して お き た い 。

い ずれ にせ よ,CATVで 提 供 可能 な サ ー ビスは 放 送形,通 信 形 の 両 者 を 包含

す る形 で既 に 当 時 か ら明 確 に 認識 され て お り,今 日の ニ ュ ー メ デ ィアの タ ー ム

に置 き直 せ ば,現 在 に も通 用 す る もの とい え る。

■

o

2.放 送 形 サ ー ビ ス

CATVで 提 供 さ れ る一 般 的 なサ ー ビスは 放送 形 で あ る。 こ こで"放 送 形"の

意 味 を定 義 してk・ く必 要 が あ る。 放 送 形 とは1点 か ら多 点 に情 報 を分 配 す る こ

とで,や や変 則 的 で は あ るが こ こ では 同報 形 通 信 形 態 も これ に含 め て考 え る。

(1)再 送 信

テ レ ビ放 送,ラ ジオ 放 送,FM放 送,音 声 ・文 字 多 重 放 送,あ るい は衛 星

放送 を受信 しそ の ままCATV施 設 に 流 す ことを再 送 信(retransmission)と

い う。 特 に,受 信 した信 号 をそ のま ま 同時 に伝 送 す る こ とを"同 時再 送 信"

とい い,一 旦 録 画(音)し て再 送 信 す る こと を"異 時 再 送 信"と 呼 ん で い る。

再送信 サ ー ビス の効 果 は,⑦ 受 信者 の受 信 画 質 を鮮 明 か つ どの チ ャ ンネル

も均 質 に す る ことが で きる,④ 一 般 家 庭 で受 信 で きな い放 送 を親 ア ン テナ で

受 信 し再 送 信 す る こ とに よ り,チ ャ ンネ ル の 多様 化 が 図 れ る,⑰ 衛 星 放送 や

衛 星通 信 の ネ ッ トワ ー ク 番 組 を相対 的 に安 価 に受 信 して 伝 送 す る こと に よ り,

一家 庭 あた りの コス ト低 減 が 図 れ る ,㊤ 異 時 再送 信 を 行 な う こ とに よ り,定

時 の ニ ュ ース等 見 逃 した 番 組 を遅 れ て視 聴 す る こ とが で き る,な どが あ る。

再送 信 とCATV局 が 行 う フ。ロ グ ラ ミン グ(番 組 編 成)の 境 界 は微 妙 で あ

る。 ア メ リカ で は 再 送 信 はCATVの 編 成 の 一 部 と して 積 極 的 に認 め て い る。

この意 味 か らすれ ば,衛 星 通 信 ネ ットワーク番組 の 中継 や 異 時 再 送 信はCATV
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● 局 の プ ログ ラ ミン グ で あ り,自 主 放 送 の範 疇 に含 め られ る もの と考 え る こ と

が で きるoア メ リカ の 衛 星 通 信 に よるベ ーシ ックサ ー ビスや ペ イ テ レ ビ番 組

の 中継 もCATV局 の プ ログ ラ ミン グ と考 え られ る し,わ が 国 で の定 義 に よれ

ば 再 送 信 と も呼 べ る。

また,変 調 方 式 の変 更(衛 星 放 送e(teけ る27MHzFMを6MHzの 標 準AM

方 式 に変 換 す る場 合 な ど)や 蓄 積変 換 等 で厳 密 に 見 れ ば タ イ ム ラグ を 伴 う場

合(ビ テオ テ ソクス や 文 字 放 送 の 画 面 を フル フ ィール ド伝 送 に転 換 す る時 な

ど),再 送 信 の定 義 を 明 確 に す る必 要 が あろ う。

② 自 主 放 送

自主 放 送 の定 義 の概 念 は,今 日の アメ リカ で行 な われ てい る衛 星 ネ ソ トワ

ークの 状 況 か らす る と ,や や曖 昧 にkる 。 アメ リカ では 自主 放 送 はlocal

originationを さ し,こ れ に はlivelocalとautomatedlocalが ある。

前 者は わが 国 で い う狭 義 の 自主 放 送 で ス タ ジオ か らの放 送 の意 味,ま た 後 者

は通 信 社 か ら送 られ て くる文 字 ニ ュ ース を変 換 して 画面 に して送 出 す る な ど

の 自動 機 械 に よる放 送 の 意 味。

わ が 国 の 自主 放 送 の意 味 は 広 義 で,放 送 局 か ら発 せ られ た 番組 の再 送 信 以

外 は す べ て 自主 放 送 と考 え られ る。 この 自主 放 送 の 役 割 には,か って期 待 さ

れ た 地域 情 報 媒 体 と して 地 域 密 着 形 の素 材 で構 成 され る番 組 を放 送 す る こ と

と,映 画 ・ス ポ ー ソ等 を 有 料 で放 送 す る こ と等 を通 じて,生 活 情 報,地 域 情

報,娯 楽 情報 を 提供 す る こ とに あ る。

有 料 テ レ ビも 自主 放 送 の 分 類 に含 め る こ とが で きる。 有 料 テ レ ビに は ペ イ

・パ ー ・チ ャンネ ル ,ペ イ ・パ ー ・ビ ュー(PPV)が ある。 これ』らの 有 料 特

別 番 組 の加 入 者 の契 約 状 況,料 金収 納 状 況 を把 握 しコ ン トロ ール す るた め の

機 能 と して,遠 隔 監 視(ホ ー ム端 末 な どに 加 入 者 が 無断 で手 を 加 え よ う と し

た時 に は端 末 の 全 機 能 が 停 止 す る な ど),遠 隔 制 御(有 料 番組 の 加 入 に対 応

して,セ ンターか ら ホーム 端 末 を遠 隔制 御 す るな ど)が あ り・ これ ら に は デ ー

タ通 信 が 用い られ て い る。 この デ ー タ通 信 は,加 入 者 管 理 に 用 い られ て い る
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限 りに お い て 有 料 テ レ ビの付 随 機 能 で あ っ て,後 述 す る通 信 形 サ ー ビス とは

区分 され る べ き性 質 の もの で あ る。

映像 のみ で は な く音楽 の 自主放 送,映 像+音 楽 の 自主 放送,フ ァク シ ミ リ

や文 字 ・図 形 の 自主 放 送 も あ る。この場 合,伝 送 され る信号 は アナ ログ の映

像,音 声 信号 ば か りで な く,デ ィ ジタル 信 号 で ある こ と もあ る。

!3)文 字 放 送

テ レ ビ放 送 の文 字 多 重 放 送 の よ うに垂 直 同期 信号 に 重 畳 す るか,テ レ ビ1

チ ャ ンネ ル を 占 有 して5,000～6,000枚 の静 止 画 を 伝 送(フ ル フ ィール ド

伝 送)す る もの。 文 字伝 送 の フ ォーマ ッ トは文 字 多 重 放 送 の端 末 を共 用 す る

ため,同 一の 様 式 とな る。 この文 字放 送 は受 信 側 で必 要 な情 報 を ピ ンク ア ン

プ して,メ モ リーで1画 面 を構 成 しテ レ ビ画 面 に映 し出 す もの。 従 っ てハ ー

ドコ ピ ー と して プ リ ン トア ウ トす る こ とが比 較 的 容 易 な 方 式 で あ る。最 近 で

は標 準 テ レ ビ信 号 の1フ レー ム を プ リン トア ウ トす る装 置 もつ くられ て い る。

`

この他 に,文 字 発 生 機 等 に よ り電 子 的 に編 集 され た文 字 画 を通 常 のNTSC

方式 で伝 送 す る方 法 も あ り,自 主 放 送 の項 で触 れ た と ころ で ある。

3.通 話 形 サ ー ビ ス

対 話 形(interactive)サ ー ビス と も呼 ば れ て い る。 しか し,現 時 点 では 実

験 ない し提 唱 され て い る段 階 で,実 用化 の 例 は 少 な い。 以 下,事 例 を 中心 に通

信 形 サ ー ビス を紹 介 す る。

(1)オ ピ ニオ ン ・ポ ー リング

オハ イ オ 州 コ ロ ンバ ス のQubeシ ス テ ム(ワ ー ナ ・アメ ソクス 社)で 視 聴 者

参 加 番 組 の 形 式 で 行 われ て い るの が 有名 。 司会 老 の 呼 び 掛 け に 応 え て,視 聴

者 が 端 末 器 の ボ タ ン を押 す と セ ン タ ーの コ ン ピ ュ ータが 集 計 し,そ の 結 果 を

画 面 に映 した り,視 聴 者 の要 望 に応 え て 演 奏 者 が 曲 目を選 定 した りす る とい

っ た内 容。 とか く放 送 に は 一 方 向性 の機 能 しか もた な い と言 わ れ てい る の に
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■ 対 して,放 送 に フ ィ ー ドバ ンク機 能 を付 加 し得 る 点 が興 味深 い。

② 防 犯 防 災

家屋 や事 務 所 に 設 置 され た 各 種 セ ンサ ーの 接 点 の 開/閉 を検 知 して ホ ーム

端 末 か ら送 出 され る 「上 り」信号 をセンター で受 信 し,信 号 発 生 の 場所 と緊急

情 報 の 内容 を識 別 して,必 要 な警 察,消 防 等 に通 報 す る シ ス テム。 アメ リカ

で の 実 施例 は数10件 ある。 アメ リカ の防 犯 防 災(security)の 考 え 方 は わ

が 国 の警 備 保 障 会 社 の シ ス テ ム とは異 って お り,緊 急情 報 を転 送 す るだ け の

もの が 多 い 。

(3)ビ デ オ テ ック ス

ビデ オ テ ックス は 加 入 者が 端 末 を操 作 して遠 隔 の デ ー タ ベ ース に ア クセ ス

し所 望 の情 報 を取 り出 して利 用 す るサ ー ビス と言 うこ とが で き,CATVを 利

用 した ビテオ テ ソク ス で は加 入 者 とデ ー タベ ース 間 の 伝 送 路 を提供 す る形 と

な る。 デ ータ ベ ー スがCATVの 業 務 区域 内 に あ る こ とは まず 期 待 で き ない か

ら,CATVの ヘ ッ ドエ ン ドとデ ー タベ ース 間 は 公 衆 回線(パ ケ ッ ト網)を 利

用 す る こ と に な る。 大規 模 なCATVで は 地 域 に関 す る デ ー タベ ー ス を持 つ こ

と も可 能 と な ろ う。 分散 型 デ ータベ ースの 傾 向 か らすれ ば,CATVの ヘ ッ ド

エ ン ドは い くつ か の デ ー タベ ー ス と接続 され るこ と とな ろ う。

(4)デ ータ伝 送

アメ リカ では ニ ュ ー ヨー クの マ ンハ ッタ ン ケ ー ブル ビ ジ ョンが 高 速 デ ー タ

回線 提供 業務 を 開始 した の に始 ま り,今 日では 大 都 市圏 の フ ラ ンチ ャイ ズ で

はInstitutionalLoopと 呼ばれ る チ ータ ・画 像 通 信 回 線 の 設置 を義 務 づけ て

い る例 が 多 い 。

さ らに,CoxCableCommunications社 が開発 したIndaxシ ス テムが,C

SMA/CD方 式 とポ ー リング方 式 を サ ポ ー トす る双 方 向 デ ータ通 信 シス テ ム

で あ る こ とか ら,CATV伝 送路 を市 内電 話 回線 網 の部 分 的 機 能 を代 替 し うる

もの と考 え,CATV施 設 とCATV施 設 問 を長 距 離 通 信 会 社(MCI社)が 結

ん で チ ー タ,音 声 通 話 を 行 な う計 画 が示 され て い る。 デ ー タ伝 送 速 度 はT－
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1回 線 級 の1,544Mbと して い る。

こ う した試 み に対 して,CATV業 界,電 話 会社 共 に警 戒 感 を 強 め て い る と

い わ れ,電 話 会 社 か ら司 法 省 に 提 訴 され,目 下 係 争 中 と伝 え られ て い る。
`

む す び

有線 都 市構 想 論 が テ レ ビ放 送 の 多 様 化 の 観 点 か ら,BCNの 未 来 論 が 広 帯 域

通 信網 の将 来 形 の 観 点 よbCATVの 将 来 像 を描 いて か ら約25年 が経 過 した今 日,

よ うや く,書 か れ た 内 容 が 現 実 の もの とな ろ う と してい る。 現 実 態(エ ネ ル ゲ

イ ア)の 中 で予 定 され た 可能 態(デ ュ ミナ ス)が 如 何 な る過 程 で,如 何 な る形

で実 現 され て ゆ くか は 不 確 実 の世 界 の 中 に ある といえ る。

今 日の ニ ュ ーメ デ ィ ア状 況 の 中 で は 大 きな エ ネル ギ ーが 事態 を大 き く転 換 し

よ うと して い る と思 われ る。 通 信 サ ー ビス に対 す る人 々の潜 在 需 要 は 不 確 か で

移 り気 で ある。 こ うした 中 で,今 後CATVが どの よ うなサ ー ビス を提供 しビ ジ

ネ ス と して 開花 させ て ゆ くか は,単 に技術 的 可 能性 を検 討 す るば か りで な く,

社 会,経 済,制 度 を含 む広 い視 野 か らス テ ップ ・バ イ ・ス テ ップで 前 進 す る こ

と に な る もの と考 え られ る。

公正 競 争(FairCompetition)概 念 が 発 達 した アメ リカ社 会 に は ・そ れ を

支 え る固 有 の 社 会 思 想,制 度 が 整 って い る もの とい え,わ が 国 の風 土 とは 趣 き

・・が異 って い る こ とを わ れ わ れ は片 時 も忘 れ て は な らな い と思 われ る。
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◆ C.デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス 業 か ら の ニ ュ ー メ デ ィ ア へ の 期 待

● ニ ュ ー メ デ ィ ア に よ る 情 報 提 供 の 検 討 は あ ち こ ち で 進 め られ て い る が,特 に

情 報 を 中 心 に ビ ジ ネ ス を展 開 し て い る 金 融 機 関 が 最 も熱 心 で あ る。 勿 論,デ ー

タ ベ ー ス を顧 客 に お 届 け す る デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス 業 もサ ブ シ ス テ ム と し て

の ニ ュ ー メ デ ィ ア ・ネ ッ ト ワ ー ク,ニ ュ ー メ デ ィ ア端 末 の 登 場 を 大 い に 期 待 し

て い る わ け で あ る 。

ニ ュ ー メ デ ィア ・タ ン ポ ポ 論 が あ る そ うで,ニ ュ ー メ デ ィ ア の 種 子 は ふ わ ふ

わ と飛 び か っ て い る も の の,そ の 中 で ど の 種 子 が 着 地 して き れ い な 花 を 咲 か せ

る か,専 門 家 に も分 ら な い と い う こ と ら しい 。

しか し,ニ ュ ー メ デ ィ ア と はNewElectronicMediatoCommunicationの

略 で あ ろ う し,本 質 は 通 信 そ の もの で あ ろ う。 オ ー ル ド ・メ デ ィ ア で あ る 新 聞,

ラ ジオ,テ レ ビ,電 話 な どの マ ス ・メ デ ィア,パ ー ソ ナ ル ・メ デ ィ ア を 補 完 す

る メ デ ィ ア で あ るo

ニ ュ ー メ デ ィ ア の 定 義 と して"通 信 技 術 と コ ン ピ ュ ー タ 技 術 を 融 合 した 技 術"

と い うの も あ る が,こ こ で は 利 用 者 の 眼 か らみ て"情 報 を 入 手 す る 新 しい メ

デ ィ ア 端 末"と 定 義 し,そ れ に 関 連 す る 通 信 手 段 も そ の 定 義 に 含 め る こ と と す

る 。 ビ デ オ テ ック ス,CATVは 勿 論 の こ と で あ る が,パ ソ コ ン 端 末 や 通 信 衛 星,

光 フ ァ イ バ ー も含 め る こ と と した 。

、

通 信 衛 星 へ の期 待

通 信 衛 星,放 送 衛 星 が我 国 で も実 用 の 時代 を迎 え た。 放 送 衛 星 が 本格 実 用 化

され る と,高 品 位 テ レ ビ も登 場 す る と期 待 され る。 タ テ4,ヨ コ5の 画 面 に 高

解 像 度 情 報 が伝 え られ る と なれ ば,大 画 面TVの 普 及 も充 分 考 え られ る。

アメ リカ の オ ー プン ・ス カ イ ・ポ リシー も,や が て我 国 に導 入 され よ う。 本

年4月 か ら郵 政 省 は衛 星 通 信 政 策 研 究 会 を設 け る とい われ る が,我 国 で もい ず

れ民 間 に よ る通 信 衛 星 も登 場 す るか も知 れ ない。 しか し,そ の 投 資 額 の莫 大 さ
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か ら,せ いぜ い 中継 器(ト ラ ンス ポ ンダ)を 借 用 す る こ とで 精 一杯 か も知 れ な

し(o

通 信 衛 星 の 特 徴 は 同報 通 信 で あ るが,デ ータベ ー ス ・サ ー ビス業 は この 同報

サ ー ビス に最 も適 した サ ー ビス とい え よ う。距 離 を超 越 した,情 報 格 差 の な い

社 会 の実 現 の た め に も,デ 一夕 ベ ・一ス の伝 送 に通 信 衛 星 が 活 用 され る こ とは充

分 に期 待 きれ る。

企 業 に あ って も,コ ン ピ ュー タ の活 用 が 業務 の効 率 化 か ら営 業 の 効 率 化 に向

っ て お り企業 内 で の 情 報 サ ー ビスが 必 須 とな りつ つ あ る。 したが っ て,本 社 か

ら各 営業 所へ 向 け ての 一斉 同報 シ ス テ ム も必要 で あ り,通 信 衛 星 の 利 用 も一 部

の 企 業 で検 討 され て い る。

ア メ リカ のSBSの 最 新 情 報 に よれ ば,企 業 ネ ッ トワ ー ク ・サ ー ビス と して

顧 客27社,国 内 長 距 離 電 話 サ ー ビス が企 業 向け20都 市,一 般 向 け19都 市 の需 要

が ある とい う。 ま た,コ ムサ ッ ト経 由 での 国際 通 信 も可能 に な った とい わ れ て

い るo

デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス業 か らみ れ ば,安 い ネ ッ トワ ー ク ・サ ー ビス と して

の通 信 衛 星 は 大 い に歓 迎 す る と ころで あ る。

陸 上 回線 の バ ンク ア ップ と して の 衛 星 回線 利 用 につ い ては,情 報 サ ー ビス の

プライ オ リテ ィが ど うか とい うこ と にな ろ う。

亀

光 ファイバ ー加入局線 への期待
'

光 フ ァイ バ ー ケ ー ブル を家 庭 な り企業 な りに 引込 ま れ る とい うこ とは,デ ー

タベ ー ス ・サ ー ビス 業 か らみ れ ば,広 帯域 伝 送 路 が あ る こ とで あ り,情 報 を 送

り込 む パ イ プが 出来 た こ とで ある。

した が って,単 な る静 止 画 情報,文 字 情 報 だ け で な く動 画 デ ー タベ ー ス を送

る こ とが で き る こ とを 意 味 して い る 。静 止 画 情 報 と動 画 情 報 の組 合 せ で顧 客 の

希 望 す る情 報 を入 手 す る こ とが で きる 。会 社 案 内 情報 で も文 字 情報 で収 支 状 況

な り,組 織 な りが 表示 され,動 画 情 報 で工 場 紹 介 を み せ る とい うこ と も考 え ら
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■ れ るo

光 フ ァイ バ ーケ ー ブル が 幹 線 の 伝 送路 に導 入 され る ことは 充 分 予測 され るが,

加入 者線 路 とな る と経 済 性 が 疑 問 視 され てい る。

しか し,加 入 者 ケーブル と して この 利 用 が経 済 的 に も可能 とな れ ば,動 画 情 報,

静 止 画 情 報,音 声 情 報,コ ン ピ ュータ 情報 な どの あ らゆ る情報 が光 ファイバ ー ケ

ー ブル を通 して 送 られ る こ とに な る
。

問 題 は 安 価 な端 末 が 登 場 す るか ど うか で あろ う。 広 帯 域 伝 送 路 を 有効 に使 い

こなせ る複 合 機 能 端 末 が安 価 に実現 され るか に か か って い る。

VANへ の期待

VANを ニ ュー メ デ ィア に含 め る か ど うか 議論 の あ る と ころ で あるが,新 し

い 通 信 手 段 と い うこ とで 含 め る こ ととす る。

中小 企 業VANか ら,大 規 模VANな り大 企 業VANへ と発 展 して い くな か

で,デ ータ ベ ー ス ・サ ー ビ ス業 はVAN業 者 と組 ん で,VAN加 入 を セ ール ス

・ポ イ ン トに して い く考 え 方 が あ る
。 す な わ ち,あ るVANに 加 入 す れ ば"特

別 の デ ータベ ース ・サ ー ビス が うけ られ る"と い うセ ール ス ・トーク で あ る。

ある い は,デ ー タ ベ ー ス の あ る コ ン ピ ュ ータ に 対 して,手 順,プ ロ トコル な

どが異 な って も手 持 ちの 端 末 をVAN機 能 に よって 接 続 され る とい う こ とは 加

入 者 に と って も よろ こば れ る。

電 気通 信 事 業 法 の 行 方 は と もか くと して,中 小 企 業VAN業 者 は す でに10数

社 で存 在 して い る。 これ らVANを 利 用 してい る シ ス テム の殆 ん どが,集 配 信,

メ ール ボ ック ス的 利 用 で,し か も規 模 が 小 さい。 しか し,今 後 登 場 して くる大

規 模VANな り,大 企 業 向 けVANで は,流 通 ・金融 ・物 流 な どに 特 化 したV

ANと して登 場 して こ よ う し,付 加 価 値 の位 置 づ け も,単 な る属 性 の変 換 機 能

よ り もVANに 加 入 す る こ とで 得 られ る ニ ュー ・ビ ジネ ス ・チ ャ ンス に付 加 価

値 を求 め る よ うに な ろ う。 す なわ ち,VANに 加 入 す る こ とで,各 種 の デ ータ

ベ ース に ア クセ ス で き る とか,他 社 の コン ピュ ータ と相互 接 続 され る こ とで 新
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商 品 を 誕 生 させ る とか が セ ー ル ス ・トーク に な る。

この意 味 か ら も,デ ータ ベ ー ス ・サ ー ビス業 か らみ て,VANの 登 場 は 大 い

に期 待 す る と ころ で あ り,VANの 中 に デ ー タベ ース ・ガ イ ダ ンス機 能 を もっ

て くれ ば さ らに そ の効 用 は増 す とい え よ う。

例 と して,野 村 コン ピ ュ ー タ ・シ ス テム のVANに は,AFLAC社 が 加 入 す

る こ とに な ってい るが,AFLAC社 は このVANを あた か も 自社 の シス テム の

如 く利 用可 能 で あ る と同時 に,AFLAC社 の端 末 か ら同 じVANに 接続 され て

い る野 村 讃 券 の もつ 金 融 デ ータ ベ ー ス に接 続 可能 とな る。 野 村 讃 券 か らみ れ ば,

VANを 契 機 と してAFLAC社 との 商 機 が 生 じた と もい え る し,AFLAC社 か

らみれ ば,金 融 情 報 の 入手 が 容 易 に な り財 務運 用上 の情 報 が ふ えた こ とに な る。

文 字 多 重 放 送 へ の期 待

テ レ ビ画面 に動 画 情 報 の 他 に文 字 情 報 を付 加 し よ う とす る もの で ある が,ろ

うあ者 向 け の情 報 サ ー ビス と して期 待 され て い る。

デ ータ ベ ー ス ・サ ー ビス業 と して も,テ ィ ッカ ー情 報(流 し っぱ な し)で 株

価 情 報 とか,緊 急 警 報 放 送 が考 え られ る。 ま た,動 画 情 報 に 対 しての 解 説 情 報,

天 気 予 報 等 の情 報 に対 して の 風 景 との 組 合 せ な ど も考 え られ る。

パ ソコ ン端 末 への期 待

金 融機 関 で の オ ンラ イ ン情 報 サ ー ビスは,す でに 数 多 くの パ ソ コ ン端 末 に対

して提 供 され て い る。 例 え ば,野 村 讃 券 で は社 内200,金 融法 人 ・事業 法 人 な

ど社外700,海 外 拠 点 ・海 外 顧 客 含 め て約100,合 計1,000台 の パ ソ コ ン端 末

に 対 して デ ータベ ー ス ・サ ー ビス を提供 して い る。 野 村 誼 券 では 約20種 類 の パ

ソ コ ンを デ ータ ベ ース 検 索 用 端 末 化 させ てお り,通 信 ユ ー テ ィ リテ ィ ・ソ フ ト,

グ ラ フ ィ ック ・ソフ トな ど を 開発 ず み で あ る。

デ ータベ ー ス ・サ ー ビス の 普 及 の た め には 端 末 を極 力安 くす る 必要 が ある。

そ の た め に も多 目的 に利 用 で き る パ ソ コ ンを端 末 化 す る こ とが 有効 で あ る。
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現 在 金 融 関連 の 情 報 に限 定 して の デ ータ ベ ー ス ・サ ー ビス を 受 け たい とす る

顧 客 に つ い て いえ ぱ100万 円 ～150万 円 の パ ソ コ ンを毎 月8万 円 ～10万 円 の 費.

用 で使 用 して い た だい て い るが,顧 客 層 が 拡大 す る に つれ て さ らに安 い パ ソ コ

ン端 末 の登 場 が期 待 され て い る。 安 い パ ソ コン端 末 は 当然 サ ー ビス 品質 が 落 ち

る こ とに な るが,顧 客 層 の 拡大 に比 例 して安 い パ ソ コ ン,品 質 の 落 ち る画 面 情

報 とい う組 合 せ が で て こ よ うo

野村讃券 が提供 している主要 市況 情報は次の通 りである。

〔主要 市況情報 〕

(デ イ リー)

<海 外>SM101

MKFN

MKF

FMO20

FMN2

EK101

EK200

<為 替>MKENA

MKENP

MKTY

MKED

MKED2

<公 社 債>MKD

BRT

MKBQ

MKGl

MKG2

MKG3

MKBNA

MKBNP

CB100

<株 式>SM107

SM109

SM111

(週 間 情 報)

FMN3

FMN4

FMN5

FMN6

EK102

MKMNW

MKBNW

SMlO3

SM105

SM113

海 外 株式 ニ ュース

海外市況 ニ ュース

海外市況動向

国際金融デ イ リー レポー ト(1)

国 際 金融 デイ リー レポ ー ト(2)

金 ・市場 ニ ュース

金 ・価格 市況動 向

為替 市況 ニ ュース(午 前)

為 替市況 ニ ュー ス(午 後)

東 京為替動 向(ド ル)

為 替市況動 向

対顧客為替相場表(TTS・TTB)

国 内 短期 市場動 向

主要銘柄 レー ト表

国内債市況動向

国債大 口取引動 向

上場 国債相場 表

国債店頭 気配表

債券 市況 ニ ュー ス(午 前)

債券 市況 ニ ュース(午 後)

転 換社債市況 ニ ュース

株式国内 ニ ュース(前 場)

株 式国内 ニ ュース(後 場)

ダ ウ平均 を動 か した銘柄

国際金融 ウィー ク リー レポー ト

・米 国債券市場

・西独債券市場

・スイス債券 市場

・ユー ロ ・ドノレ{責市場

金 ・市場週 間動 向

短期 市場週 間動 向

債券 市場週 間動 向

信 用取引全体 ニ ュース

信 用取 引個別 ニ ュース

今週 の紹介銘柄

9:00

9:00

9:00

9:30

10:30

10:00

11:-OO

11:30

16:30

9:00よ り 順 次

10:20,14:20

13:00

9:30

8:00

10:00,11:30,14:00,15:00

9:30よ り 順 次

17:00

17:00

10:30

16:30

16:30

11:45

15:45

9:00'

木 曜 日13・:00～

月 曜 日11:00～

月 曜 日9:00～

月 曜 日9:00～

水 曜 日13:00～

木 曜 日13:00～

水 曜 日11:00～
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フ ァク シ ミ リへ の 期 待

我 国 の フ ァク シ ミ リ端末 は す で に数10万 台 に な う と して い る。 単 に紙 に描 い

た情 報 を伝 送 す る,所 謂 メ ッセ ー ジ通 信 の た め に 用 い られ るの で は な く,デ ー

タベ ース 用 コ ン ピュ ータ か らの 出 力端 末 と して フ ァクシ ミ リが 用い られ よ うと

して い るo

金 融機 関 では デ ー タベ ース 用端 末 と しての フ ァ ク シ ミ リ端 末 の活 用 を す で に

実 施 してい る。 各 地 方 の営 業 店 か ら顧 客 の もつ フ ァクシ ミ リ端 末 へ 入 手 に よ っ

て情報 を伝 送 して い る。 顧 客 数 の 増 大 に よ り,入 手 の数 字 は大 変 な数 字 とな り

端 末 の 同報 機 能,ネ ソ トワー クの 同報 機 能 を如 何 に増 加 させ て も,如 何 に活 用

して も限 界 が あ る。

した が って,電 電 公社 が 今 年 中 にサ ー ビス 開始 させ る,フ ァ クシ ミ リと コ ン

ピ ュ ータ を 直結 させ る サ ー ビス は デ ータ ベ ー ス ・サ ー ビス業 か らみ て 大 い に期

待 され る と ころ で あ るo

フ ァク シ ミ リ端 末 と して,MF-1,MF－ 皿,G－ 皿,G－ 皿,G-IVな

どが ある が,全 てが デ ータベ ー ス ・サ ー ビス 端 末 とな る わ け で あ るoコ ン ピ ュ

ータ か らは定 時 に ,一 定 の 情 報 をお 届 け す るサ ー ビス と,顧 客 の リクエ ス トに

応 え て希 望 の 情 報 を お届 けす るサ ー ビスか ら成立 って い る 。

この よ うに 考 え て くる と データ ベ ー ス ・サ ー ビス業 か らみ て,フ ァク シ ミ リ

は 大 いに 有効 な武 器 とな る。

非 常 に単 純 な例 と して,電 話 サ ー ビスの 天 気予 報 や ニ ュー ス を端 末 を電 話 機

か ら7ァ ク シ ミ リに変 え たサ ー ビス も考 え られ る。

例 え ば,端 末 か らプ ロ野 球 ニ ュー ス を希 望 す れ ば,情 報 提供 側 では プ ロ野球

ニ ュース が 書 か れ た紙 を 同 じもの で あ るが 何 故 か 用意 して お け ば よい 。 そ れ が

リク エ ス トに応 じて1枚 ず つ送 信 機 に かか れ ば よい 。 提供 側 は コ ン ピ ュ ータ を

必 要 と す るわ け で ない 極 め て簡 単 な サ ー ビス で あ る。

テ レ フ ォ ンサ ー ビス の フ ァクシ ミ リ版 で あ る。 会 員 制 と して契 約 者 に 対 して

一 定 の時 刻 に ,一 定 の 情 報 を 流 す こ と も考 え られ る。
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ビデ オ テ ッ クス へ の期 待

テ レ ビ端 末 を放 送 電 報 の み で な く,電 話 ネ ッ トワ ーク を経 由 して主 と して文

字 情 報 を コ ン ピ ュ ータ か ら と り出 し表示 させ る サ ー ビス で ある が,音 声 が な い

こ と,応 答 時 間が 遅 い こ と,な どか ら必 ず しもホ ー ム'ユ ース とは い え な い。

ビ ジネ ス ・ユ ー ス が メ イ ン とい われ てい る。

電 電 公社 の キ ャプテン ・サー ビスが本 年 秋 か ら商 用 サ ー ビス と して 開 始 され る。

ビデ オ テ ック ス に つ い て は,電 電 公社 の キ ャ プテ ン ・サ ー ビス の 他 に プ ライ

ベ ー ト ・ビテ オ テ ソク ス ・サ ー ビスの 検 討 も進 め られ て い る。

例 え ば野 村 讃 券 で は 昨 年11月 か ら,全 国5ケ 店 に端 末 を 設 置 し,情 報 サ ー ビ

ス を店 頭 に 提供 して きてい る。 これ は 実験 サ ー ビス で あ り,ひ きつ づ き三井 グ

ル ー プ もサ ー ビス に 入 ろ う と して い るo

以 下 に野 村讃 券 の サ ー ビス概 要 を紹 介 す るo

テ リ ドンを使 った

「野 村の ビルボー ドサー ビス」開始

野村讃券株式会社

野村 謹券 はかねて よ り,三 井物産 と共 同で,ビ デオ テ ックス利 用による情報提供サー

ビスの検討 をすすめ てき ましたが,こ のほどカナダで開発 された新 しい双方向画像通信

シス テム 「テ リ ドン」 を使 った 「野村 の ビルボー ドサー ビス」を,11月14日 よ り主要5

都 市の営業店店頭 で実験 に入 ることにな りました。

当面実験期間 は来年4月 中旬 までの5カ 月間を予定 してい ますが,ま ず1カ 月間,フ

ェーズ1と して野村 護券 の 自由金利商 品であ る 「中期国債 ファン ド」 を始 め とす る金 融

商品情報や株式貯蓄 ・野村 グループ紹介 を中心 に ワンウ ェイの映像 サービスを行 ない ま

す。

次 に,フ ェーズ丑(12月 中 旬以降)で は,一 般 ニ ュースや スポーツニ ュース,生 活情報,

地域 情報,株 式 ・債券 などの市況情報などを提 供する予定 で,さ らに双方向機能 を生 か

した多種実験を付加 して行 く方針です。

テ リドンは,す でに北米 で商用化 されてい るビデオテ ックスの一つで,イ ギ リスのプ

レステル,日 本 のキ ャプテ ンな どとともにニ ュー メデ ィアの最先端 と見 られてお り,コ

ン ピュータと端末 を電 話な どの回線でつなぎ,文 字 や画 像情 報を双 方向で通信 す るシス

テ ムで す。

野村諸券 はす でに都 内8営 業店(本 店,新 宿野村 ビル,渋 谷,蒲 田,丸 の内,銀 座,
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上野,池 袋西 口)で,日 本電信電 話公社が 開発 した同 じビデオテ ックスのキ ャプテンに

よ る 「野村 のキ ャプテ ンサー ビス」の テス トを行 な ってお り,こ の他 自社 ネ ットに よる

投 資情報 「CAPITAL」(パ ソ コン利 用)や 「野村 フ ァクシ ミリ情報 」(ミ ニ フ ァ

クス,G皿 フ ァクシ ミリ)な どニ ュー メデ ィアを使 った幅広 い情報 サ ービスを行 ってい

ます。

今回の 「野村 の ビルボ ー ドサー ビス」 は,野 村讃券の池袋 支店(池 袋駅 東 口),横 浜

駅西 口支店,名 古屋駅 前支店,京 都支店,梅 田支店(大 阪駅 前)の 最 も来 店客の多 い主

要5営 業店 でス ター トす るもの で,店 頭 に27イ ン チカラー テ レビ3台 を設 置 して行 い ま

す。

東京に ある三井 情報開発(全 額三井物産 出資)の ホス トコン ピュータ と各営業店 とを特

定回線 で結 び,野 村 グル ープの システム開発担 当であ る野村 コン ピュー タシス テム の協

力を得て,漢 字 や カナ文字情報 ・絵 や グラフなど高速 で鮮明 な画像 を提供 する ことにな

ります。

また,読 売新 聞社,日 本 テ レビ放送網 など読 売 グループの協力 を得て,一 般 ニ ュース,

ス ポーツ,シ ョヅピング,各 地域 毎の コ ミュニ テ ィ情報 などを追加 し,情 報内容を 一段

と充実 させ てい く予定 です。野 村讃券 に来店す る顧 客 との コ ミュニケ ーシ ョンを通 じ,

今 後の情報 サー ビスの充実 に資 したいと考 えて お ります。

註(ビ ル ボー ド=電 子掲示板)

電 電 公 社 で は,武 蔵 野 三 鷹 地 区 に てINS(InformationNetworkSystem)

の 実 験 を 開 始 し よ う と して い る が,こ の 実 験 で は デ ィ ジ タ ル ・キ ャ プ テ ン も 計

画 さ れ て い る。 こ の デ ィ ジ タ ル ・キ ャ プ テ ン で は 音 声 も付 加 さ れ,画 面 も よ り

、

鮮 明 で,応 答 時 間 も極 め て早 いo

しか し,デ ータ ベ ー ス ・サ ー ビス 業 か らみ れ ば ビデオ テ ソク ス に大 い に期 待

して い る わ け で ある が,顧 客 の層 を 家 庭 と考 え れ ば 情 報 と して極 め て広 範 囲 の

もの を準 備 す る必要 が あ り,結 局 情 報 毎 の 画 面 数 が 制 約 さ れ て くる 。 す な わ ち,

顧 客 か らみ れ ば 不満 足 とい うこ とに な る。

む しろ,ビ デオ テ ソクス を デ ータ ベ ー ス ・サ ー ビス の端 末 と して 利 用 し よ う

とす れば,専 門 情 報 に して,専 門 の 顧 客 に画 面数 を 数 多 く見 て い た だ くこ とが

望 ま しい 。 例 え ば,財 務 関 係 の 人 に は 金融 情 報 を何 画 面 も用意 す る こ とが 望 ま

し いo
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4 あ る いは ビル 内,会 社 内 の ク ロー ズ ド ・ユ ー ス が望 ま しい。 オ ン ラ イ ン情 報

サ ー ビス を考 え る時 に顧 客 のセ グ メ ン テ ー シ ョンが 必 要 で あるが,あ らゆ る層 の

顧 客 を対 象 と考 え れ ば情 報 の量 の メニ ューが 多 くな り,量 の 面 で不 充 分 に な る。

顧 客 の 情報 に対 す る ニー ズ 分析 を す れ ば す るほ ど,ビ テ オ テ ソク ス を ホ ー ム

ユ ース とす るた め に は,あ と10年 を必 要 と し よ う。

CATVへ の期 待

CATVと は 広 帯 域 伝 送路 を もつ デ ー タ通 信 シ ス テムで ある と定 義 す る人 が い

る。 確 か にCATVを 単 な る映 像 サ ー ビス と して捕 え ない で ・ コ ン ピ ュ ータ'サ

ー ビス の伝 送 路 サ ー ビス と して捕 え れ ば ,多 目的CATVと して 今 後 が 期 待 され

るo

デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス業 か らみ れ ば,動 画 デ ータベ ー ス ・サ ー ビス と して

CATVが 利 用 され る こ と も考 え られ るが,む しろ,CATVを 伝 送 路 と して 捕 え

て,ビ デ オ テ ックス の よ うに コン ピ ュ ータ情 報 を取 り出 した りす る こ との 方 が

一 般的 で あろ う。

VRSへ の期 待

武 蔵 野 三 鷹 で のINS実 験 で もサ ー ビ スが 予定 され てい るVRSで デー タ ベ

ース ・サ ー ビス業 と して の利 用 も考 え られ る。光 フ ァイバ ーケ ーブルを 利 用 す る

こ とに な る が,VTRの 普 及 とは 共 存 して い くこ とが考 え られ る。

音 声 メデ ィア

留 守 番 電話 サ ー ビス を活 用 して,音 声 メ デ ィア に よる情報 サ ー ビス も考 え ら

れ る。 情 報 サ ー ビスは すべ て即 時 サ ー ビ スで あ る必 要 がな く,待 時 サ ー ビスで

も充 分 な もの も あ る。

例 え ば,ア メ リカや ヨー ・ ッパの 最 新 の 情 報 を 国 際 回線 を通 して留 守 番 電 話

に 吹 き込 ん で,朝 に な った時 点 で,顧 客 が そ の 情報 を電 話 で聞 きに い く,誰 で
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o

も情 報 が 入 手 で きる の で な く,会 員 制 に して 会 員 の み が アダ プタ を聞 け る とい

う こ と も充 分 考 え られ る。

時報 や 天 気 予 報 あ るい は ニ ュー スが 電 話 で も聞 け る よ うに,ボ イ ス ・メ ール

・ボ ック ス を活 用 した デ ータベ ー ス ・サ ー ビス も充 分考 え られ る。

デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス業 と しては 生 の 音 声 で,臨 場 感 あふ れ るサ ー ビスが

可 能 とな ろ う。

⑨

ニ ュー メ デ ィア へ の期 待 の ま とめ

ニ ュ ー メ デ ィ アが さ わ がれ て い るが どの メ テ ィアが花 を 咲 か せ る か見 え な い。

しか し,ニ ュー メ デ ィアは あ くま で も既 存 の オ ール ドメデ ィア を補 完 す る も

の で あ り通 信 手 段 と端 末 の 多彩 化 で あ る。 した が って デ ー タベ ース ・サ ー ビ ス

の 提 供 側 か らみ れ ば オ ール ド ・メデ ィア もニ ュ ー ・メデ ィ ア もひ っ くるめ て 活

用 して い きた い 。

問 題 は情 報 そ の もの で あ るが,二 次情 報 に 加 工す る工 程 が 費 用 も人手 もかかる。

野 村 讃 券 で は あ る新 聞 の地 方 版 の見 出 しを 全 て集 め て,こ れ を フ ァク シ ミ リ

で 各営 業 店 に流 し,営 業活 動 に利 用 して い る。 社 内 利 用 に 限 定 され て い るた め

所 有 権 とか 著 作権 の話 は な い と思 わ れ るが 既 存 の 情 報 そ の もの を うま く利 用 し

てい る例 とい え よ うo

新 聞 の切 り抜 き屋 とい う商売 がす で に 存 在 して い るが 専 門 別 に整 理 し,し か

も早 く希 望 す る顧 客 に送 り届 け る サ ー ビス も,ニ ュー ビ ジネ ス とい え よ う。

地 域 社 会 で は,産 業 界 情 報 と地域 情 報 の 組 合 せが 要 望 され て い る。 これ に全

日本 的 情 報 が 加 え られ,フ ァク シ ミ リで もパ ソ コ ンで も ビ デオ テ ックス で もい

い か ら端 末へ 届 け られ る ことが 望 ま しい。

一 方 ,デ ータ ベ ー ス ・サ ー ビス の 中 で デ ータ ベ ース を 必 ず しも,東 京 の大 型

コ ン ピュ ータ に集 中 させ て お く必 要 は な い。 通 信 回線 を つ な い だ ま ま で 次 か ら

次へ と情 報 をみ るの で は通 信 回線 費 用 が どん どん か さみ,情 報 料 金 を上 ま わ る

こ とに もな りか ね な い 。
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2～3年 前 か らITSジ ャパ ン社 が 検 討 してい るPI.ANETで は,端 末 にメ モ

リを もち 中央 の コ ン ピ ュ ータ か ら必要 とす る デ ー タベ ー ス を 高速 で端 末 の メ モ

リに も ち こみ,端 末 で 必 要 の 度 に情 報 を 画 面 にデ ィス プ レイ させ る方 式 を採 用

してい る。 この方 式 で は 通 信 回線 費 用 を節 約 させ て い る こ とに な り,注 目され

始 め てい る。

情 報 オ ン ライ ンサ ー ビス は も と も と計 算 セ ンタ業 の"お ま け"的 サ ー ビス で

始 め られ た わ け で あ るが,い つ の ま に か"お ま け"が 本 物 に変 身 して"情 報"

そ の ものが 商 品 に な りつ つ あ る。

変 化 の激 しい社 会 を 生 き抜 くた め に各 企 業 と も,質 の 良 い 情 報 の 収集 に 必死

で あ る。 デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス の提供 側 と しては,単 に デ ー タベ ー ス を どん

な メ テ ィアに の せ るか の 努 力 だ け では な しに,顧 客 に デ ー タベ ー ス を見 た い と

い う気 持 に な っ てい た だ くこ と,そ して情 報 を入手 され た あ とでそ れ を どの よ

うに活 用 すれ ば,企 業 に と って 有 益 で あ る か とい う と ころ ま で の コ ンサ ル テ ー

シ ョンま で努 力 す る必 要 が あ る。

す なわ ち,情 報 が コ ン ピ ュー タ に入 り,複 数 の ネ ソ トワ ー ク を経 由 して ニ ュ

ーメ デ ィアで顧 客 に届 け られ た と して も,そ の情 報 を 生 か す も殺 す も結 局 人 材

で あ る とい う ことを 常 に考 え て い きた いo
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D.情 報 提 供 者(lP)か ら の ニ ュー ・メ デ ィ ア へ の 期 待

文 化 の時 刻 表

「十年 後 」 とい う興 味 深 い未 来 予 測 の書 を著 した 邦 光 史 郎氏 を代 表 とす る グ

ル ー プSTが,同 書 の な か で,「 この十 年 間 に な くな る もの 」 の ひ とつ に情 報

誌 を あ げ てい る。

私達 が 出版 してい る 「ぴ あ」 も情 報 誌 で あ る。 住 宅,就 職,若 者 向 け商 品 情

報,タ ウ ンガ イ ドな ど,情 報 誌 と名 ざ され てい る メ デ ィアは確 か に い ま花 盛 り

で あ り,そ の 扱 う内容,表 現 形 態 な ど も様 々であ る。 そ れ らの どれ が10年 後 に

な くな ってい る の で あ ろ うか。 首 都 圏 エ リアの 文 化 イ ベ ン ト情 報 を扱 う 「ぴ あ」

は,は た して ど うな ん で あ ろ うか 。

この私 達 の 存 続 に か か わ る危 惧 が',ニ ュ ーメ デ ィア に対 す る ア プ ローチ の 出

発 に な ってい る のは 事 実 で あ る。 実 験 開始 か らキ ャ プ テ ン ・シ ス テム に参 加 し

た の も,い ち 早 くコ ン ピ ュ ータ編 集 シ ス テムを 導 入 した の も,新 しい時 代 に対

す る 私達 の対 応,と い っ て い い。

い ま 現在,10年 後 に 「ぴ あ 」 とい う プ リン ト ・メ デ ィ アが な くな って い る か

?と 問 われ る な らば,答 え は 「ノ ー 」 で あ ろ う。 マ ガ ジ ン ・ス タ イル の媒 体

の,パ ラパ ラ め くって,自 分 の 目で見,大 脳 で検 索 す る とい うこの 簡便 さ,持

ち運 びの 容易 さは そ う簡 単 に は捨 て られ な いだ ろ う し,そ れ は そ れ で 大変 す ぐ

れ た 情報 検 索手 段 だ ろ う と思 え るか らだ。

この 間 の,私 達 な りの 判 断 は,少 な くと も 「ぴ あ」 は ニ ュー ・メ デ ィアに と

って か わ られ る もの で は な く,私 達 の情 報 収 集 ・パ ッケ ー ジ化 とい う作 業 は,

ニ ュ ー ・メ デ ィ アに よって 新 しい ビ ジネ ス ・チ ャ ンス を 得 る,と い う こ とで あ

るo

そ の あ た りを詳 述 す る前 に,こ の 報 告 書 を手 に さ れ る 方 に と っ て,も しか

して 「ぴ あ 」は お な じみ の な い メ デ ィアか も しれ ない の で,ま ず,ざ っ と私 達

の 情報 誌 「ぴ あ 」 を 簡 単 に紹 介 した い 。
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「ぴ あ」 は 映 画,演 劇,音 楽,美 術 とい う文 化 ジャ ンル の興 行 ・イ ベ ン ト ・

パ フ ォ ーマ ンスの 情 報 を 中心 に 隔週 刊 行 とい うスタ イル に ま と めて 提供 して い

る。 情 報 の カ バ ー ・エ リアは首 都 圏1都6県 で あ り,ジ ャ ンル に よって網 羅 率

は若 干 異 な るが,例 え ば映 画 で い え ば,東 京,神 奈 川,埼 玉 の 映 画 館 情 報 は

100%カ バ ー して お り,そ の 他 の エ リア もそれ に近 い 。 演 劇,音 楽,美 術 に つ

い て も各 専 門雑 誌 の 情 報 欄 よ り も私 達 の サ ー ビス ・エ リア に 関 す る限 り,高 い

カ バ ー率 を誇 って い るo

そ の ほ とん どの情 報 が,い つ,ど こ で,何 とい うイ ベ ン トが 行 なわ れ,そ の

出演(出 展)者 は,料 金は,問 い 合 わ せ 先 は,と い うベ ーシ ック な情 報 で構 成

され て お り,こ れ を称 して"文 化 の 時 刻 表"と い われ る由縁 で あ る。

同種 の 情 報誌 は世 界 の 主 要 都 市 で 出版 され て い る。 ア メ リカ はエ リアの新 聞

の 情 報 には 若 干 劣 るが,ニ ュ ー ヨー ク に競 合 誌 「CVE」 を吸 収 した 「NEW

YORK」(週 刊),ロ ン ドンに 「TIMEOUT」(週 刊),そ こか ら分 離

した 「CITYLIMIT」(同),パ リの 「PARISCOPE」(週 刊)が

代 表 株 で あ る。 そ の ほ とん どが私 達 と 同 じ頃(「 ぴ あ」 は72年7月 創 刊)に 産

声 を あ げ て い る。

情 報 の 量 で い え ぱ,「 ぴ あ」 は 創 刊 当 時 の26ペ ー ジか ら現 在 は200ペ ー ジ を

こえ,文 化 イ ベ ン トだ け も号 あ た り3000～4000の 情 報 を載 せ て い る。 これ

に 加 え て レコ ー ド情 報,ビ テオ 情報,TV・FMな ど もカ バ ー して い る。79年

にそ れ ま で の 月刊 か ら隔週 刊 に 変 え る と い うサ イ クル ・チ ェ ン ジで,情 報 の狂

い を な くす(興 行 情報 は 変 更,中 止 が ま ま あ るの で),正 確 性 の追 求 も行 な っ

て い る。 日本ABC協 会 に よる考 査 部 数 は83年 上 半 期 で460,486部 とな って

い るo・

チ ケ ッ トのみ ど りの窓 ロ

も うい ち どニ ュ ー ・メ デ ィア と 「ぴ あ 」 に つ い て の話 に も ど る。

79年12月,キ ャ プテ ン ・シ ス テム実験 に参 加 した 私 達 が ま ず考 え た こ と,そ
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れ は プ リン ト ・メ デ ィアで あ る 「ぴ あ 」の デ ィス プ レイ ・メ デ ィアへ の移 しか

えで あ った。

この 実験 は 映 画 館 情 報 の東 京 エ リア ・フル カ バ ー とい う と ころ ま で進 み,か

な りの ア クセ ス数 を モ ニ タ ー世 帯 か ら得 る こ とが で きた。 だが,こ こで ひ とつ

知 り得 た こ とは,デ ィス プ レイ ・メ デ ィアの 生 理 で あ る。 つ ま り,や は り利 用

す る側 と して は,デ ィス プ レイ画 面 上 で提 供 さ れ る情 報 は 蓄 積 され た デ ータ を

見 るの で な い 限 り,テ レ ビ と同 じ く リアル タ イ ム で 変 っ てい く現 実 との 同 時進

行 情 報 を 期待 して 見 て い る とい うこ とで あ る。 数 週 間 前 に 入 力 され た情 報 な ど,

実 に 精彩 を 欠 くの で あ る。

これ まで の プ リン ト ・メ デ ィアの世 界 で は,情 報 収 集,原 稿化,写 植 打 ち,

校 正,印 刷,流 通 とい うプ ロセ ス を必 要 と し,そ れ らの時 間の 必 要性 か らあ る

締 切 を設 定 せ ざ るを 得 な か った わ け で,そ の 時 間 の なか で,興 行 は水 モ ノ とい

わ れ る通 り,変 更,中 止 が 入 り,や む な く不正 確 な情 報 が 出 ま わ るの は さけ ら

れ なか ったo

なに より も正 確 な情 報 を,と い うこ とに な る と,こ の プ リン ト ・メ デ ィア に

つい て ま わ る 加 工 の 時 間 を 短 縮 す る こ とが,ま ず デ ィス プ レイ ・メ デ ィア の使

命 であ り,魅 力 で あ る。

私達 は まず と の た め に も コ ン ピ ュー タ に よ る雑 誌 編 集 シ ス テム を作 り,情 報

処 理 の電 算 化 を プ リン ト→ デ ィス プ レイ の 移 管 の武 器 と し よ うと した。 情 報 を

入手 した と き に す ぐ入 力 す る,変 更 が あ った と き も同 じ。 ラ ンダ ム 入 力 に よる

情 報 処理 は,雑 誌 の締 切 と無 関係 に行 な わ れ る。 つ ま り雑 誌 用の原 稿 書 き では

な く,情 報 入 手 の段 階 で デ ータ ベ ース 作 りをす る,と い うわ け で,そ の アウ ト

プ ッ トは プ リン ト も含 め た メ デ ィアの特 性 に あ わせ て 行 な われ る こと を理 想 形

と考 え て い るの で あ る。

も う一 方 で,私 達 は 「チ ケ ッ トぴ あ」 とい う新 事業 を との4月 か ら始 め よ う

と してい る。 これ は コ ン ピュ ータ と電 話 回 線 を使 った イ ベ ン ト ・チ ケ ッ トの

"み ど りの 窓 口"と で もい る シ ス テム で あ る。
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' 作 られ る シ ス テ ム は,ホ ス ト ・コン ピ ュータ と電 話 セ ンタ ー,そ して 首 都 圏

約100か 所 に設置 され る ぴ あ ス ポ ッ トvak－か れ る端 末 か らな って い る。 利 用 の

仕 方 は,電 話 で 電 話 セ ンタ ーに 希望 のチ ケ ッ トの 前 売 予 約 を し,そ の チ ケ ソ ト

は 代 金 とひ きか え に ス ポ ソ ト端末 か ら発 券 させ てそ れ を受 け とる とい う方法 。

ス ポ ッ トに行 くか わ り に郵 送 で受 け と る こと も可 能 で あ る。 電 話 セ ンタ ーの オ

ペ レータ は それ ぞ れ に ホ ス ト ・コ ン ピ ュータ とつ なが る端 末 で希 望 す るチ ケ ッ

トの情 報 を ひ きだ し,お 客 の希 望 す るチ ケ ッ トの 種 類,空 席 を探 しだ す こ とが

で きるo

これ に よ ってチ ケ ッ トは一 元 管 理が で き,現 状 の プ レ イ ガイ ド ・シ ス テム に

よる不 備 も是 正 さ れ る とい うわけ で あ る。 この シ ス テム の 導 入 に あわ せ て 私 達

は 自社 カ ー ドの発 行 も考 え て お り,そ れ に よ り代 金 決 済 も可 能 に な る。

で は,な ぜ こん な こ とを私 達 は考 え たの かo

まず チ ケ ッ ト流通 の 不 便 さに対 す る不 満 が 私 達 の なか に も,そ して 私達 の読

者 の なか に も相 当 あ る こ とが わ か った こ とが,発 想 の原 点 。 そ れ で考 え た こ と

は,本 来 チ ケ ッ トとい うの も信 用情 報 で あ り,チ ケ ッ ト流通 は い って み れ ば 情

報 流 通 の 世 界 で は な い か,と い う こと。 こ こが単 な る商 品 流 通 をハ イ ・テ クノ

ロ ジ ーの シ ス テ ム に の せ よ う とい う発 想 とちが う とこ ろで あ ろ う と思 う。

さ て,世 は ま さに フ ィーバ ー とま でい われ る ニ ュー ・メ デ ィア ブー ム で あ る。

CATV,衛 星 放 送,文 字 多重 放 送,キ ャプテ ン ・システム … …。 様 々な 回線 と コ

ン ピ ュータ を結 ん だ サ ー ビス も ニ ュー ・メ デ ィア とい え る だ ろ う。 私達 は これ

らメ デ ィア に新 しい事 業機 会 をみ よ うと して い る。 今 後 重 要 な ことは,そ れぞ

れ の メ テ ィアの 特 性 を い か につ か み,そ れ に 合 った サ ー ビス の 提 供 が で き るか,

とい う こ とだ ろ うo

ま ず手 は じめ は,一 方 向 の情 報 提 供 だ ろ う。雑 誌 をペ ラペ ラ め くってみ え る

よ うに リアル タ イ ム の 情 報 提供 が 行 な え る メ デ ィア は何 か?そ の場 合 の 収 支

の 張 じ りは ど うや って あ わ せ れ るの か?次 に蓄 積 され た情 報 デ ータベ ー ス か

ら利 用 者 ニ ー ズ に合 った 情 報 を と りだ せ る,そ の た め の メ デ ィアは何 か?
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さ らに進 ん で 双 方 向性 を も っ と追 求 して,単 な る情報 検 索 だ け で な い 使 い 方

が で きな いか 。 例 え ば私 達 の チ ケ ッ トぴ あの シ ス テ ム と,イ ベ ン ト情 報 の検 索

シ ス テム の ド ッキ ング は な い か 。 つ ま り行 き たい イベ ン トの 情 報 を探 しだ し,

チ ケ ッ トの リザ ベ ーシ ョン が で き,し か も代 金 の 決 済 ま で で き る"行 為 連 動

型"と で もいえ る情 報 検 索 の シ ス テ ムは 作れ ない か。 作 れ る と した ら どの メ デ

ィアが適 当か?あ る い は どの メ デ ィア と どの メ デ ィアの 組 み合 わせ で そ れ は

可能 に な る のか?

い ず れ に しろ私 達 は街 の イ ベ ン トを大切 に した い,と 考 え て い る。 街 に で る

こ と,イ ベ ン トに参 加 す る こ と,こ れ こそ が 重要 で あ り,そ れ を後 押 し し,活

性 化 させ る こ とが 使 命 だ と考 え てい る。 ニ ュー メ デ ィアは 人 々が 集 ま る イ ベ ン

トに,よ り多 くの人 が ア クセ ス で きるそ の一 助 に な った り,そ うい った 行動 の

ジ ャマ を して い る不 便 さ を と りのぞ く もの と して 使 わ れ れ ば い い な,と 考 え て

い る。そ れ が ま た,私 達 の ビ ジネ ス ・チ ャ ンス につ なが れ ば ね が って もな い こ

と だo

私 達 は エ レク トロ ニ クス ・コ ッテ ー ジの な か だけ です ごす 人 間 に だけ は な り

た くない,そ う考 え て い るの で あ る。
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III.資 料'

ニ ュー メデ ィア に おけ る画像 処 理 の

応 用 に関す る調査 研 究

印刷分野への応用を中心 として

本 資料 は当協会か らの委 託に より,(社)日 本 電子製版工業会が

とりまとめた レポ ー トの一・部であ る。
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A.画 像 処 理 関連 技 術 の現 状 と展望

1.総 論

近 来 急 速 な進 歩 を と げつ つ あ るニ ュー メデ ィア とそ の 関連 先 端技 術 が 印 刷 関

連 技 術,特 に製 版 技 術 に どの よ うに 応 用 し得 るか,そ の現 状 と展 望 に つ い て 述

べ るo

印刷 とニ ュ ー メデ ィア との 関連 に つ い て は,す で にい くつ か の 研 究 調 査 が お

こな われ,あ る程度 の 解 明 が な され て きて い る。 し か し,そ の 中心 問題 は当 然

な が ら,ニ ュ ー メデ ィア に よ り印刷 業 界 の 業務 が ど の よ うな影 響 を うけ るか,

また,印 刷 技術 とニ ュー メデ ィア技 術 の 関係 とい う立 場 に主 力 が お か れ,製 版

業 お よび 製 版 技 術 へ の検 討 は,そ の 一 部 と して と りあ つか わ れ て い るに す ぎ な

いo

しか し,ニ ュー メデ ィア とその先端技術 が印刷関連技術のなカ}で最 も相互 に

関係 しあ って い るのは製版技術 である こと,ま た 印刷 関連業に おいて我国の製

版業 が,先 進工業 国の うちで きわめて特種 な立場 と地位 にあ る実 情を重視す る

必要 があ る。

1.1技 術 革 新 と製 版 技 術 の関 係

印刷 関 連 技 術 の 進 歩 を 歴 史 的 にみ て も,新 ら しい 印 刷術 の 発 達 は,そ の 版 式

に よ って 先 導 され て来 てい る。 グ ー テ ンベル グの 活 版 印刷 の 発 明 も,活 版 即 ち,

活 字 の 鋳 造 が技 術 的 な主 力 で あ り,印 刷 方法 は葡 萄 絞 り機 を応 用 し た にす ぎ な

い。 平 版,凹 版,孔 版,等 も 同様 の経 過 を た ど って い る。

近 年 に か ぎ って み て も 印刷 か ら他産 業 へ の技 術 の 流 出の うち,カ ラ ーテ レ ビ

用 シ ャ ドウマ ス ク,機 器 の 精 密 腐蝕 加工,精 密 電 子 回路 基 板,精 密 測 定機 用パ

タ ー ン,多 色 自動 紡 績 機,光 セ ンサ ー機 器,等 主 要 な技 術 は製 版技 術 に そ の 原

形 が あ る。

ま た,他 産 業,特 に先 端技 術 の 印刷 へ の 流入 も,後 に くわ し く述 べ る カ ラ一
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・ス キ ャナ 技術 に代 表 され るよ うに ,製 版 技 術へ の 流 入,応 用 が 広 く深 い 関 係

に あ る。 さ らに 今後 の ニ ュー メデ ィ ア との 関 連 も,製 版 技 術 が最 も直 接 的 に 関

係 す る もの と予 想 され る。

1.2製 版技術の発展 の経 過

電子工学,通 信工学 と電子 製版 の相互 関連の歴史を さかのぼれば100年 を経

過す るが,本 報告 の 目的か ら実 用的意義を もつ過去20年 について述 べ ることと

す る。

20年 間の製版技 術の発展 は画像処理に おけ る電子 製版 技術 と文字情報 におけ

る電算写植技術 の二 つによ って代表 され る。

電子製版は,カ ラー テ レビ,カ ラー写真 とともに カ ラー印刷時代 を形成 した

基本で あ り,電 算写植 は文字 情報処理 の合理化へ の立役者 で あ った。

そしてその両者 とも,「 電子 」,「 電算 」とい うよ うに,コ ン ピュー ターの

発達 によって実用化 きれ発展 した。特 にその 間,ア ナ ログ処理か らデ ジ タル 処

理へ の進歩 は,製 版技術の中で のカ ラー ・スキ ャナ技術 の主導性 を決定づけた。

電子製版 と電算写植の発展は 当然,製 版技術 全体 の発展 を促す こととな り関

連技術 も急速な進歩を とげ たが,そ れ らの進 歩に も,メ カ トロニ クス技 術が大

いに利 用され,応 用 され た。

以下,各 論 において順 次その現状 と展望 について具体 的に説明す ることとす

るo

2.各 論

2.1文 字情 報処理

製版技術においては,文 字 も線画 の一種 として考 え得 る。 また実情 として,

文字を含 まず画像のみの印刷物は少ないので,製 版 には文字 が当 然含 まれ るもの

と して文 字 処 理 につ い て ふれ る が,本 報告 の 目的 か ら文 字 に つ い ては,そ の ア

ウ トライ ンの み とす る。
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現 在 ほとんどの実例は画像 処理 と文字 処理 は各別個に処理 され,最 終工程 で

一枚 の原板 に組み込 まれる工程 を とる ことが多い。 しか し,将 来 は入力は別 で

も出力 では両者は同一機械 で処理 す るよ うになる ことが予想 され る。

現在 で も,同 時 出力方式は,133線/イ ンチ以下の網点画像 と文字の組み合

せ の単色製版(新 聞)や,中 品位以下 の少量 印刷用製版に実 用化 されてい る。

多色 製版 で も文字処理量の少 ない仕事では写植文字をスキャン して画像 と同時 に

精密 な線画 として文字処理を する ことの出来 るカ ラー ・スキャナ機や トータル

・スキ ャナ機 が一部 で利用 されてい るo

しか し現在一般的には,文 字 処理は別の工程で処理す ることが 多いの と入 力

処理 には同一 に処理 出来 ない性 質 があるので,本 報告 では,文 字処理 は一応分

離 して論ず る。

2.1.1日 本 文 字 処 理 の 問 題 点

(1)我 国 の文 字 は 漢 字 とか な,ル ビ,ア ル ファベ ッ ト,算 用数 字 を 混 用 して 表

され るた め に,文 字 印刷 は複 雑 で,し か も漢字 とい う使 用字 種 数 の 多 い文 字

(JIS第1第2合 計 で6349文 字)を 用 い る為 に機 械 的 な 処 理 が 困難 で あ る。

した が って入 力 時 の能 率,コ ス ト,入 力 ス ビー ド等 の効 率 お よ び誤 字 誤植 や

校 正 等 に も多 くの問 題 が あ る。

ま た,出 力 お よ び 印刷 工 程 で も,漢 字 の 字画 が 複雑 な た め 線 画 と して 高 い

品 質 を要 求 され る。 さ らに先 進 工 業 国 が ほ とん ど アル フ ァ ベ ッ トや そ れ に 類

似 の文 字 で,字 数 も少 な い の に対 し,我 国の み 漢 字 によ って い るた め先 進 諸 国

で 開 発 され た文 字 用入 出 力機 が そ の ま ま利 用 さ れ難 く,特 に文 選植 字 の ソ フ

トに つい て は独 自の開 発 が 必 要 で あ る。

② 和 文 ワー ドプ ロセ ッサ の 出現 に よ り,文 字 処理 が多 少 便 利 に な っ た とは い

え,ま だ アル ファ ベ ッ ト諸 国 の タイ プ ライ ター の普 及 に は 遠 く及 ば な い。 し

た が って 原 稿 の大 部 分 は 筆記 で あ り,又 オ ペ レー タの タイ プ 方式 に対 す る習

熟 度 は 一 部 の 専 門 家 を の ぞ けば,一 般 的 アベ レージ と して は 大 差 が あ り,入
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力効 率 を 悪 くして い る。

(3)活 字 印刷 物 の もつ 品位 に は,単 な る読 み 易 さ とは 異 っ た 次 元 の価値 が あ る。

した が っ て活 字 を一 本 ず つ鋳 造,文 選,植 字 し,印 刷 す るとい う困難 さを の

り こえ て,文 学 書,名 刺,書 状,等 には 活 版 印刷 が根 強 い需 要 を もって い る。

ま た,活 版 印刷 に 準 ず る もの と して活 字 版 か ら清 刷 りを と り写 真 製 版 す る

文 字 印刷 も現 在実 用 され て い る。

こ の よ うな例 は 欧米 に もあ るが,漢 字 と活 字 の 組 み 合 せ の もつ ハ ー モ ニ ー に

は独 特 の もの が あ る よ うで,こ の 部分 に 関 して は,た ん な る経 済性 とか技 術 的

進 歩 な ど の 尺 度 で 評 価 した り,予 測 した りす る こ とは慎 む べ きで あ ろ う。

2.1.2入 力 装 置

上 記 の よ うに 日本 文 字 の もつ 複 雑 さを 克服 して 入 力効 率 を 良 くす るた め に,

い ろい ろの 努 力 が進 め られ て い る。

(1)マ ニ ュア ル ・ア クセ ス入 力

X活 字 の 文 選 や手 動 写 植 な ど オペ レー タが 文 字 を一 つ ず つ入 力 す る方 法 。

来 左 右 の手 を 同 時 に用 い一 方 の手 で文 字 の グル ープ を 指定 し,他 の 一 方 で

その 中の 一 文 字 を 指 定 し入 力 す る方 法,又 は 足 で 一文 字 を 指 定 す る方 法。

米 装 置 上 に 文 字 表 示 を 配 列 し,指 示 ペ ンで タ ッチ入 力 す る 方 法 。

(2)か な→ 漢 字 変 換 入 力

来 和 文 ワ ー ドプ ロセ ッサ の 発 達 によ り,最 も将 来 性 の あ る入 力方 法 とな る

と思 わ れ る。 ・

か な で 文 章 を入 力 し,あ らか じめ コ ン ピ ュー タに 記憶 させ た方 式 に よ り,

か な と漢 字 湿 り文 に再構 成 して 入 力す る。 現 状 で は(1)に くらべ て プ ロ フェ

ッシ ョナ ル レベ ル では最 も速 く,確 実 で文 字 種 数 も充 分 とは い え な い が,

事務 所 や 家 庭 で の ワー ドプ ロ セ ッサ が 普 及 す れ ば,製 版 にお い て も最 も一

般 的 な入 力 手 段 と な るで あ ろ う。

さ らに この 方 法 の長 所 は,入 力 して ハ ー ド・コ ピー と して 出 力す るだ け
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で は な く,フ ロ ッピー デ ィス クや 磁 気 テ ープ に記 録 し,保 存 し た り,再 出

力 して 校 正 した り,電 話 ケ ー ブル 程 度 の メデ ィア で電 送 す るこ と も出来 る。

それ ら の記 録 は 勿論 コ ン ピ ュー タ編 集 機 に か け て植 字 や 編 集 も 出来 る し,

フィル ム,プ リン ト(漢 プ リ)や 電 算写 植 機 に か け る こと に よ り,普 通 の

ワ ー プロ,ハ ー ド・コ ピー よ り もは るか に 高 品 位 の文 字 出 力 を行 う こと も

出来 る。 また,将 来 トー タル ・ス キ ャ ナ ・シ ス テム の一 部 と して 利 用 す る

こ と も可 能 で あ る ことは 容 易 に予 想 出来 る。

(3)其 他 の 入 力

来OCR(光 学 文 字認 識)

現 状 で は タイ プ ライ ター が普 及 した欧 米 で さえ実 用 に 問題 が あ る よ うで,

日本 文 字 で し か も筆 記 原 稿 の 多い 我 国 で は,と りあ えず は実 用 化 へ の道 は

遠 い もの と考 え る。

米 音 声 入 力

将 来 は 有 効 な手 段 とな る可能 性 もあ る が,実 用化 に は まだ 多 くの 問題 が

あ る。 む しろ コ ン ピュ ー タ翻訳 機 との連 動 や,入 力 し た記 録 の発 声機 と し

て の利 用 の方 が 早 く実 用 化 され る よ うに思 う。

2.1.3出 力装置

文字情報処理の 出力 装置 は入 力 され た文字 信号 を文字に構成 す る コン ピュー

タ処理 と,構 成 され た信号 に対応 して感光 フィル ムに文字 を露光す る装置が 必

要 とな る。(感 光 フィル ムへの露光 は将来,感 光 フィル ム以外 の方法 に変 るこ

ともあ りうる)

その他 に も補助装置 が種 々必要にな る,例 えば,入 力 とコン ピュー タ文字 処

理 と露光 出力 とを別地点,ま たは別時限 で行 うとすれば,記 憶 装置や発 受信装

置 とその ための信 号処理装置 も必要 なはずであ る。

以上 の ことが らは,文 字処理の うえ ですべて重要 な問題 ではあ るが,画 像処

理を主題 とす る本 報告 では,画 像処理 と文字 処理 の出力装置 での相違点 と問題
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点 に つい ての み 述べ る こ と と す る。

(1)画 素量 文 字 信号 か らの コ ン ピ ュー タ処 理 とそ の出 力 装 置 に は,画 像処 理

とは 異 な った能 力 が 要求 され る。

画 像処 理 の 場 合,カ ラー ・スキ ャナ機 で カ ラ ーフ ィル ム を 読 取 る場 合,走 査

線 の 密 度 は普 通40ミ ク ロ ン程 度 で あ り,倍 率 が大 き くな って も25ミ ク ロン以

下 で あ る こ とは 少 な い 。

文 字 処理 で は 例 え ば現 在 実 用 され て居 るCRT写 植 機 で も,走 査 ピ ッチ は

25～20ミ ク ロ ンが 必要 と され て い る。

即 ち同 じ1イ ンチ 平 方 に 必 要 な画 素数 は,CRTで は100万 ～156万 を 必

要 と し,カ ラー ・スキ ャナ で は普 通40万 程 度 とい う ことに な る。

そ の理 由 は,一 般 に文 字 の 方 が 画像 よ り,境 界線 や 形 状 に対 す る判 定 が き

び しい た め で あ る。(こ の 比 較 は 画 素数 で情 報 量 で は な い)

② 解 像 力 出力 装置 で 作 ら れ た 画線 の 到達 品 質 に対 す る要 求度 も,文 字 処理

に おい ては 画 素 量 に ほぼ 比 例 した条 件 にあ る。

(3)文 字 情報 処 理 の 高 速 化

文 字 処 理 の高 速 化 は,文 字 処理 の効率 を 高 め る為 の み に必 要 なだ けで な く,

将 来,ト ータル ・スキ ャナに よ る画 像 処理 と文 字 処理 の シ ス テ ム化 の 為 に も必

要 条 件 で あ る。

2.1.4入 校,校 正,確 認 作 業

{1)フ ァ クシ ミリ

現 在 通信 機器 と して発 達 し文 字 処理 技 術 に最 も便 利 に 実 用化 され て い るの

は フ ァ ク シ ミ リで あ ろ う。 新 聞 フ ァ クシ ミ リは以 前か ら利 用 され て い るが,

OA機 器 と して 発 達 した電 話 フ ァ ク シ ミ リも文 字 の入 校,校 正 に 利 用 され る

よ うに な っ た。

最 近 で は赤 字 訂 正 に便 利 な2色 ファ クス もあ る し,寸 法 精 度 と解 像 精度 の

す ぐれ た機 種 が 市販 され,小 さな文 字 の 校 正 も可 能 にな った 。 又 簡 単 な線 画



や 設 計 図,粗 版 下,デ ザ イ ン等 も電 送 され て い る。

② カ ラ ーテ レ ビ ・ブ ラ ウ ン管 に よ る校 正

文字 の校 正(文 字 の 入 れか え,位 置変 更,等)に は,ブ ラ ウ ン管 に 修 正 前

後 の 文 字 を 重 ね て2色 で映 像 を 出 し,変 更 内容 を 確 認す る の を確 実,容 易 に

す る こ とが 出来 る。(こ の 方 法 は 文 字 処 理 だけ で な く,画 像処 理 に も利 用 さ

れ て い る)

2.1.5文 字 処理 の 展 望

(1)ワ ー プ ロの普 及 に ともな い 次 の よ うな こ とが予 想 で き る。

来 ま だ一 部 では あ るが 著者 や 記 者 が ワ ー プロで文 章 を 作 れ ば,そ の 記 録(

フ ロ ッピーデ ィ ス ク等)が そ の ま ま製 版 用 入 力 とな り,現 在 の 活 版 にお け

る 文 選 作 業は 不 要 に な る。

米 著 者 は 筆記 した 場合 で も,そ の コ ピー ・ライ ター が ワー プ ロを 使 え ば,

や は り文 選 は 不 要 とな る。 また テ ープ レコ ー ダや 速記 か らの コ ピー お こ し

も ワ ー プ ロを 使 えば 同 じ こと に な る。

米 筆 記 原 稿 を 入 力 す る場合 も ワー プ ロを使 え ば 従 来の 文 選 作 業者 よ り熟 練

を 要 さな い。 また,上 記 の電 送 フ ァ クス とシ ス テ ムを 組 めば 文 選 に 相 当 す

る工 程 の 多 くの 部 分 は 自宅 で も 出来 るか ら,ニ ュー メデ ィア で い われ て い

る在 宅 勤 務 の 有 力 候 補 で も あ る。

来 編 集,植 字 従 来,出 版 社 の 編集 室 で 行 われ て いた 編 集 と,活 字 組 版 工

場 で 行 われ て 居 た植 字 とは,コ ン ピ ュー タ編 集機 に よ り,そ の 距 離 を失 う

こ とに な る。

勿 論,編 集 老 と植 字 者 とは そ の 社 会 的使 命,役 割 が ちが うか ら同一 視 す

る ことは出来 ないが,少 な くと も現 在 よ りは るか に 密接 な関 係 に な り,担 当

分 野 に変 化 が お きる可 能性 が あ る。

編 集者 は植 字 者 の文 字 処理 上 の ノ ウハ ウを 有 効 に利 用 出来 る し,文 面 作

製 の シ ュ ミ レー シ ョンを 容 易 に行 う こ とが 出来,植 字 者 へ の コ ミュニ ケ 一
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シ ョンが 確 実 に な る。

文 選,植 字 者 は,校 正,再 校,等 に 無 駄 な エネル ギ ーを 使 うこ とが 少 なく

な り,修 正 も容 易 に な り,印 刷会 社 の 営 業 が 出版 社 と のあ い だ を ゲ ラ刷 り

を も って 行 帰 す る必要 は な い。

其 他 出 版 側 に と って の メ リ ッ トと して は 入 力 した 記 録 を 保存 すれ ば,同

じ文 章 を 転載 した り,体 裁 の 変 更,例 え ば 雑 誌 の 連 載 物 を 単行 本 に した り,

高級 本 と文 庫本 を 作 る場 合 等 は,文 入 力 は記 録 か ら入 力 し,文 字 の大 き さ,

書 体,誌 面 の構 成,負 割 り等 を 編 集機 で 処 理 す れ ば よ い こ とに な る。

2.2画 像 情 報 処 理

2.2.1高 度 情 報 通信 シス テ ム と製 版 技 術 にお け る画 像 処 理 情 報 量 の 関 係 に つ

いて

(1)印 刷 物 の もつ 情 報 量

一 例 と して 新 聞 の もつ 画 像 として の 情 報 量 を計 算 す る と,平 均 して3.7メ

ガ ビ ッ ト位 にな る。8頁 の新 聞 は3.7×8==29.6メ ガ ビ ッ トとな るo

さ らに,こ の数 字 で新 聞 社 の輪 転 機 の 出 力 量 を計 算 して み る と,「8頁 セ

ッ ト,毎 時6万 回転 」の 輪 転 機 で は,「3.7×8×60000-1776000/毎

時 」,即 ち,こ の 新 聞輪 転 機 は毎 秒493.3メ ガ ビ ッ トの 発信 能 力 を も って い

る こ とに な る。`

こ の情 報 量 は グ ラス ・ファ イバ ー に よ る高 度 情 報 通信 シ ステ ム の6メ ガ ビ

ッ トの82.2倍 で あ り,所 要 時 間1分22秒 強 に相 当 す る。

次 に カラー ・スキ ャナ機 に よ る多 色製 版 の 処 理 情 報 量 を 計 算 す る。 一 般 に 使

用 され て い るダ イ レ ク ト・スキ ャナ機,4色 同時,カ ラー フィル ム原 稿 か ら

の入 力 装置 の デ ジ タル 処理 部 分 での 処理 量 は,

。読取 り光 学 系 の アパ ーチ ャ1/2S扱 π

。濃 度 読 取 り段 階8ビ ッ ト

。シ リン ダ ー 円周600mm
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・シ リン ダ回転 数 ・1000回 転/毎 分

と した場 合 の毎 秒 ビ ッ ト数 で は,「4×8×25×600×1000/60=8メ ガ

ビ ッ ト/毎 秒 」 とな る。

ま た,同 じ程 度 のカ ラー ・スキ ャナ機 の 出 力装 置 の ドット・ジェネレーター ・レー

ザ ー発 信 装 置,お よび グ ラス フ ァイ バ ー ・ケ ー ブル の情 報 量 は 毎 秒 「140×

10×600×1000/60=14メ ガ ビ ッ ト/毎 秒 」 とな る。

他 の例 を あ げ れ ば 多 色 製 版 の 画 像 処 理情 報量 は,絵 はが き大 で82.3メ ガ ビ

ッ ト,週 刊 誌(JIS-B5)で247メ ガ ビ ッ トとな るo

A4サ イ ズの カ ラ ー-XJ版 で330メ ガ ビ ッ ト強 で あ り,デ ー タ圧 縮 を かけ な

いで 送信 す る とす れ ば,今 年 度 予定 され てい る高 度 情 報 通 信 シ ス テ ムの 最 大

容 量6メ ガ ビ ッ トを 用 い て も一 頁 につ き一 回 の送 信 で約1分 か か る こ とに な

るo

したが っ て一 冊120頁 位 のカ ラ ー雑 誌 を送 る な ら,正 味 時 間 だ け で2時 間

か か る計 算 に な り,東 京 ～ 大 阪 間 な らば,飛 行 機 の方 が 速 し.・こ とに な る。

以 上 の計 算 で わ か る よ うに,カ ラー印刷 物 の 情報 量 は,静 止 画 像 で あ り な

が ら意 外 に大 きい もの で あ り,高 速 情 報 通信 シ ステ ム とい え ど も,簡 単 に 経

済 効果 を もっ て処 理 出来 る もの で は ない ことが わ か る。

また,メ ガ ビ ッ ト級 の 送 受信 装置 は現 状 にお い て は製 版 機 械 の コス トに く

らべ て 相 当高 価 な もの に つ くこと も予想 され る。

2.2.2製 版技術の画像処理 における電気通信の利用 について

X前 記 の ように高品位 の カラ「一電子製版技術に おい ては.例 えば東京で入

力し,大 阪へ送信 して大 阪で 出力す るとい うよ うな画像処理 を行 うとい う

よ うに画像情報 その ものを,そ の まま送信 す ることは,現 状では困難であ

る。

来 新聞 のように情報 の速 さに重要な価値があ り,し か も単 色,中 品位の 印

刷物 の場 合には,利 用 出来 るであろ う。

一87一



米 一 般 印 刷 で は 画 像 情 報 そ の もの よ りも,① 画 像 処 理 上 必 要 な デ ー ターや

ソ フ トの 交 換,② レイ ア ウ ト,デ ザ イ ン,版 下,イ ラス ト,レ タ リン グ等

の 図形 処 理,③ 要 求 品 質 や 設計 品 質 の 指 定,④ カ ラ ー トー ン以 外 の 校 正,

確 認作 業,⑤ 商 品 位 テ レ ビや ビデ オの ブ ラ ウン管 ま た は そ のハ ー ドコ ピー

程度 の 品 位 で 可能 な 製 版 上 の 打合 せ や 確 認 作 業,⑥ 高 品 位 テ レビ程 度 の 品

位 で まに あ う画 像 の送 受 信 一 な どに 当 面 利 用 出来 る。

2.2.3線 画 情 報 処 理 関連 技 術 と機 材

製 版 に お い て は,工 程 上,線 画,版 下,マ ス ク等 を と りあ つ か う線 画 処 理 と

絵 ・写 真 など の よ うに 形 だ け で な く階調 を あ らわす 画像 処 理 に わけ られ る。

ω 線 画 処 理 には,線 画,け い線,ふ ち ど り線,か ざ りけ い,マ ー ク,レ タ リ

ン グ,な ど の よ うに 線 画 像 が 製 品 に表 現 され る もの と,製 版 寸 法 指定 線,あ

た り線,ふ ちど り指 定 線,切 ぬ き指定 線,け ぬ きあわ せ 線,仕 上 げ断 ち線,

折 り指 定線,な ど製 品 に は 画 像 と して は 直接 表 現 され な い が途 中工 程 で は重

要 な役 割 を は た す 線 が あ る。

また,文 字 も写 植 文 字,清 刷,タ イ プ な ど のハ ー ドコ ピーを 版 下 に 貼 込 ん

で処 理 す る場 合 は,版 下 の あ と 工 程 は 製 版 工 程 上 は 録 画 処 理 と して 取 り扱

う。

(2)線 画 は普 通,ONorOFF信 号 即 ち100%の 画 線 部 と0%の 非 画線 部 に よ っ

て 表現 され る が,一 部 には 線 画 に色 や 階 調 を 表 す 必 要 が あ り,画 線部 に 網 点

な ど に よる ハ ー フ トー ン や スケ ー ル トー ンを あ た え る場 合 もあ る。

(3)線 画 処理 で は文 字 処 理 の 項 で 説 明 した よ うに,品 質 の 評 価 が,線 画 像 の 形

状 に た い して きび し い もの で あ る。 した が って 線 画 処 理 を 行 う場 合に は画 像

処理 とは異 っ た品 質 要 求 が あ る。

例 えば,線 画 像 に た い して ス ク リー ン や ス キ ャ ナ ライ ンで 網 点 に よ る画 像

処 理 と 同 じ工 程 で 処 理 し網 点 の もつ 画 素単 位(133～200線/イ ン チ)で 線

画 像 を あ らわ す と,線 画 の 境 界 線 に 網 点 に よる 離 れ を 生 じるた め,線 画 の 要
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求 品 質 上 ゆ るされ な い の が普 通 で あ る。

即 ち 線画 処理 では 線 画 像 の離 れ を人 間 の 眼 が感 知 しな い 程 度 まで 画 素 単 位

を 小 さ くと って画 像 処 理 す る必要 が あ り,そ の大 き さは一 般 に は,25～20ミ

ク ロン(1/40～1/somm)と い わ れ て い る。

走 査 線 に よって 線 画 を 入 出力 す る とす れ ば20ミ ク ロン として1mmあ た り50

本 の 走 査 線 を要 し,1emを カ バ ーす る に は500本(普 通 の テ レ ビの一 画 面 分

に 近 い),1イ ン チ平 方 を 表 す に は1250×1250の 画 素数 を 必 要 とす る(高

品 位 テ レビの 一 画面 分 を こえ る)。

以 上 の 事 情 か ら現在 一 般 に は線 画 像 に は,テ レ ビカ メ ラや ス キ ャナ機 等 の

走 査 に よ る処 理 よ り も製 版 カ メ ラと高 解 像 銀 感 光 剤 フ ィル ムに よ り解 像 力 の

す ぐれ た線 画 処 理 を行 う例 が 多 く,経 済 的 に も その 方 が安 い場 合 が 多い。

し か し将 来 は 階調 のあ る 図柄 と線 画 を 同 時 に処 理 す る こ とに よ り,画 像 処

理 工 程 の 単 純 化 と効 率 向上 を は か る こ と。

信 号 化 す る こ とに よ り,デ ー タの記 録化,電 送 化,他 の 電 子 製 版 工 程 との

シ ステ ム化 等 の 大 きな メ リ ッ トが予 想 され るの で,画 線 処 理 も,こ まか い 画

素 単 位 で 処 理 す る こと も考 え られ る。

す で に新 聞 印刷 用 ファ クシ ミ リな ど で は,網 点 も文字 も走 査 に よ る画 素 で

処 理 し,電 送 して い る実 績 が あ る。

(4}自 動 製 図 ・マ ス ク カ ッ ト機

製 版 工 程 に お い て 版下 は機械 製 作 にお け る基 本 組 立 て設 計 図 に あた る重 要

な もの で あ るが,版 下 の 清 書 は熟 練 者 に よ る手 作 業 に 頼 って い る場 合 が 多い 。

しか も版 下 は線 画 処 理 で あ る か ら,前 記 の よ うな理 由で 全 面 走 査 に よ って 記

号 化 した り出 力 す る こと は難 か しい。 この工 程 を 記号 化 し 自動化 を 図 る 為,

自動 作 図機 によ る 図形 処理 が 開 発 され たo

この 方 法 は図 面 上 に デ ジ タ イ ザ ー ま たは 数値 入 力 に よ っ てA,B,C… …

の 各 点 位 置 座標 を 指 定 し,A,B,C… … の 位 置 関 係,お よびA・-B～Cの

途 中 経 路 を コン ピュ ー タで演 算 し,XYプ ロ ッ ターに よ って 版 下 台 紙 上 に 中
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空 ペ ン等 で 作 図 す る図 形処 理 機 で あ る。

㈲ 入力 装 置

Xデ ジ タイ ザ(座 標 読 取 り装 置)

デ ジ タ イザ は ラ フな レイ ア ウ ト図 面 か ら座 標 を 読 み と って コ ン ビュ ー タ

へ 図 形 デ ー タを入 力 す る装 置 で あ る。

構 造 は 座 標 感 知 盤 と カ ー ソル,メ ニ ュ ー指 定 盤 か ら な り,座 標盤 上 に貼

込 まれ た 原 図(レ イ ア ウ ト図 等)か ら必 要 な 目標 に カ ー ソル を あ て て入 力

ボ タンを 押 して 座 標 位 置 を読 み と り,コ ン ピュ ー タ又 は 補 助記 憶 装 置 に 記

録 す る。

メ ニ ュ ー 指定 盤 は記 録 操 作 を簡 単 に した り二 つ の 位 置 の途 中経 路 を 指 定

し た り,グ リ ッ ド機 能 に よ り二 つ 以上 の位 置 関 係 を デ ザ イ ン的 な 必 要 に あ

わ せ て 精 度 を あ げ た り,整 理 す る こ とを コン ピ ュー タに 指 定 す る。

例 えば,X,Y軸 に辺 が 平行 な矩 形 を作 る場 合 に は4角 位 置 を 指 定 しA

→B→C→D→A点 を 直線 でつ ない で も良 い が メ ニ ュー盤上 の矩 形 図形 を

指 定 して か らAとC(対 角 位 置)を イ ンプ ッ トす ればA→B→Cの3点 を

通 過 す る 円孤 を指 定 出来 る。 そ の 他,前 に記 録 した画 線 の取 り消 しや 修 正,

同 じ 図形 の位 置 の みの 異 る 繰 り返 し な ど の機 能 を も つ。

来 数 位 入 力

座 標 位 置 の 指定 を デ ジ タイザ に よ ら ず,数 値 で コ ン ピ ュー タにデ ー タ入

力す る方 法 もあ る。 例 え ば基 本 座 標 か ら±X方 向 にamm,士Y方 向 にbmm

にA点 を 指 定 す る。 次 にA点 か らX,Y方 向 に各 個mmの 位 置 にB点 を 数値

で指 定 す る とい う よ うに操 作 す る。

数 値 入 力 は 不 便 な よ うに 思 わ れ が ち であ るが,幾 何 学 的 に整 った 図 柄 や

操 り返 しの 多い 図 柄,け い 線 など で は デ ジ タイザ よ り速 く,し か も正 確 で

あ り,返 っ て便 利 な場 合 も多 くデ ジ タイ ザ を標 準 装 備 しない 機 種 も市 販 さ

れ て い る。

(6)補 助装 置
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じ

米 図形 デ ー タを 記 憶 保 存,別 地 点 へ の 転 送,コ ン ピ ュー タの記 憶 容 量 の 補

助 な ど に,さ ん 孔 テ ープ や フ ロ ッ ピー ・デ ィ ス ク,マ グ ネ ッ トテ ープ が利

用 され て い る。

米 入 力途 中 ま た入 力後,出 力 結 果 を 予 測 し た り,確 認 す る 為 シ ュ ミレー シ

ョンを ブ ラ ウン 管 で行 う映 像 装 置 が 装備 され る こ とも あ る。

米 近 い将 来 の 展 望 と して は,フ ロ ッ ピー ・デ ィス ク等 に デ ー タを入 力 した

もの を,他 の 地 点 に電 送 し,受 信 地 で コツ ピ ュ 一 夕または フ ロッピー ・デ ィ

ス ク に記 録 して,フ 。ロ ッ ター で 出 力す れ ば発 信 地 と受 信 地 で,精 度 の 高 い

図面(版 下)を 共 有 す る こ と が 出来 る。

この こと は編 集 室 や レイ ア ウ ト室,版 下 製 図室 か ら製 版 工 場 へ,ス キ ャ

ナ方 式(例 え ば,電 話 フ ァ クス)で は 困難 な精 密 な線 画 処 理 情報 を 比 較 的

簡 単 に送 受 す る こと が 出 来 る。 た だ し現 在 の と こ ろ作 図 機 は 文字 情報 や,

複 雑 な 自由 曲線 等 に 対 して は 有 効 で は な く,補 完 処 置 が 必 要 で あ る。

(7)コ ン ピ ュー タ部 門

パ ソ コ ンのLSIの 容 量 が 大 き くな る か,ミ ニ コンが 安 くな るか,ど ち ら

に して も コ ン ピ ュー タの能 力が 上 が り,安 くな れば,作 図機 は さ らに,レ イ

ア ウ ト,版 下,製 版 な どの 線 画 処 理 の要 求 に種 々 の対 応 が 付 加 され る。

また トータル ・ス キ ャナ へ の シ ス テ ム と して,線 画デ ー タ情 報 を 直 接,ト ータ

ル ・ス キ ャ ナの 中央 制 御 装 置 に入 力 す るこ と も容 易 に 予想 出 来 る こ と であ る。

現 状 で は,コ ン ピュ ー タそ の もの は,,機 種,目 的,'機 械 の 価 格 な どに よ っ

て 各 々適 当 な コ ン ピ ュー タが 装備 され,そ れぞ れ に機 能 して い る。

コン ピ ュ ー タハ ー ドと と もに 組 み込 まれ た ソ フ トに よ って,機 能,使 い 易

さ,速 度 な ど が変 り,各 機 種 の 特 徴 が 出て い る。

(8)プ ロ ッター(出 力 機)

X現 在 使 用 され て い る 自動 作 図機 用 プ ロ ッター は,そ の ヘ ッ ドの く動 装置

に 各機 種 に よ り差 が あ り,機 械 の 価 格 と性 能 に影 響 が あ るが,そ れ ぞ れ に

製 版 用版 下 の線 画処 理 の 必要 品 質 範 囲 を ク リア ー して い る。
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X版 下 台 紙 は,平 面上 に 保 持 され て い て,ヘ ッ ドがXY方 向 に移 動 しな が

ら,作 図 さ れ る形 式 が普 通 で あ る。

台 紙 を 円筒 に巻 きつ け て,Y方 向 は 円 筒 の 回転 に よ り台 紙 が動 き,X方

向の み ヘ ッ ドが移 動 す る方 法 もあ るが,日 本 で は,精 度 を 重視 して か,市

販 されて い ない 。

X製 版 用 自動 作 図機 には,製 版工 程 特 有 の線 画 処 理 機 能 と して マス ク カ ッ

ト機能 や ス ク ライ ビ ング 機 能 が 装備 され た機 種 が あ る。

プ ロ ッター の ヘ ッ ドに マ ス ク カ ッ ト機 能 を と りつ け ピル コー トシ ー ト

(透 明 フ ィル ム と遮 光膜 の 二 層 式 の フ ィル ム)の 遮 光 膜 を,作 図 機 に記 憶

させ た 図形 デ ー タに よ って,自 動 的 に カ ッ トし,遮 光 膜 を カ ッ ト図形 に 剥

離 して,透 明部 分 と遮 光 部 分に 作 り分 け た マ ス クを 作 る こと が 出来 る。

この方 法 は,自 動 的 に カ ッ トで き る と い う特 徴 の ほ か,版 下 製 作 の た め

に記 録 した 図 形 デ ー タを再 出 力す る こと に よ り,マ ス クの た め に あ らた め

て入 力す る こ とを 省 略 で きる。

現 在 多 くの 場 合,版 下 ス タ ジ オ と製 版 ス タジ オ は,地 域 的 には な れ て い

て上 記 の効 果 を 充 分 に利 用 出来 難 い が,将 来,両 ス タ ジ オ間 を 図形 デ ー タ

を,電 送 転 送 出来 れ ば,作 図 機 の 製版 工 程 に お け る効 果 は,よ り増 大 す る

で あ ろ うo

米 作 図機 の 展 望

線 画 処理 製 版 工 程 に おい て作 図機 は,た ん な る 自動 版 下 製 版 機 の立 場 に

止 ま らず,次 の よ うな利 用 方 法 が あ る。

・ レイ ア ウ ト,デ ザ イ ン,編 集 機 とそ の シ ュ ミレー シ ョン な ど原 稿 製作

機 と して。

・ 静電 コ ピ ーに よ る 出 力装 置 に連 動 し,ハ ー ドコ ピー に よ るス ポ ンサ ー

との 打 合 せ,校 正 用 機 と して 。

。 文 字 情 報 と の シ ス テ ム化 に よ り,文 字 と線 画 の 同 時 出力 機へ の 連動 。

・ トータル ・スキャナ と シ ステ ムを くん で,線 画 処 理 端 末 と して 利 用。
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・ 以 上 の 処理 は,コ ン ピ ュ ー タ と連 動 し たデ ー タ処理 が され て い るの で,

電送 に よる相 互 情 報 デ ー タ交 換 が 可 能 に な る。

以上,線 画処 理 は,カ ラー ・スキャナに よ る華 や かな画 像 処 理 技 術 に よ って

目立 た ない が,製 版 工 程上,現 在,最 も人 手(人 件 費)の か か って い る集版

工 程 を合 理 化 す る うえ に 大 き な意 義 を も って い る。

2.2.4画 像情 報 処 理 関連 技 術 と機 材

Aカ ラ ー ・ス キ ャナ

概 論

我 国 の製 版 業 界 は,経 済 成 長 の な か で カ ラー大 量 生 産 時 代 を む か えた が,そ

の 中心 的 生産 技 術 が カ ラー ・ス キ ャナ で あ った。

25年 前,我 国 の カ ラー製 版 の主 力 は 写 真 技 術 を 応 用 した 色 分 解 方 式 で,カ ラ

ー 原 稿 を製 版 カ メ ラで ピ ン ト面 に 投 影 し,グ リー ン,レ ッ ド,ブ ル ーバ イ オ レ

ッ ト(G,R,B)の3色 の フ ィル ター で色 を選 別 して,パ ン ク ロフ ィル ム,

ま た は ガ ラス乾 板 に 露光,現 像 して,イ エ ロー,マ ゼ ン タ,シ ア ン(Y,M,

C)の3色 の分 解 板 を 作 り,分 解 板 を 製 版 カ メ ラで仕 上 り寸 法 に ピ ン ト面 に 投

影 し,ス ク リーン を通 過 した 画像 光 を,リ ス ・フ ィル ムに 露 光 現像 して,網 点

の写 真 板 を 作 った。

以 上 の工 程 を た ど っ ただ け で は,そ の 製 品 の色 調 は,カ ラー 原 稿 と比 較 し て,

大差 が あ り,人 間 の 感 覚 が 許 容 で き る もの で は な か った の で,途 中工 程 で数 回

に わ た り,人 手 に よ る修 正 を くりか え し た。

そ の こ ろ,修 正 を行 う人(リ タ ッチ マ ン)は,作 業者 とい うよ り も,工 芸 家

で あ り,一 人 前 の リタ ッチ マ ンに な る に は,10年 の 修 行を 要 し,各 人 か ら見 習

い ま で,従 弟 制 度 的 関係 で,仕 事 が進 め られ て きた。 その 能 率 は,仕 事 の難 易

度 に よ って ち が うが,平 均 す れば1入1日1頁 とい った もの で あ った。

そ の後,製 版 用 フ ィル ム の発 達 と,マ ス キ ン グ法(色 分 解 を 数 枚 の 分 解 フ ィ

ル ム の組 み 合 せ に よ り,よ り高 度 な も の とす る技 術)の 開 発 に よ り,効 率 は 良
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くな り,多 少 機 械 化 され た が,基 本 ス タイル は 変 わ ら な か った。 も し,そ の よ

うな技 術 レベ ル の ま ま,現 在 の よ うな,大 量 カ ラー製 版 時代 を む か えた な らば,

数 万 人 の リタ ッチ マ ン を して も,社 会 の要 請 に こた え られ な い で あ ろ う。

以 上,述 べ て 来 た こ とは,昔 話 しの よ うな 感 じが す るが,ま だ 一 時代 前 の現

実 の す が た で あ った。 この よ うな 製版 技 術 を,基 本 的 に革 新 し,経 済成 長 期 の

社 会 に,適 応 出来 る体 制 へ 打 開 し た,主 力技 術 が,カ ラ ー ・スキ ャナ で あ る。

我 国 の カ ラー ・ス キ ャ ナ時代 は,20年 ほ ど 前,PDI(プ リンテ ィン グ ・デ

ベ ロ プ メ ン ト ・イ ン ター ナ シ ョナル)ス キ ャナ機 が5台 輸入 され た と きに始

まる。(そ れ 以 前 に,新 聞社 の一 部 で電 子 製 版 彫 刻 機 が あ るて い ど使 用 され た

が,大 勢 に 動 かす ほ ど で は なか った。)

20年 前 のPDIス キ ャナ の性 能 は,カ ラー フィル ム(4×5イ ン チ)4枚 を

1セ ッ トと し,4色 同 時 分解 で('4×4=16枚)約16分,即 ち,色 分 解 ネ ガを

一 枚 あ た り
,正 味1分 で 生産 した。 色分 解 の み とは い え,こ の 生 産 性 は,当 時

画期 的 な もの で,そ の 処理 量能 力,品 質 は,と に か くとし て,現 在 で も,新 型

機 に お と らな い もの で あ る。

リバ ■ サ ル,カ ラー写 真 の普 及 に よ り,カ ラー原 稿 の量 が飛 躍 的に増 加 す る。

ネ ガ,カ ラ ご フ ィル ム か らの写 真 の普 及 と カ ラー テ レ ビの普 及 に よ り,印 刷 需

要 が,文 字 か ら画 像 へ と,ビ ジ ュアル化 す る と と もに,カ ラー 印刷 が普 通 に な り,

社 会 的要 求 に 応 じて,大 量 の カ ラー製 版 を,カ ラー ・スキ ャナ で処 理 す るよ うに

な った。

以 上 の よ うに,カ ラー ・ス キ ャナの 発 達 は,1単 に,技 術 的 な進 歩 だ け の 問題

そ は な く,社 会的 要 求(画 像 の カ ラー化 時 代)に 適 応 した発 展 で あ った。

PDI・ 』(ナ メ リカ)に 次 い で;フ ェアチ ァイ ノレド社(ア メ リカ),ヘ ル 社

(ド イ ツ),ク ロス フ ィル ド社(イ ギ リス),ポ ー ル社(イ ギ リス),大 日本

ス ク リー ン(日 本)が,コ ンティニュアス ・トーンスキ ャナ(ニ 工 程 ス キ ャ ナ と も

い う)を 開 発,市 販 し,ス キ ャナ が普 及 し,色 分 解 処 理能 力 が み た され る と,

色 分 解 のみ で な く,ド網 点 処理 と仕 上 り寸法 へ の 伸 縮 を 同 時 に行 う こ とに よ る効
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率 の 向上 と,ダ イ レ ク ト拡 大 分 解 に よ る品 質 の 向上 に 目標 が うつ され,ダ イ レ

ク ト ・カ ラ ー ・ス キ ャナ(網 点 ス キ ャナ)が 開発 され,カ ラー ・ス キ ャ ナ機 の

カ ラー 画 像 処理 能 力 は,再 び 飛躍 を とげ,現 在 の カ ラー ・ス キ ャナ 時代 を形 成

す る に 至 っ た。

現 在,我 国 の カ ラー ・ス キ ャ ナ機 の 稼 働 台 数 は,1600台 を こえ た とい わ れ,

ア メ リカ,EECと ほぼ 同 じ台 数 の 装 備 を も って い る。 また,日 本人 の 画 像(

カ ラー 印刷)に 対 す る品 質 評 価 の きび し さに対 応 す る ため,カ ラー製 版 の品 質

レベ ル(オ ペ レー タ ーの技 量)は 世 界一 とい わ れ る まで に至 って い る。

即 ち,我 国 は 国 力(GNP)に 比 較 して,突 出 し た印刷 に よ るカ ラー情 報 処 理

能 力 と需 要 を も って い るの で,今 後 の 画 像 情 報 処理 関 連技 術 に お いて も,先 進

工 業 国 の うち で も先 端 的 な展 開 を とげ る可 能 性 を も っ てい る。

各 論

カ ラー ・・ス キ ャ ナ機 の構 造 を 大 別す る と,① カ ラ ー原稿 の 電 気 信 号 へ の 転 換,

読 取 り装 置(入 力機),② 読 取 り信号 か ら印 刷 特 性 に適 応 す るた め の制 御 装 置

(制 御 機),③ 信 号 を 光量 と して 出力 し,写 真 フ ィル ム上 に露 光 す る記 録 装 置

(出 力 機)に わ け られ る。

現 在 の カ ラー ・スキ ャ ナ機 で は,3種 の 装 置 を一 体 に した構 造 の機 種 が 多 い

が,機 械 の 機 能 上,お よび 将 来 の 機 械 構 造上 か ら3ブ ロ ックに わ け て 検討 す る。

(1)入 力装 置

は じ め に 現在 の カ ラー ・ス キ ャ ナ 機 の入 力 装 置 の一 般 的 構 造 を 述 べ る。

色 相,彩 度,明 暗 に階 調 を も った カ ラ ー原 稿(透 過 原 稿 と反 射 原 稿 が あ る)

か ら微 細 な画素(40ミ ク ロ ン位 が 多い)に 走 査 し,ダ イ ク ロ リッ ク ミラニ で

G,R,Bに 色 分 解 した 光 情 報 を 階 調(8ビ ッ ト)を も った電 気 信 号 と して

読 み と る。,

走 査 方 法 は透 明 な シ リンダ ー に カ ラー 原 稿 を貼 込 ん で 回 転 し(1000回 転

/分),シ リン ダ ーの 内側 か ら光 源 か ら の 光 束 を シ リンダ ー と原 稿 に あ て,
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原 稿 を通 過 した 滅 色 情 報 を光 学 系 に 受光 し,ア パ ー チ ャ ー で画 素 寸 法 を 定 め,

ダ イ クロ リ ック ミラーでG,R,B,(印 刷 版 ではG→M版,R→C版,B

→Y版)に わ け て,光 電 管 で 光 か ら電 気 信 号 に変 換 し,そ の ア ナ ロ グ信 号 を

8ビ ッ トの デ ジ タル 信 号 にA/D変 換 して 制 御 装 置 に 入 力す る。

この 場 合,読 と り光学 系 は,シ リンダ ー の 一 回 転 に つ き仕 上 り倍 率 に 応 じ

て指 定 した 一 定 距離 を シ リン ダ ー回転 方 向 を 直 角 方 向 に 移 動 しな が ら読 み と

る こ とに よ り,シ リンダ ー 方 向 に 走査 線 を も ち,そ の 直 角 方 向 に連 続 して な

らんだ 走 査 面 を作 る こ とに な る。

米 其 の 他 の 走 査 方 法

普 通 の カ ラ ー ・ス キ ャナ機 の 走 査 方 法 は,他 の用 途 の走 査 読 取 り方 法,

例 えば テ レビ カ メ ラの撮 像 管 に 比較 す る と,非 常 に 遅 い か わ りに,精 度 の

高 い 走査 を す る と ころ に特 徴 が あ る。

従 来 の スキ ャ ナ機 は,入 力 装 置 と出 力装 置 が,ほ ぼ リアル タイ ム で作 動

して い る の で,出 力 装置 以上 の ス ピー ドを 要求 され な か った し,機 械 的走

査方 法 と して は,こ れ 以 上 の ス ピー ドで の走 査 は難 しか った 。

しか し,今 後 は トー タル ・ス キ ャナ ・シ ステ ムの よ うに入 力後,レ イ ア

ウ ト,切 ぬ き,修 正,平 網,文 字 処 理,な どを 中央 制 御 装 置 で処 理 して か

ら出 力 す る よ うに なれ ば,入 力装 置 は,出 力装置 の ス ピー ドと直接 の 関 係

な しに 入 力す る こ とに な るの で,入 力装 置 か ら記憶 装 置 へ の 入 力 ス ビー ド

は,速 い ほ ど便 利 で あ る こ とに な る。

現 在の よ うな精 密機 械 走 査 で も,入 力 専 用機 を 作 れ ば,い くらか は,ス

ピー ドア ップ もで き る し,数 台 お い て,数 枚 の原 稿 を,各 並 行 して,同 時

進 行 し時 間短 縮 を は か る こ と もで き る。 しか し出来 れ ば,よ り速 い 方 法 で,

走査 す る方 法 で効 率 を 上 げ たい し,ま た原 稿 を シ リン ダ ー に貼 込 む よ り,

平 面 支 持 の 方 が操 作 性 が 良い の で,他 の方 法 に よ る入 力 も研 究 され て い る

が,現 状 で 実 用化 され てい る ものは 少 い。

Xビ デ オ カ メ ラ用撮 像 管 に よ る ス キ ャ ナ な らば,所 要 時 間 は秒 単位 に 短 縮
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で き る し,原 稿 方法 を 光学 的 方 法 で適 当 な寸 法倍 率 で 読 み と るこ と がで き

るが,現 在 一 般 用 の一 画面 あ た り,500～1000線 で は製 版 用 に は,粗 す

ぎ る し,階 調 範 囲 に も現 状 では不 満 が あ る。

しか し最 近 の3000線,静 止 画 像 ビデ オ カ メ ラな らば,小 さな 原 稿 か ら,

あ ま り倍 率 の 高 くな い 仕 上 り寸 法 の図 柄 な らば 使 用 可能 な 計 算 に な るの で,

一 面 あた り多数 の 小 さな カ ラー 図柄 を 入 れ る よ うな仕 事 に は ,使 用 で き る

可 能性 は あ る。

来 フ ァ ク シ ミリや,新 聞社 で 一 部 使 用 され て い る 白黒 ス キ ャ ナ機 の よ う に

光 学 的 走 査 に よ る方 法 も,機 械 的 な走 査 に くらべ,数 倍 は速 いが,カ ラー

製 版 用の 受信 号 用 と して は,ま だ 画素 寸 法,解 像 性 能,階 調 量 な ど に不 満

が あ る。

走 査 方 法 は,X軸 に レザ ー光 な ど を小 さい ス ポ ッ トに しぼ り こんだ 光 束

を,多 面 回転 ミラー で振 って 光 を走 らせ,Y軸 は 原 稿 画面 を ゆ っ くり移 動

させ て走 査す る。

この方 法で は,色 分 解 す るた め にG,R,B,3色 の レザ ー光 を 走 らせ

る こ とに な り,現 状 では,コ ス ト面 に問題 が あ る。 また,倍 率 の 高 い処 理

に は,ま だ 光 束 の シ ボ リこみ面 積 や反 射 光 の 受 光 方 法 に 問 題 が あ る。

そ れ らの 事 情 か ら現 在 は,色 信 号 を 必 要 とせ ず,白 黒 の 写 真(133線/

イ ンチ以 下 の 品 位)と 線 画 用 ス キ ャ ナ機 と して一 部 に使 用 され てい るに す

ぎな い 。

来 普 通 の カ ラー ・ス キ ャナ と 同様 な機 械 系 走 査 で あ りな が ら,受 光 部 に画

素 アパ ー チ ャー を数 個並 べ,各 ア パ ー チ ャ ー ご とに 受光,受 信,入 力 し,

出 力側 で は 同 じ個数 の 光 ダ イオ ー ドを な らべ て,光 学 系 で集 光 露光 す る こ

とで,一 回転 で数 本 の 走 査線 を 入 出 力 す る方 法 もあ る が,階 調 処理 ま で行

うに は まだ 不 充 分 で,普 通 の カ ラー ・スキ ャ ナ機 に よ る画 像処 理 と併 用 し

て,こ まか い 画 素 を 必 要 とす る線 画 処 理 を 分 担 す る装置 と して の み 使 用 さ

れ てい る。
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米 ライ ンセ ンサ ー に よる読 み と り方 法 や,フ ライ ン グス ポ ッ ト管,グ ラ ス

フ ァイバ ー 管 な ど に よ る走 査 方 法 も,研 究 調 査 され て は い る が,現 在 実 用

例 は ない 。

(2)出 力装 置

電子 製 版 彫 刻 機 と いわれ る電 子 製 版 機 で は,機 械 的 に 版 面 に 網 点 を 彫 刻 し

て,凸 版,グ ラ ビア版 や,平 版 原 板 な どを 製 版 す る出 力機 や レザ ー光 で 彫 刻

して グ ラビア 版 を 作 る方 法 も あ るが,こ こで は,銀 感 材 に画 像 を 露 光 す る普

通 の カ ラー ・スキ ャナ機 の 出力 装 置 につ い て述 べ る。

出力 装置 の 露光 機 構 は入 力装 置 と同様 に,シ リンダ ー に巻 きつ け た 感光 材

を回 転 し,露 光 ヘ ッ ドが 横 軸 を移 動 して 露 光 す る もの で,倍 率 変 化,網 点 線

数 な ど の為,移 動 ス ピー ドが変 化 す る以 外 あ ま り入 力装 置 と,異 な ら な いの

で,機 構 に つ い て は略 し,露 光 す る光 の 制 御 方 法 につ い て 述 べ る。

カ ラー ・ス キ ャナ 機 の コンティニュアス ・トーン・スキ ャナ 時代 か ら網 点 ス キ ャ

ナ 時代 の 初 期 に か け て は,入 力 出力 装 置,制 御 装 置 と も信 号 処 理 は,ア ナ グ

ロで あ り,出 力 も電 気量 を 陰 極 管 の光 量 変 化 に変 換 して,露 光 す る方 法 が 多

か った。

網 点 スキ ャ ナ(ダ イ レク ト ・ス キ ャナ)で は,ス ク リー ン巻 きつ け に よ る

網 点 ズ キ ャ ナ の場 合,ス ク リー ンに よ って 光 が 吸収 され て,光 効 率 が お ち る

こ と,ス ピー ドア ップす る為 な どの ため,よ り光 源 を 必要 とす る よ うに な り,

キ セ ノン ラ ンプ光 源 か ら光 束 を作 り,光 格 子 の 角 度 で光 量 を制 御 して 露 光 し

た り、,レ ザ ー光 に電 磁 変 調 を か け て光 量 を制 御 して 露光 す る。

次 に ドッ ト・ジ ェネ レーター に よ り網 点 め形 を 感光 剤(ス キ ャ ナ ・フ ィル ム)

に直 接 露光 す る網 点 ス キ ャ ナ で は,ほ とん ど レザ ー光 源 を 使 うよ うに な って

い る。'

一 般 的 な 方 法 を の べ る と ,レ ザ ー光 源 か らの光 を 数 ケ(6～10)の 光 束 に

分 け,各 光 束 ご とに2個 所 の 細 い アパ ー チ ャー を通 過 させ,・ そ の レザ ー光 を

アパ ー チ ャ ー の 間に もう け られ た磁 場 に よ って 曲 げ る こ とで,ア パ ー チ ャ ー
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を 光 が 通過 す るか しな い か のON,OFFの 光 信 号 にか え て,グ ラ ス フ ァ イバ

ー と光 学 系 を通 して 銀 感 光 剤 フ ィル ム上 に 露光 す る方 法 が と られ て い る。

この 方 法 で は,「 個 の網 点 を,多 数 の画 素数 に わ け て網 点 の 大 小 を作 るが,

網 点 一 個 は144～529個 の 画 素数 で 表 現 して い る。

した が って,例 え ば175線/イ ン チ の網 点 画 像 の 画 素数 は,1平 方 イ ン チ

あ た り,1色 で,175×175×529=1,6ZO,065個 とな る(4色 カ ラー製 版

な ら ば,そ の4倍 にな るo)

この よ うな情 報 量 の 大 き さは,初 め に述 べ た よ うに・ 電 気 通 信 処 理 や コ ン

ピ ュー タ処 理 を行 う場 合 に,数 が大 き く処 理 し難 か った り,コ ス ト面 に も問

題 が あ り,従 来 の電 話 回線 で は実 用 範 囲 に入 り難 か った ・

しか し,ニ ュー メデ ィア の 出現 に よ り,電 送 容 量 が飛 躍 的 に増 大 し,.一 方,

デ ー タ圧 縮 技 術 の 進 歩 に よ り,信 号 量 を 少 な くす る こ とが 出来 れ ば,画 像 の遠

距 離 電 送 も可 能 に な る.もの と予 想 出来 る。

た だ し,画 像 そ の もの を 電 送 す る こ とは,現 在 の コ ス トとニ ー ズ のバ ラ ン

スか らみ れば 特 別 の ニ ー ズ の場 合 に か ぎ られ,日 常一 般 の シ ス テ ム と して は

考 え難 い。

現 在 で も,カ ラ「 ・ス キ ャォ機 の 出 力 装 置 の レザ ー発 信 装 置 か ら露 光装 置

へ の レザ ー光 の誘 導 に は,グ ラ ス フ ァ イバ ーケ ー ブル に よ って行 わ れ て い る

ζ、とを考 え れ ば,光 通信 に ょ る画 像 処 理 は,技 術 的 には すで に実 用 化 されて

い る と もい え るが,こ れ は 工 場 内で の ロー カル ライ ンで の実 績 に す ぎ ない 。

したが って,画 像 そ の もの の送 受 信 お よび,直 接 の出 力技 術 は,新 聞 の よ

うにニ ュー スの 速 報 性 に ニ ー ズが 高 く,単 色 印刷 が多 く,画 像 の 品 質 が カ ラ

ー 製 版 よ り情 報 量 で1ケ タ少 な くて 間 に合 い,文 字 部 分が 多 く,デ ー タ圧 縮 の

か けや す い 印刷 目的 の為 の製 版 に 有効 に 働 くで あ ろ う。

そ して,カ ラー製 版 で は,制 御部 門 で の情 報 処理 技 術 に種 々の 利 用,応 用

の 可能 性 が あ る で あ ろ う.。
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㈲ 制 御 装 置

制 御 装 置 に つ い て は,ト ー タル ・スキ ャ ナ ・シ ス テ ム時 代 を む か え て,種

々の 制 御 装 置 技 術 が 展 開 され る と予 想 され る が,こ の 項 で は,現 在 稼 動 して

い る普 通 の スキ ャナ 機 の 制 御装 置 の うち,主 な 機 能 に つ い て 述 べ る。

カ ラー製 版 は,普 通,網 点 の大 小 に よ って 濃 淡 を 作 り,Y,・M,C,とBk

(黒 版)の 刷 り重 ね に よ り色 相,明 暗,彩 度 を表 現 して い る。

カ ラ ー写 真 フ ィル ムは,Y,M,C,の3色 層 の 減 色 法 で画 像 を表 現 す る

が,網 点 印刷 で は,3色 が 各100%の 部 分相 互 の 刷 り重 ね の個 所 で は減 色法

にな るが,中 間調 や 明 るい 部 分 で は,網 点 相 互 が 刷 り重 な る部 分 と単 色 の点

が な ら ぶ部 分 とが 混 在 す る。 そ して,刷 り重 な る部 分 の 比 率 は,網 点%が 小

さ くな る に した が って 少 な くな る。

した が って,印 刷物 の 発 色 は,紙 の上 に 現 在 の よ う な 印刷 イ ンキ を 使 用 し

て 網 点 に よ るか ぎ り,主 に 減 色 法 で あ りな が ら,純 粋 な 減 色 法 とは な らな い

複雑 な 発 色 とな る。

ま た,印 刷 イ ンキの 色 は,減 色 法三 原 色 の理 論 値 と比 較 して くるい が あ る

の で,印 刷物 の発 色 に"ひ ず み"を 生 じ る。

そ の ほ か 印 刷 機 材 の版 と ブ ランケ ッ トと紙 の 相 互 間 の イ ンキの 転 移 性,イ

ンキ の被 膜 性 粘度,フ ロー,膜 の 艶,乾 燥 条 件,紙 の性 質 や色 な ど 多 くの 要

因 に よ り,カ ラー フ ィル ム とは異 っ た発 色 をす る。 ま た,印 刷 目的に 適 応 す

るた め の 演 出効果 な どの 配慮 も必 要 で あ る。

した が って,カ ラー ・ス キ ャナ機 は単 に,カ ラー フ ィル ムの三 原 色 を正 確

に分解 す るだ け で は な く,印 刷条 件 と効 果 を考 慮 して,種 々の コン トロー ル

を 必要 と し て い る。

これ らの コ ン トロ ール 操 作 は,制 御 装 置 の コン トロ ール パ ネル に並 ん だ種

々の 押 ボ タ ンや ダイ ヤル を オ ペ レー ター が操 作 して 行 う。 この コン トロール

内容 は複 雑 で,現 在 の と こ ろ,オ ペ レー ター の判 断 能 力 に まか され て い て,

将来 重 大 問 題 で はあ るが,こ れ らの判 断 内容,修 正の 組 み合 せ効 果 な ど にっ
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い て くわ し くのべ る こと は,こ の 報 告 の 目的上,省 略 し,各 コン トロー ル 機

能 につ い て主 な もの を簡 単 に説 明 す る。

米 ハ イ ライ ト ・セ ッ トア ップ。

印刷 結 果 と して,原 稿 図柄 内で トー ンを必 要 とす る最 明 部 にY,M,C,

Bk,各 網 点%を 指定 す る。

例)ハ イ ライ ト部 が,ニ ュ ー トラル な 白で あ る場 合 は,C→8%,M,

Y→5%と い うよ うに セ ッ トす る。 も しハ イ ライ トが,ロ ン グ ピ ー スの 包

装 の よ うに ア イ ボ リー で あ る こと が,社 会 的常 識 と され て い る もの で あ る

場 合 に は,図 柄 全体 の 判 断 に よ るが,C→3%,M→5%,Y→15%と い

うよ うな セ ッ トを す る こと もあ る。

米 シ ャ ドウ,セ ッ トア ップ(Bkカ ッ ト)

原 稿 図 柄 内で トー ンを 必要 とす る最 も暗 い(又 は最 も濃 い)部 分 にY,

M,C,Bkの 各 網 点%を セ ッ トす る。こ の場 合,図 柄 の性 質 と人 間 の 感覚

か らの ど の 原 稿 濃 度 まで トー ンを 必 要 とす るか の 判 断 は,意 外 に容 易 で は

な いo

来 トー ン コン トロール

ハ イ ライ トと シ ャ ドウを 結 ぶ 中 間 の トー ン リプ ロ ダ クシ ョン カ ー ブを 指

定 す る。 原 稿 に対 して 最 も忠 実 な カ ー ブ を計 算 す る こ とは容 易 で あ るが,

原 稿 カ ラー フ ィル ム はか な らず し も,印 刷 目的 に 対 し,最 良の トー ンを も

って い る とは か ぎ らな い ので,印 刷 目的,効 果 な どを考 慮 して トーン カ ー

ブを 作 る。

例)国 会 議 事 堂や 日本 銀 行 の建 物 の よ うに権 威 を 象徴 す る こ とを 必 要 と

す る場 合 に は,ボ リュー ムを 強調 す るよ うな効 果 を ね らい,飛 行 機 や 新 し

い ビジ ネ ス ホ テ ル で は,逆 に 明 る さ,軽 快 さを 強調 す る よ うな カ ー ブを え

らぶ。

Xハ イ ライ ト ・コ ン トロー ル(ハ イ ライ ト・マス ク)

原 稿 図柄 の 明 るい部 分 のみ の トー ン カ ー ブを コン トロ ールす る。
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Xシ ャ ドウ ・コ ン トロ ー ル(シ ャ ド ウ ・マ ス ク)

原 稿 図 柄 の 暗 い 部 分 の み の トー ン カ ー ブ を コ ン トロ ー ル す る。

Xカ ラ ー ・コ レ ク シ ョ ン

原 稿 内 各 色 の余 色 と反 対 色 の濃 度 比 較 を 指 定 す る。

例)MinG(+)と は原 稿 の なか の グ リー ン部 分 のM版 の%を 増 す こ と。

YinR(一)と い えば,燈 赤 色 の部 分 のY版 の%を 滅 らす こ とを い う。

XUCR'(ア ンダ ー ・カ ラー ・リム ーバ)

原 稿 の 黒 い 部 分 のY,M,C,版 の 画 線 部 を ア ン ダ ー ・カ ラー と い い,

ア ン ダ ー'・カ ラーの イ ン キ量 を 減 じ て,墨 イ ン キ の紙 へ の転 移 を 良 くす る

こと をUCRと い う。本 来 は,印 刷上 の 都 合 上 使 われ た が,現 在 で は,原

稿暗 部 の カ ラー ・バ ラン ス の コ ン トロ ール に も利 用 され る。

Xlシ ャ ー プ ネス ・マス ク

'図 柄 を シ ャ ープ に みせ る効果 を も った製 版 画 像 特 有 の処 理。 原 稿 の 図柄

に よ り・,シ ャープ ネ ス ・マ ス クの種 類 や 強 さを 加減 す る。

例)岩 石 や機 械 な ど質 感 の 硬 い もの は,シ ャー プ ネ スを 強 く,綿 や 羽 毛,

な ど 質 感 の軟 か い 図柄 で は 弱 くす る。

以 上 述 べて きた コン トロール 内容 は,'現 在 の 実 用 機 の もつ コン トロー ル 機 能

の ∴ 部 に す ぎ ない が,使 用 頻 度 の 多い も の に つ いて のべ た。 問題 は,、 これ ら

の コン トロ ール の 程 度 を ど の よ うにす る の が 各 々の 印 刷物 の使 用 目的,印 刷

効 果,印 刷 条件 な ど か ら最 善 の指 定 内容 で あ るか の 判 断 が,オ ペ レ ー タ ーの

腕 前 に か か って い る こと で あ る。

標 準 的 な 指 定 内容 を セ ヅ トに して,数 種 類 記 録 して お き,原 稿 の 性 質 に よ

っ て,セ ッ トを え らぶ こ と で○ 各 コ ン トロ ール 内容 を オ ペ レ三 ター が毎 回操

作 す る こと を 省略 し,又 ジ 品 質 の安 定 を は か る方 法 も機 種 に よ って は 採 用 さ

れ て い る。

しか し,判 断 内容 は 複 雑 で,そ う簡 単 に 最 善 内容 を指 定 す る こ とは 難 しい

し,セ ッ ト方式 も セ ッ ト数 が 多 す ぎ れ ば,そ の 選 定 に手 間 がか か り,少 な くて
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は 図 柄 内容 に応 じ きれ な い 矛 盾 が あ る。

将 来 は,コ ン トロ ール 内容 を コン ピュ ー タで 判 定 した後,カ ラー ・ブ ラ ウ

ン管 に 印 刷 結果 を 予 測 し た 図柄 を映 像 し,オ ペ レー ター は そ の結 果 を 参考 と

し,人 間 の 感性 に よ る判 断 を ど う して も必 要 とす る一 部 分 の コ ン トロ ール の

みを行 うよ うに な る こと が 予想 され るが,そ の 場 合,コ ン トロ ール 内 容 の ノ

ウハ ウを す べ て 記 憶 で き る コン ピ ュー タを 各 機 械 に 装備 す るか,コ ン ピュ ー

タ ・サ ー ビス セ ン タ ーを置 き,原 稿 の 概 要 と 印刷 目的,・効果,条 件 など を 電

送 し,セ ン ターで 計 算 しそ の コン トロール 内容 を返 送 して も ら うよ うな 方 法

もあ り う る。

ま た,OA機 器 の パ ソ コ ンの よ うに,テ ー プ やデ ィス クに カ ラー ・ス キ ャ

ナ,オ ペ レー シ ョン ・ソ フ トを いれ て,オ ペ レ ー タ ーの手 間 を 省 き品質 の安

定 化 を はか るパ ッケ ー ジ系 の利 用 もあ り うる。

ど ち らが実 用 的 に 有 利 か は,現 状 で 判定 出来 難 い。

B.ト ー タル ・ス キ ャナ ・シ ステ ム

ここ で い う トー タル ・ス キ ャナ ・シ ステ ム とは,あ る一 定 の 機 能,機 種 を さ

す もの で は な く,カ ラ ー ・ス キ ャ ナ機 を 単 独 で稼 動 させ ず,中 央 制御 装置 に よ

る各 種 の装 置 が トー タル で(単 独 の カ ラ ー ・スキ ャナ よ り多 くの)機 能 を は た

す シ ス テ ム全 体 を い う こ と にす る。

(1)ト ー タル ・ス キ ャ ナ発 達 の 背 影

カ ラー ・スキ ャナ が 発 達 す る まで の カ ラー 製版 工 場 で は,色 分 解,マ ス ク

作 業,網 撮 りな どの カ メ ラ ワー ク部 門 と し タ ッチ貼込 み な ど の 集 版 部 門 とは,

ほ ぼ 同 数 の作 業者 を 必 要 と して い た。 し か し,カ ラー ・スキ ャ ナ が発 達 し,

特 に 網点 スキ ャナ 時 代 をむ か え る と網 撮 りまで の工 程 の 作 業 者 は激 減 した。

そ れ に対 し,集 版 工 程 は そ れ ほ ど で は なか っ た為 に,ス キ ャ ナ対 集 版 で は,

1:2位 の 必 要 人 員 数 比率 に な って きた。(勿 論,仕 事 の 内容 に よ り比 率 に

差 は あ る。)
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この よ うな事 情 か ら,今 後 さ らに カ ラー製版 工 場 の 効 率 を た か め,作 業者

一 人 あた りの付 加価 値 を 増 しな が ら ,品 質 を維 持 向上 す る た め に は,集 版 部

門 を 出来 るだ け 自動 化,機 械 化 す る こ と と,中 間 工 程 を 減 らす こ とが の ぞ ま

れ るよ うに な った。

そ して コ ン ピ ュー タを は じめ とす る電 子 機器 に よ って 集 版 工 程 を 処 理す る

た め の種 々の装 置 が 開発 され つ つ あ り,そ の シ ス テ ム化 に よ り一 層 の効 率 向

上 を め ざ し て い る○

トー タル ・スキ ャ ナ ・シ ス テ ム は,現 在 発 達途 上 に あ り,そ の 将 来 トー タ

ル され たす が た を規 定 す る こ と は さ け るべ きで あ ろ う。 こ こで は,現 在 使 用

され て い る機種 と近 い将 来 使 わ れ るで あ ろ う装 置 の な か で 主 要 な 例 を 機 能 別

に説 明す る。

② 入 力 装置

普 通 の スキ ャ ナ入 力 装 置 を 使 用 す る か 専用 機 を 使 い,デ ジ タル 信 号 に して

記 憶 装 置 にデ ー タを 記 録 す る。 現 在 は記 憶装 置 と して 磁 気 デ ィスクメモ リーを

利 用す る例 が 多い。

入 力 に際 し前 記 カ ラー ・ス キ ャ ナ機 の 制 御 に つい て の べ た よ うな コ ン トロ

ー ル(ス キ ャ ナ ・コン トロー ルCPU)を カ ラーCRTデ ィ スプ レイ で確認

しな が ら記 録 す る例 が 多 い 。

文字 の場 合 は,前 述 の よ うに階 調 はONorOFFで よい が,画 素 数 は 多 い

必 要 が あ るの で ライ ン ・ス キ ャ ナ(専 用,又 は 流 用)に か け て画 素数 の 多 い

入 力 を 行 い 別 に 記録 す る。

(3)修 正 装置

入 力 され た画 像 及 び文 字 を カ ラーCRTデ ィス プ レイ で 確 認 しな が ら,種

々の 修 正 を し た信 号 を 磁 気 デ ィ ス ク ・メモ リーに 記録 す る。

修 正 は,次 の レイ ア ウ トと連 動 した り,往 復 して 使 用 され る例 が 多 い。

(4)編 集/レ イ ア ウ ト装 置

レイ ア ウ トシ ー トか らデ ジ タイ ジ ン グ ボー ドや 数 値 入 力 装置 か らの 図形 を
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入 力 し,そ の 図形 に画 像,文 字 を デ ィスプ レイで 確認 し な が ら挿 入 す る。 ま

た平 網 指定 も図 形 入 力 して 平 網 や ス ケ ール を 挿 入 す る。 さ らに,レ イ ア ウ ト

装 置 と修 正 装置 を 使 って,切 抜 き指 定 をデ ジ タイ ザ や電 子 マ ス ク を利 用 して

切 り抜 きや移 動,画 像 の くりか え し,な どを行 うこ と もあ る。

別 に コン ピュ ー タ ・グ ラフ ィ ッ クス と 同 じ よ うな図柄 の 変 形,組 み か えな

ど も行 う。 これ らの機 能 は,ま だ 流動 的 で,機 種 に よ り,い ろい ろ と処 理 方

法,機 能 に 差 が あ る。 ま た文 字 情 報 処理 は行 わ ない機 種 も多 い 。

(5)校 正

編 集(集 版)の 終 った 結 果 を磁 気 デ ィス ク メ モ リーに記 録 す る。 また,C

RTデ ィス プ レイ で確 認 作 業 を 行 った り,場 合 に よ って は 校 正 出 力機 で 校 正

用ハ ー ドコ ピーを 作 る こ と もあ る。

(6)校 正 後 の修 正

校 正 に よ り修 正 を 必 要 す る場 合 は,磁 気 デ ィ ス クメモ リーか ら呼 び 出 し,

再 び 編集,レ イ ア ウ ト,修 正 シス テ ム に よ っ て修 正 を行 うこ とが 出来 る。

(7)画 像 出 力装 置

出 力 ス キ ャ ナ機(カ ラ ー ・ス キ ャ ナ機 の 出 力装 置 を使 う場 合 と専 用 機 に よ

る場 合 とが あ る。)で ス キ ャン して,ス キ ャナ ・フィル ム 上 に 露光 現 像 して

カ ラ ー製 版 の 仕 上 リフィル ムを 作 る。

以 上,ト ー タル ・ス キ ャ ナ ・シス テ ムの ア ウ トライ ンを 簡 略 にの べ た が,現

在 実 用 機 のす べて が,こ の よ うな 機 能 を そな え て い るわ けで は な い。

これ らの機 能 の うち当 面 の経 済 性 と生 産性 の効 率 が 良い と考 え られ る部 分 を

装 備 す る機 種 や,さ らに高 度 な 処 理 を 行 う場 合 もあ る。 ま た,工 場 の生 産 品 の

性 質 に よ って各 工 場 の トー タル ・シ ス テ ムに対 す る重 要 度 も異 な るの で,将 来

は各 機 能 及 び そ の品 質,能 率 な ど も各 工 場 の必 要性 に応 じて 端 末 機 の 選 別 が さ

れ る こと も考 え られ る し,各 機能 を 順 次付 加 して 次第 に トー タル ・シ ステ ム と

して の 効果 を高 めて い く方 法 もと ら れ る で あ ろ う。

将 来 へ の 展望 と し て は,多 種 多様 な制 御機 能 を すべ て各 工 場 が 各 個 に 保 有 す
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るよ りも,地 域 別,ま た は業 務 系 例 別 や メ ー カ ー別 に,画 像 処 理 サ ー ビス セ ン

ターを も って,各 工 場 では そ の と き ど きに 必要 な デ ー タを セ ン タ ー に送 り,セ

ン ターで コン ピ ュー タ処理 され た 画 像 処理 情報 を 自工 場 の 制 御 装 置 に 受信 して

画像 処 理 を行 っ て 出 力 す る こ とに よ り,各 工 場 の効 率,品 質,経 済 性 を 向上 す

るこ と も考 え られ る。

この 場 合,当 然 の こ とな が ら セ ンタ ー と工 場 をつ な ぐ メデ ィ ア は現 状 の 電話

回路 で は 容 量 が不 足 で 実 用 性 な く,ニ ュー メデ ィア の 出現 を 待 って,は じめ て

実 現 の 可 能 性 が うま れ る もの で あ る。

前 記 の よ うに カ ラー製 版 の 全 情 報 量 は大 き く通 信 情 報 と して 全 情 報 を 電 送 す

る こと は,現 状 で は一 部 の 目的 に か ぎ って 使 用 され ると考 え ら れ る。 い か に 画

像 を処 理 す べ きか の情 報 だ け な らば,必 要 情 報 量 はニ ュ ー メデ ィアで 充 分 な 量

と考 え られ る。 今 後 トー タル ・ス キ ャ ナ ・シス テ ムの発 展,普 及 の なか で の ニ

ュー メデ ィ ア の応 用 利 用 の 範 囲 は広 い もの と予 想 され る。

ま た,編 集,レ イ ア ウ ト機 能 を 出版 社の 編 集 や 企 画 デ ザ イ ン社 のデ ザ イ ン機

能 と して 応 用 した り,連 動 して 利 用 す るよ うな 面 にニ ュ ー メ デ ィ アを 応 用 す る

こと も考 え られ る。

また,グ ラ ス ・ケ ー ブル の 大 容 量 情 報 通 信 設 備 の 普 及 に よ っ て は,編 集 ス タ

ジ オ ～ ス キ ャ ナ ・ス タ ジ オ ～ 印刷 刷 版工 場 が 電 送 で連 動 す る こ と も出来 る で あ

ろ う。

別 の 問題 と して,静 止 画 像 の 処 理 技 術 の ノ ウハ ウを 最 も持 って い るの は製 版

工場 で あ り,今 後,ニ ュー メデ ィア の放送 ス タ ジ オ の 静止 画 像 の制 作 に トー タ

ル ・スキ ャナ ごス タ ジ オ が,連 動 ず る こと も考 え られ る。

しか しな が ら,そ れ らの実 現 の た め に は,ま だ 解 決 され て い な い技 術 的 問題,

経 済 的 問題,社 会 構 造,法 制 度 の 問 題 な ど 多 くの 問題 点 が残 され て い る。 今 後

一 層 の調 査 ,研 究,開 発 の拡 大 強化 が望 まれ る 次 第 であ る。
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B画 像伝送技術の現状と展望

1.総 論

画像 とい う言 葉 は 通 常,物 体,人 物 像,文 字,図 形 等 広 く視 覚 に 訴 え る情 報

とい う意 味 で 使 わ れ て い る。 さ らに 画 像 に は 動 画 お よ び静 止画 が あ るが,製 版

業 界 に お い て 取 り扱 う画 像 とい う場 合 に は,通 常 静 止 画 像 の 事 を 意 味 して い る。

近 来,エ レ ク トロニ クスお よび 電気 通 信 の 高 度 な発 達 によ り,色 々な 情報 の

大 量 高速 伝 送 蓄 積 応 用 が話題 に な って きて い る。 日々 の生活 の 中 にCATV,光

フ ァイバ ー,INS,LAN,な ど とい う言 葉 が 出な い 日が無 い程,我 国 の 電 気

通 信 シ ス テ ム は増 々高 度化,多 様 化 の方 向 に 発 達 しつ つ あ る。 現在,製 版 業 界

にお い て も,こ の事 に無 縁 で い られ る状 態 で は な く,何 が しか の影 響 を受 け る

もの と 考え ね ば な らな い 。

通 常 画 像 通 信 の 目的 は,次 の様 な機 能 を遠 く離 れ た 位置 で実 現 す る事 に あ る 。

1)明 暗 の 識 別

2)形 の 識 別

3)動 きの 識 別

4)色 彩 の 識 別

5)空 間 的 位 置 関 係 の識 別

画 像 通 信 に は,そ の 用 途,目 的,実 現 に要 す る経 済 性,ま た 画 情 報 の 容 量 な

ど種 々の 条 件 に応 じた実 現 形 態 が あ る が,取 り.扱 う情 報 の 動 きに よ って分 類 す

れ ば 動 画 像 通 信 と静 止 画 像 通 信 にな る。

静 止 画 像通 信 に は,さ らに 非 持 続 性 可 視 像 の ソ フ ト・コピー 通信 と持 続性 可

視 像 の ハ ー ド ・コ ピー通 信 に分 類 され る。 ソ フ ト・コ ピー通信 で は,伝 送 し た

内容 を モ ニ タ ーTVな どに 写 し出 す 事 に 依 り内 容 を 確 認 認 識す る。 ハ ー ド ・コ

ピー 通信 に お い て は,伝 送 され た 内 容 を 記 録 紙 に 記 録 し読む 事 が で きる。 代 表

的 な もの と して フ ァ クシ ミ リが あ る。

こ こ で ソ フ ト ・コ ピー,ハ ー ド ・コ ピ ー と呼 ん で い る が両 者 の 違 いを 簡 単 に

一107一



い う と,ソ フ ト ・コ ピー とい うの は,一 時 的 な 画 像 でCRTに 表 示 され た 静 止

画 像 や 電 子 的 な数 字 表 示 な ど がす べ て これ に あ た る。 ハ ー ド・コ ピー と は,プ

リン ト・ア ウ トされた 記 録 など で,読 む こ とが で き るもの の 意 味 で プ リン タ,

フ ァ ク シ ミ リ受信 画,複 写 され た 記 録 画 な ど で あ る。 ハ ー ド・コ ピーが 記 録 と

して 永 久 的 な もの であ るの に 対 し,ソ フ ト ・コ ピー は一 時 的 な記 録 で い ず れ 消

え 去 る も の とい うニ ュア ン スで あ る。

こ こで 我 々製 版 業界 と画像 との 関 連 に付 いて 考 え る と,我 々は 原 稿(透 過 原

稿,反 射 原 稿),デ ザ イ ン,印 刷 と最 も画 像 とい う面 で密 接 な 関 係 に あ る業 界

で あ り,日 々取 り扱 って い る もの は 画 像 に 他 な らな い 。

当 業 界 は デ ザ イ ン と印 刷 の 中 間 に 位 置 し て お り,原 稿 を 印刷 に 適 用 す べ く,

YELLOW,MAGENTA,CYAN,BLACKの4色 に分 解 し,分 解 版 を 作

る事 を主 体 と して 行 って きて い る。 過 去 に お い て は,こ の 色 分解 は カ メ ラお よ

び フ ィル ター を 用 いて 光 学 的 に作 られ て い たが,昨 今 の電 子 技 術,特 に コ ン ピ

ュ ー タ技 術(ア ナ ログ ・コ ン ピ ュ ー タ,デ ィ ジ タル ・コ ン ピ ュー タ共)の 発 達

に よ り,現 在 は 電子 製版 機(カ ラ ー ・スキ ャナ)が 主 体 とな って い る。 当 業 界

に お け る電 子 製版 機 の導 入 は,電 子 技 術 の発 展 と共 に あ り,昭 和30年 代 後 半 に

は既 に 導 入 され フル 稼 動 の状 態 にあ った 。

●

2.画 像 伝 送 技 術 の 現 状

画像 伝 送 を 考 え る場 合 に,当 業 界 に お い て は 静止 画像(但 し,ハ ー ド ・コ ピ

ー の みな らず ,ソ フ ト ・コ ピー も含 む)を 主 体 に考 え る もの とす る。 ま た我 々

は常 日頃,印 刷物,写 真 を 取 り扱 って い るの で 伝 送 技 術 の 前 に 画像 情 報 の性 質

に付 い て先 ず 考 え てみ たい。

画 像 が どの 程 度 シ ャ ー プで あ るか 否 か は,解 像度 と視 覚 の問 題 で あ ろ う。 人

間 の視 感 度 は390nmか ら720nmに あ り,最 高 感 度 は555nmで あ る。 被 写 体

の 明 る さが そ れ ぞ れB1,B2で あ る と き,両 者 の 比C=B多/B1を コン トラス ト・

レシ オ(CONTRASTRATIO)と い う。B1,B2を そ れ ぞ れ 反 射 率 で 表 わ
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しB2が 完 全 反 射 の と き普 通 βogπB2/Blを も ってB1の 部 分 の 濃 度 を 表 わ す 。

また 人 間 の 目 は10-4～IO"6ル ー メ ン/㎡ の 明 る さの 変化 に応 動ず る。

小 さな対 象 物 を 見 分 け る事 は,コ ン トラス ト,明 る さ,対 象物 の性 質,網 膜

上 の 位 置,見 てい る時 間 な ど に よ って変 わ って くるが,高 い コ ン トラス ト,白

色 光,明 るい 照射 の も と で 白紙 に2本 の黒 の線 は視 角 で1.45×10-4rad,網 膜

上 で2.1μmま で 識別 で きる。

一 連 の 白 と黒 の組 パ ター ン でそ の 線 巾 を順 次変 え た もの が 光 学 系 テ ス トに 用

い られ る が,あ る細 か さ を過 ぎ ると,そ の像 の 白黒 の線 の 識 別 が 困難 とな る。

これ を 空 間周 波数 応 答 と よぶ。 白黒 の 組 の長 さ λ(mm)の 逆 数1/aを 空 間 周 波

数 と よび,こ れ に対 応 す る像 の 白黒 の反 射 率 の和 で 白黒 の 差 を 割 った 値 を もっ

て性 能 を 表 わす 。

送 信 原 稿 と して の 印 刷物 は,文 字,線 画,け い線,網 点 画 像 な どの 組 合 せ で

画 面 が 構 成 され て い る。 そ の 中 で 文字 お よび 網 点 画 像に 付 い て原 画 の性 質 に関

連 す るの で簡 単 に記 す。

2.1活 字 の 大 き さ 及 び書 体

文 字 の 大 き さは 通 常 ポ イ ン ト数 また は級 数 で表 わ され 新 聞活 字 に付 い て は 別

の 基 準 寸 法 を 有 して お り,倍 数 で 表示 され る。

1)ポ イ ン ト(POINT)

活 字,込 め物 など の 大 き さの 単 位,日,英,米 で は,ほ ぼ1イ ンチ の%2

のO.3514mmを1ポ イ ン トoヨ ー ロ ッパ で は,0.3759mmを1ポ イ ン ト(デ ィ

ド一 式 ポ イ ン ト)と よ ぶ,一 般 文 書 で は8～14ポ イ ン トの 文 字 が 主 に 使 わ れ

て い る。

2)パ イ カ(PICA)

12ポ イ ン ト(4.217mm)に 相 当 す る欧 文 活 字 の 大 き さ,字 間,行 間,行 長

な ど の 寸 法 の 基 準 。
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3)シ セ ロ(CICERO)

独,仏 両 国 での 活字 の大 きさ に対 す る よび 方 の一 つ,12デ ィ ドー ポ イ ン ト

(4.511mm)に 相 当。

4)号 数 活 字

初号 か ら8号 まで9種 類,JIS規 格 の 制 定 で号 数 系 の活 字 は ポ イ ン トに

換 算 して よ ぶ事 に な った。5号 活 字 の1/S(O.461285mm)を 単 位(IS)と す

る新 号 系 活 字 もあ る。

5)級 数

O.25mmを 単 位 とす る写 真 植 字 文 字 の 寸 法基 準 。

6)倍 数

新 聞 活 字 の大 き さを 表 わ す単 位 。

88/1000イ ン チ(2.235mm)を1倍 とよぶ,但 し1倍 活 字 だ け は,横110

/1000イ ンチ,縦88/1,000イ ン チの へ ん平 活 字 に な って い て 他 の 活 字 はす

べ て正 方 形 で あ る。 又1rg倍(11/1000イ ンチ)をu(UNITYの 略)と よ

び 字 間行 間 な どの基 準 寸 法 と して い る。

7)明 朝 体

横 線 巾1に 対 して 縦 線 巾2(小 さ い活 字)～5.5;(大 きい活 字)で つ り合

い が 良 く最 も多 く用 い られ て い る。

8)ゴ シ ック体

縦 横 の 線 と も一 様 に太 く角 ば っ た文 字。

9)そ の 他

清 朝 体,教 科 書 体,隷 書 体,宋 朝 体,太 が な な どが 使 用 され て い る。 他 に

も行 書,草 書,て ん書 な ど や特 殊 な 装 飾 文 字 もあ る が使 用範 囲 は 極 め てせ ま

いo

2.2網 点 画 像

印 刷 で 画 像 の濃 淡 を 再 現 す る方 法 と して は,① 通 常 イ ン クの 盛 り量 を 変 え る
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b

凹版 印刷 の方式 と,② 階調 を微 小点(網 点)の 大 小に分解 し,一 定面積 に 占め

るイ ン ク付着部の面積の割合で視 覚的に濃淡を表 わす方式 があ り,後 者 の方式

が圧倒 的に多い。 白黒の場 合には,一 服 で も良いが,カ ラーの場合 にはY,M,

C,Bの4版 の網点版を作 り各版 には各 々網点間に角度を付 けてある。

網 点画像 は ス ク リーン線数 の多い程,階 調 の再現は良い が,印 刷用紙 の再現

性 に限度が あるので一般的には60～175線/イ ンチのス ク リー ンが用 いられて

い るo

ス ク リーンの種類。直網発 生機 の場 合では,網 点形状,版 機 の種類,印 刷条

件 などに よって 印刷物 に至 るまでの各工程 にお ける階調 の変換特 性が異な り印

刷物 の仕上 りも異 って くる。一 般的には印刷物 の品質は,見 る人の主 観的要素

が多分 に入 り 「印刷物の品質 とは,印 刷物 のいろい ろな外 観特 性の総合効果 で

ある」 と言 われてい る。 イ ンクは通常径がO.01～0.5μm程 度の顔料 を鉱油 そ

の他 の液体 に樹脂 類を溶解 したべ ヒクル中に懸濁 した もの であ り,印 刷 は多孔

性構造 の紙 とインクが圧 力の下で接触 してイ ンクが転移 す るプ ロセスなので,

印刷 時の諸 現象は記録 された画像の品質に大 き く影 響する。依 って印刷物 は,

身近 な ものであ るに もかかわ らず,測 定で きる物理 量との相 関でその品質を い

い表 わす ことは難 しい。

最後 に ファクシ ミリ ・システムにおいて最 良の原 稿である写真 に付 いて述 べ

る。原稿 と して見た場 合には鮮 鋭度,粒 状性 と粒状 度,濃 淡分布,ク ロマチ ッ

クネス(色 相 と彩 度を合わせた概 念)が 重要 な要素 となる。連続調画像 の記録

には古 くか ら銀塩 感光材料 が主 として用い られてい る。銀塩感光材料 はハ ロゲ

ン化銀を ゼ ラチ ン中に分散 した写真 乳剤をプ ラスチ ックフィル ム,ガ ラス,紙

など の支持体上 に塗布 した ものが感光主体で感度,解 像度,階 調顕 像化,カ ラ

ー化 など使用 目的に応 じて多様 な適応 がで きる性質 を有 している。 しか し感光

材 料 におい ては,い かに鮮 鋭な微細像を投影 して も顕像化処理 の結果得 られ る

像の再現 力には限度があ り,写 真 的な処 理工 程を重 ねるに従 って鮮鋭 さの低下

が生 じる。鮮鋭 度は写真画 像の微細構造 を物理 的に測定 した量 によ り写真 像の
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よ さを 評 価 す る尺 度 で,エ ッジ像 の 輪 か くの 明瞭 さと テ クスチャ像 におけ

る細部描写 のよ さの2つ の観 点が あ る。 フ ィル ムあるいは印画紙に入 射 した光

は写真 乳剤層 中で散乱 し,入 射光 の分布 よ りもぼけ た有効露光量の分布を作 る,

現像 を行 うと有効露光量 に応 じたハ ロゲン化銀 が還 元 されて銀粒子 の分布 が生

じる。銀粒子1個 の大 きさは約2μmか らその1/IOぐ らいの範 囲である。

以上,電 送の原稿 としての写真,印 刷物 について述べてみた。

1枚 の画像を縦横 の線で網 目の よ うに分解 してゆき画像 の最 小単位 を画素 と

よぶ。 画像伝送 とは多数の画素信号 の伝送 と考 えられ る。送 信側で画像を画素

に分解 し順次伝送路 に送 り,受 信側 では送信側 と逆 の操作で送 られて きた画 素

を組 み立 て直 し元の画 素を再現す る。

画像を 画素に分解及 び画 素を 画像 に組立 て ることを走査 と呼 んでい る。 画素

に分 解 した り,伝 送 の メカニズムは,製 版業界で使用 してい る電子製版 機(カ

ラー ・スキ ャナ)と 非 常 ににかよ った部分 が多い。

画像通信方式 とカ ラー ・スキャナの大 まかな系統 図を示 す。

誌 萎 覆 伝 送 系 議 難 蕊 、
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画像 伝 送 とカ ラー ・ス キ ャナ に お い て は,画 素 数,容 量 な ど に 違 い はあ って

も同様 な機 構 を有 して い る の で製 版 業 界 が 電気 通 信 技 術 の 先 端 に あ る伝 送 に興

味 を持 つ の は 当然 と思 われ る。 現 在,画 像伝 送 の実 際は 何 か と な る と ファ クシ

ミ リと言 え るで あ ろ う。

我 国 で は写 真 電送 あ るい は模 写 電 送 と よば れ,銀 塩 写 真 材 料 な どを 用 い て 中

間調 を忠実 に再 現す る もの を 写 真 電送,比 較 的簡 易 な記 録 手 段 に よ り主 とし て

白黒 の文 書 画 面 を再 生 す る も の を模 写 電 送 と称 して きた が,今 日フ ァ ク シ ミ リ

とい えば 両 者 を 包 含 す る。

フ ァ クシ ミ リは1843年,英 国 のALEXANDERBAINに よって発 明 さ

れ た。 日本 で は1928年NE式 写 真 電 送 装置 が完 成 して い る。 フ ァ クシ ミ リ

が 組織 的 に利 用 され 始 め た の は,1955年(昭 和30年)以 後 で あ る。1959年

東 京 一札幌 間 で広 帯域 回線 を 用 い た新 聞 紙 面電 送 が開 始 され た。1965年(昭

和40年)以 後,一 般 企 業 で の 利 用 が 広 が り,1972年,公 衆 電 気 通 信 法 改正 に

よ る電 話 網利 用 フ ァ ク シ ミ リの登 場 に よ り専 用線 しか利 用 で きな か った もの が

電 話 網 によ り手 軽 に利 用 で き る様 にな った。

フ ァ ク シ ミ リの基 本 過 程 は,

1)送 信 走 査

二 次元 的 広 が りを 有 す る送 信 画面 を碁 盤 の 目の よ うに 多 数 の画 素 に 分 解 す

る。

2)光 電 変 換

各 画 素 の 白黒 の光 学 的性 質 を 電 気 信 号 に変 換 す る。

3)伝 送

電 気 信号 を通 信 路 を 介 して 受 信 機 に 伝 送 す る。

4)記 録 変換

受 信 した電 気 信号 を記 録 の た め の エネ ルギ ーに 変換 し各 画 素 の 白黒 を記 録

して 再 現 す る。

5)受 信 走 査
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画素を組み立てて送信 画面 と同様の二 次元的広が りを有 す る記録画 を得 る。

6)同 期送信走査 と受信走査の速度を等 し ぐと り,送 信 画素と受信 画素 の配列

を正 し く1:1に 対 応 させ る。

以上 の事 が基本過 程で ある。

ファクシ ミリ装置の 構成 は使 用す る伝送路の種 類 と電送速度 によって特徴づ

け られ る。通信回線及 び伝送路 とファクシ ミリ装置の特徴 を表示 す る。

通 信 回 線

回 線

国

内

寛 々公社交換 回線 電 話 網,デ ィジ タル デ ー タ網

電 々公社専 用回線

D規 格(3.4KHz),G規 格(12KHz),1規 格

(48KHz),J規 格(240KHz)等

自 営 回 線 国鉄,建 設 省,電 力会社 等

国 際 寛 々 回 線 有線,無 線,衛 星,海 底 線 等 に よ る 国 際回 線

そ の 他 無線 放 送,気 象 衛 星,テ レ ビ多 重,CATV等

伝送路 とそれに接続 され る装置の特徴

伝 送 路 電送 速 度 フ ァクシ ミリ装置 の特 徴 用途 通信形態等

3.4KHz加 低 速 ファクシミリ 1)NCUが 必要 用 途:汎 用

入電話回線 2)ア ナ ログ伝送 通信形態:相 互通信形
4～6分/A4

3)AM又 はFM変 調 が多い

4)CCITTグ ル ープ1機 器相 当

中速 ファクシミリ 1)NCUが 必要

2)ア ナ ログ伝送

2～3分/A4 3)AM-PM-VSB変 調

4)CCITTグ ル ープ2機 器相当

高速デ ィジ タル 1)NCUが 必 要
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フ ァ ク シ ミ リ 2)デ ィ ジタル伝送

(デ ータモデ ムを使用)

3)帯 域圧縮処理

4)高 速走査,高 速記録が必要

5)CCITTグ ル ープ3機 器相 当

3.4KHz 変調方式により 1)通 常NCUは 不要 用途:特 殊業務用,原

専用回線 低速～高速伝送 2)変 調,走 査,記 録方式 稿サ イズ,走 査線密

度,主 走査速度,伝
(D規 格) が可能 加入電話回線用に同じ

12KHz 1分/A4程 度 1)通 常NCUは 不 要

送制御方式等は適用

業務に合わせて最適

専用回線 2)画 信号回線のほかに制御信号回
化 され ることが多い。

(G規 格) 線 インタフ ェースを持つ 通信形態:同 報配信,

3)AM・AM-VSB変 調 転送,集 信等の一方

4)高 速走査,高 速記録が必要 向通信形や蓄積交換

48KHz 数10秒/A4 1)NCUは 不 要
形が 多い。

伝送路の利用形態:端

専用回線 2)AM・AM-VSB変 調
末 一端末 ・分 岐回線

(1規 格) 3)高 速走査,高 速記録が必要 システム ・電 々公社

直営PEX20形 専 用

線交換機による回線

交換システム(G規

格)。

デ ー タ 網 通信速度(最 高 1)NCUが 必 要 用 途:汎 用

48Kbps)に よ 2)DCEイ ン タ フ ェ ー ス が 必 要 伝送路のサ ー ビス形態

り低速～超高速
:回 線 交換サ ービス,

3)デ ィジ タル伝送(モ デムは不要)

パ ケ ッ ト交換サ ー ビ

電送が可能
ス,回 線サー ビス等

が あるo

無 線 低 速 1)無 線 機 イン タフェースが必要 用途:特 殊業務用

2)レ ベ ル変動,雑 音,混 信の影響

を受けない変調方式が必要
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電 話 網 用 ア ナ ログ ・フ ァ クシ ミ リに は,A4判 原 稿 を4～6分 で電 送 す る低

速 フ ァ ク シ ミ リと2～3分 で電 送 す る中速 フ ァ クシ ミ リが あ り,性 能 はCCI

TT(国 際 電 信 電 話 諮 問 委 員会)勧 告 の グル ー プ1機 器 お よび グル ープ2機 器

に 相 当す る。 低 速 フ ァ ク シ ミ リにつ い て はCCITTはFM変 調 を 勧告 して い る

が,我 国 ではAM変 調 方式 を採 用 す る装 置 が 多 い。 一 般 に標 準 通 信 モ ー ドの ほ

か に,伝 送 時 間 の短 縮 の た め の 走査 線 密 度 を 粗 くした高 速 モ ー ドを有 して い る。

更 に走 査 線 密度 を 密 に し たモ ー ドを 持 つ の もあ る。 低 速 ファ クシ ミ リと 中速 フ

ァ クシ ミ リの 主 な 相 違 点 は 変調 方式 と伝 送 制 御 手 順 に あ る。 走査 に関 して は差

は ほ と ん ど な い。

通 常走 査 線 密度 は,CCITT勧 告 が3.85本/mmで 日本 におけ る実 用例 として

は,標 準 で3.85本/mm,フ ァイ ンで5.78本/mmで あ る。

変 復調 方 式 は,電 送 時間 の短 縮 化 の た め 伝 送 路 の能 力 を有 効 に 利 用す る能率

の よい もの で あ るだ け で な く,伝 送 路 に起 因す る振 巾 ひず み,位 相 ひず み,位

相 ジ ッ タ,雑 音 等 に 対 し記 録 画 質 の劣 化 を 生 じな い もの で あ る必 要 が あ る。 フ

ァ クシ ミ リ電 送 に お い て,走 査 線 密 度F(本/mm),原 稿 の面 積A(mnd),電

送 時 間T(S)と 最 高 画 周波 数fp(Hz)と の 間 に は 次 の 関 係 が あ り,fpはF2

に 比例 し,Tに 反 比 例 す る。fp-AF2/2.T

電送 時 間 を 短 縮 す る ため に 主 走 査周 波数 を 高 く選 ぶ と最 高 画 周波 数 が高 くな

り,変 調 され た と きの 周波 数 スペ ク トラ ム が広 が り,伝 送 路 に よ るひず み の 影

響 を 受 け やす くな り受 信画 質 が劣 化 す る。 電 話 網 用 デ ィジ タル ・フ ァ ク シ ミ リ

はA4判 を30秒 ～1分 で電 送 す る。 これ は デ ィ ジ タル 帯 域圧 縮 技 術 と高 速 デ ー

タモ デ ム を 用 い た デ ィ ジ タル ・フ ァ クシ ミ リ装 置 で あ る。 この装 置 はCCITT

で グル ー プ3機 器 に相 当 す る。 装 置 の形 態 は,送 信 専 用 機,受 信専 用機 と送 受

信 機 能 を 備 え た送 受 兼 用機 が あ る。 走 査 線 密度 は 主 走査 が8ド ッ ト/πm,副 走

査 が4本/mmの もの が標 準 モ ー ドで あ るが 高 品 質 モ ー ドを持 つ も のが 多 い 。

デ ィジ タル ・ファ ク シ ミリ装置 は帯 域 圧 縮 技 術 を用 い て画 像 情 報 中 の 冗調 度

を 減 ず るた め,信 号 をデ ィ ジ タル処 理 し,そ の情 報 をデ ー タモデ ムに よ り伝 送
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す る。 従 って電 送 時間 は原 稿 の 内容 と使 用 す るデ ー タ ・モ デ ムの 伝 送 速 度 に よ

り変 わ る。 加 入電 話 網 利 用 の 場 合,伝 送 速 度 は4800bpsが 多 く使 用 され てい る

が,9600bpsも 使 用 され て い る。 冗 長 度 抑圧 と して は,2進 化 した デ ィジ タ

ル ・フ ァ ク シ ミ リ信 号 か らその 統 計 的 な特 性 を 利 用 し符号 化 す る こ とで あ る。

符 号 化 方 式 として フ ァ クシ ミ リ信 号 を1走 査 ご とに 符 号化 す る一 次 元 符号 化 方

式 と隣 接 す る走 査 線 間 の相 関 も利 用 す る二 次 元 符 号 化 方 式 が実 用 され て い るが,

市販 の デ ィジ タル ・フ ァ ク シ ミ リに 採 用 され てい る もの は 統一 化 され て い な い 。

専 用 回線 を フ ァ ク シ ミ リに 利 用 す る 主 な理 由 と して,

1)通 信量 が 多い た め専 用 回線 を 用 い る方 が経 済 的 で あ る。

2)同 報 配 信,集 信 等 の 一 方 向通 信 が 多 く通信 制 御 装 置 を 用 い て 効 率 の よい シ

ス テ ムを 構 成 す る。

3)コ ン ピ ュ ー タを 用 い た 蓄積 交 換 シ ステ ム な ど の 高度 に 自動 化 され た シ ス テ

ムが 要 求 され る場 合 で あ る。

装 置 は適 用 業務,適 用 シ ス テ ム に対 して最 適 に な る よ うに 決 定 され る。 原 稿

サ イ ズ はA6か らA3サ イ ズ まで あ り,走 査 線 密 度 は3本/mmか ら8本/mmま

で あ る。 回線 は寛 々公 社 のD規 格 回 線(3.4KHz),G規 格 回線(12KHz),

1規 格 回 線(48KHz)と あ る。 新 聞 電 送 用に はJ規 格 回線(240KHz)も 用

い られ て い る。

デ ー タ網用 フ ァ ク シ ミ リは,デ ー タ網 の特 徴 で あ る1)接 続 時 間 が 短 い 。2)

伝 送 品 質 が 高 い た め 高 品 質 な画 像 の 伝 送 が で き る

な ど の 利 点 の ほか に,

1)48Kbpsの 伝 送 が可 能 の た め伝 送 時 間を 短 縮 で きる。

2)全 二 重 通信 が で き る。

3)高 価 なデ ー タモデ ムが 不 要 。

4)同 期 伝 送 が で き る。

5)パ ケ ッ ト伝送 が で きる。

など の 特 徴 が あ る た め 多様 な通信 シ ス テ ムを構 成 す る ことが で き る。
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加 入 者 とデ ー タ網 との イ ン タ フ ェー ス はDTE(端 末 装置)-DCE(回 線

終 端 装 置)イ ン タ フ ェ ー スに な る。CCITT勧 告 のXシ リ・・一ーズ,Vシ リー ズ の

いず れ に て も接続 す る こ とが で き る。

フ ァ クシ ミ リ通 信 の利 用形 態 と して は,新 聞 ニ ュース 写 真 の電送 の よ うな特

殊 用途 に始 ま り,警 察,国 鉄 な どの 指 令 通 信,電 々公 社 の電 報 集配 信 な ど の 特

定 業務 へ 利 用 が 広 が り,さ らに 電話 網 フ ァ クシ ミ リの 登 場 に よ り事 務機 と して

不 特 定 事務 用 と して 利 用が 広 が って い る。 業 種 別 利 用 状 況 と して は,画 像 電子

学 会 が5年 毎 に行 って い る調 査 統 計 を み る と,1967年(昭 和42年)14,591台,

1972年(昭 和47年)41,123台,1977年(昭 和52年)100,766台 へ と増 加

して い るの が 良 く分 る 。

業 種 別 で は 昭和52年 の調 査 を み る と,金 融,製 造 業,商 社 が全 体 の39%を 占

め,更 に寛 々公 社 の 保 有 台数 の 約 半 分 が電 話 フ ァ ッ クス お よび 為 替電 送 用 フ ァ

ックス で あ るの で,全 利 用 台 数 の 約50%が 企 業 に お け る一 般 事 務 用 フ ァ ク シ ミ

リで あ る。 又写 真 電 送 は5年 間 で あ ま り伸 び て い な い こ と も判 る。

画 像 電子 学 会 が 発 表 して い る フ ァ ク シ ミ リ利 用 台 数 の推 移 表 を下 記 に示 す 。

設置台数 〔千台 〕
、50510152025303540

電 電 公 社
国 際 電 電

男 〃 〃1〃 〃』lll
1

国 鉄 塀
1

警 察 堺一
統一 計

気 象 庁
昭和42年 調査

昭和47年 〃
昭和52年 〃

ソ 場9;竜 台
1_

100,766台
NHK

新聞社 ・報道
通信 ・放送

`

17/,//■// /」

官公庁 ・電 力
・ガス
〒

金 融 ・

製造業 ・商社

■
'//////1

船 舶 通 信 //////」一
そ の 他 コ
写真電送← 一十一→ 模写電送

わが国における業種別ファクシミリ利用台数の推移(画 像電子学会)
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フ ァ クシ ミ リ通信 の 送 信 原 稿 内 容 は,大 き く分 け て,

1)原 始 情報 フォ ー マ ッ トを ほ ぼ そ の ま ま送 信 原 稿 とす る もの 一 写 真,気 象

図,指 紋,戸 籍 簿,住 民 票,印 鑑 登 録 票,電 報,為 替 伝 票,図 面,新 聞,カ

タロ グ,資 料 文 書 等 。

2)原 稿 を 作 成 して 送 信 原 稿 と す る もの 一 ニ ュー ス原 稿,連 絡 文書,手 紙,

事 務 書 類 等。

3)特 殊 な送 信 原 稿 を 用 い る もの 一 書 籍,マ イ ク ロフ ィル ム等 。

の3つ に分 け られ る。

フ ァ クシ ミ リの 規 格,性 能 を示 す 定数,用 語 が あ る が,最 高 画 周 波 数 と電 送

時 間 の 関係 は 次式 に 示 され る よ う な関 係 にあ る。

・・一 π ●㌫'N(H・)・ 一 π'D,'器'F2(S)

ここ で

fp:最 高 画 周 波 数(Hz)

T:電 送 時 間(S)

D:円 筒 直 径(mm)

F:走 査 線 密 度(e/mm)

U:有 効 円筒 長(mm)

N:円 筒 回転 数(rpm)

f:走 査 周 波 数(eps)

一 般 的 な フ ァ クシ ミ リに 付 い て 述 べ て きた が ,現 在 製 版 業 界 で 原 稿を 色分 解

して 分色 版 を作 成 そ れ を 印刷 へ 回す ことに な る訳 だ が,画 像 伝 送 と して考 え る

時,最 も近 い形 態 で 行 われ て い るの は 新 聞電 送 で あ る と思 わ れ る。 我 々は通 常

カ ラー 原 稿 よ り分 解 し露 光 ユ ニ ッ トに露 光 す る とい うプ ロセ スを 行 って い る。

ま た最 近 は レイ ア ウ ト・ス キ ャ ナが 導 入 され 色 々な 原 稿 を 編 集,レ イ ア ウ ト

して コ ン ピュー タに よ り計 算 を 行 い露 光 す る シ ステ ム が数 多 く使 用 され て い る。

新 聞 に お い て も編 集 レイ ア ウ トを1カ 所 で行 い,こ れ を 遠 隔 地 へ 電送 し 活版
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組 版工 程 を省 力化 して い る。 新 聞 ファ ク シ ミ リで は 紙 面 と し て編集 され た 活 版

組 版 を校 正 刷 機 に か け,清 刷 印 刷 を 作 り,こ れ を フ ァ クシ ミ リ原 稿 と して 使 用

す るの が普 通 で あ る。

コ ン ピ ュ ー タに よ る 自動 編 集 の場 合 に は,清 刷 原 稿 を 作 らず に コン ピュ ー タ

か ら直接 送 り出 す こ と もあ る。 伝送 され た 信 号 は 受 信 側 で ネ ガ フ ィル ム画 像 と

して受信 され,金 属 版(あ るい は樹 脂 版)上 の感 光 膜 上 に 焼 き付 け られ る。 こ

の金 属 版 は エ ッチ ン グ工 程 を 通 って 刷版 と な り印刷 工 程 に よ り新 聞 が製 作 され

る。 新 聞 フ ァ クシ ミ リ装 置 に 関 連 す る要求 事 項 と して文 字 品位 を考 え た 解 像度

が得 られ る こ と網 点 と走査 線 の 間 に モ ワ レ現 象 が発 生 しな い よ う配 慮 され,伝

送 品 質 に よ る画 像 劣 化 対 策 が な され,1紙 面 を高 速短 時 間2～3分 で 伝 送 で き

る こ とな ど で あ る。 伝 送 時 間 の 高速 化 と画 像 品 質 の 向 上 は,フ ァ クシ ミ リの規

格 性 能を 示 す 定 数 の時 に示 し た 公 式 か ら も相 反 す る条 件 で あ り,両 者 を 同 時に

満 た す た め に広 帯 域 伝 送 回線 が 使 用 され て い る。 通 常1規 格(60.15KHz-・107.

75KHz)が 使 用 され て お り,高 速 高 品 質 を 要 求 され る場 合 に はJ規 格(312.5

KHz～551.8KHz)が 使 用 され て い る。

光 学 系 は レザ ー光 源,特 に 受 信 側 で は主 に,He-Neガ ス ・レザ ーが 使 用 さ

れ,変 調 す る画 像 信 号 の 最 高 周波 数 は伝 送 回線 の帯 域 に も よ るが,基 本 周 波数

で240KHz,解 像 度24本/mmが 得 られ て い る。

高速 化 技 術 は新 聞 フ ァ ク シ ミ リに は不 可 欠 で あ り,こ れ に は 伝 送路 を 有効 に

活 用 す る方法 と情 報 の 冗 長 度 を 削 減 す る方 法 が あ る。

回線 の 有効 活 用化 の ため に 多値 多 相 の変 復 調 方 式 が採 用 され てい る。

サ ン プ リン グ処 理 し ない 連 続 値 を 取 り扱 う方 法 と して3値AM-VSB方 式,

3値mb-PMVSB方 式,サ ンフ0リ ン グ した離 散 値 を 取 り扱 う方 法 と して4値 デ

ィジ タル 方式 が あ る。3値AM-VSB方 式 は フ ァ クシ ミ リ画 像 情 報 の 黒 信号 を

0レ ベル と し,白 信 号 を 交 互 に プ ラス マ イ ナ スに 振 り分 け,3レ ベル 信 号 と し

た 後,AM-VSB変 調 をか け て 伝送 す る。 この方 式 は,白 黒2値 信号 の ま ま変

調 す る場 合 と比 較 し50～80%の 高 速 化 が 可 能 で あ る。
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3値AM-PMVSB方 式 は3値 のAM-VSB方 式 に 比 較 して搬 送 波 が 交 互 に

0,π 相 に 変化 す る 方式 で5値 のAM-VSB方 式 に相 当 す る。4値 デ ィ ジ タル

方 式 は,画 像 信 号 を時 間 的 に サ ン プ リン グす る点 で全 くデ ィ ジ タル ・モ デ ム と

似 て い る。

情 報 の 冗 長 度 を 削減 す る方 法 の一 つ にデ ィジ タル 伝 送 に お け る帯 域 圧 縮が あ

る。 帯 域 圧 縮 に は 色 々な方 式 が 考 案 され,利 用 されて い るが,そ のい くつ か に

つ い て述 べ る。一 般 に 通報 の もつ 情 報 量 は次 の よ うに定量 的 に 表 現 され る。 い

まn個 の事 象X1,X2,… …Xnが 相 互 に独 立 に確 率P1,P2… …Pnで 生 じた場

合,こ の系 の 内 の1事 象 が 平 均 と して 担 う情 報量 エ ン トロ ピHは,

　

H==一 ΣPieogP1に な るo
i=1

但 し信 号 の情 報 源 を どの よ うなパ タ ー ンの集 ま り とみ なす か に よ って,み か け

上 の エ ン トロ ピが 異 った 値 を持 つ 。 あ る画 素 が黒 か 白か を 隣 の画 素 の状 態 とだ

け 関係 す る とみ る(1重 マ ル コフ モデ ル),n個 離 れ た画 素 まで影 響 して い る

とみ る(n重 マル コ フモ デ ル),画 素 の列 を 白 と黒 の独 立 な集 ま り とみ る(ラ

ン レン グ ス モデ ム)な どに よ り エン トロ ピの計 算値 が 異 る。 い ま2値 待 号 系 列

がN個 の独 立 なパ ター ン(長 さが互 い に異 るN個 の ラン レン グ ス)の 組 合 せ に

よ り構 成 され て い る とし た時,各 パ タ ー ンkの ビ ッ ト数 をnk,そ の 発 生 確 率

pkと すれ ば符 号 列 の1ビ ッ ト当 りの エン トロ ピHは,

　
-XPke。g2Pk

k21
H=

　
2nkPk
k21

とな り,分 母 はパ ター ン あ た りの 平 均 ビ ッ ト数,分 子 はパ タ ー ン あ た りの エ ン

トロ ピとな る。

1画 面 の 全画 素 数 をMと した と き,上 式 は,こ の情 報 源 か ら発 生 す る情 報 量

がMHビ ッ トで あ り,理 想 的 な符 号 変 換 を行 えば

Mmin=MH・(ビ ッ ト)
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で,全 画情報 を送 り うることを示 している。

帯域圧縮比Qを 全画素数 に対す る必要 な伝送 ビ ッ ト数 の比 とすると,

Q=M/Mmin-1/H

とな り,圧 縮比は エン トロピの逆数 となる。

ファクシ ミリ信号 の冗長度に着 目して伝 送能率 の向上を計 る方式 には,白 信

号が多 く,か つ長 く連続す ることを利用 し,白 信号部分を高速走査 して伝送 時

間を短縮す る可変速度 走査方式,黒 信号 の発生が少 ない ことを利用 して複数 の

ファクシ ミ リ信号の黒信号部分を 多重化に より,一 つの 回線で伝送する多重伝

送方式などがあ るが冗 長度抑圧符号化が最 も効果 的である。 この方式には走査

線方向の相 関のみ に着用 し処 理す る一 次元処理,複 数走査 線の相 関に着 目し数

走査線ずつ一括 処理す る複数 走査線一括処理,隣 接 走査 線 との相関が最 も大 き

い ことに着 目し,隣 接走査線間の相関を順 次走査 線ご とに処理す る二 次元逐 時

処理 方式が あ る。

ここで二次元処理 とい って も一般に隣接1走 査線 との相 関を利用す る符号 化

方式が経 済的 な見地か らみて有効 な方式で あ る。 また一 次元 処理方式には,白

信号 と黒信号 に同 じ符 号を用い る方式 と白信号,黒 信号 に別の符号 を用い る方

式が ある。

符号化に先立 って,画 素信号列 に可逆 な変換 処理を行 い,元 の画素信号列 よ

りも統計的 性質の 偏 りの大 きな信号列を得 る ことがで きれば簡単な符号化 によ

って高い圧 縮比を得 る ことができる。 この よ うな可逆変換を符号化前処理 とい

う。 冗長度抑圧方式を 分類す ると次の ようにな る。
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冗長度抑圧

符号化方式

一次元処理

二 次元 処理

白,黒 信号 に 同一 符 号 使 用:Wyleの 符 号

B1,B2等

白,黒 信 号 に 別 符号 を使 用:MoclifiedHuffmon

符 号 等

一 括 処 理:2走 査 線一 括 モ ー ドラ ン レン グス符 号 化,

変 化 点 ブ ロ ックパ タ ー ン符 号化 等

逐 時 処理:変 化 点 相 対 ア ドレス符号 化,信 号 順序 入

替 符号 化,境 界 差 分 符 号 化,READ符

号 化 等

一 査{ii蕪

多 重 化{
擬 似 ランダム走査に よる多重化

瞬 時優先順位 によ る多重化

この よ うに新 聞 フ ァ ク シ ミ リに お い て は,高 速 化 技 術 を 取 り入 れ た シ ス テ ム

が使 用 され て い る。

日頃,カ ラ ーを 取 り扱 っ てい る多 色 製版 を主 と した製 版 業 界 に おい ては,今

まで述 べ た よ うな,主 に 白 黒 を主 体 と した ファ ク シ ミリで は な く,カ ラー ・フ

ァ ク シ ミ リが実 用 さ れ てい るか ど うか,非 常 に興 味 の あ る と こ ろで あ る。

カ ラー ・フ ァ ク シ ミ リ装 置 は カ ラー原 稿 を 色 分解 し,こ れ を 伝送,あ るい は

処 理 し,最 終 的 に カ ラー ・コ ピー をつ くる こ とを 目的 と して い るが,用 途 に よ

って,多 少,形 態 が 異 る。

一 般 の カ ラー ・フ ァ クシ ミ リは カ ラー原 稿 か らカ ラー ・コ ピーを 要 求 す るの

に対 し,製 版 印刷 用 は カ ラ ー ・コピー を作 るの は 印刷 処 理工 程 で あ って,フ ァ

クシ ミ リ装 置 で は色 分 解 され た 信号 を必 要 に 応 じて,送 受 信 し,各 色 ご との 版
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を 作 る。

送 信 は カ ラー送 信 機 で あ る が,受 信 は モ ノ ク ロ受信 機 で あ る。 電 送 す る必 要

な い 場 合,処 理 を 行 う装 置 と して,製 版 業 界 で使 用 して い る電 子 製版 機(カ

ラー ・ス キ ャ ナ)が あ るo

カ ラー ・スキ ャ ナ の 中 には 入 力 部 演 算部 と 出 力部 とを 分離 し た タイ プ があ り,

一 種 の電 送 を行 って い ると=考え られ る機 種 も あ る。 カ ラー原 稿 を送 信 し ,カ ラ

ー ・コ ピーを受 信 す る カ ラー ・フ ァ ク シ ミ リ装 置 の構 成 は通 常送 信 側 に カ ラー

原 稿 の色 分解 部,色 補 正部,伝 送 部 よ り成 り,受 信 側 は カ ラー位 相 同 期 部,カ

ラー信 号 処 理 部,カ ラー記 録 部 よ り構 成 され る。 カ ラー ・コ ピー を 再 生 す る た

めに は,赤,緑,青 あ るい は,Y,M,Cの 各 色 信号 を伝 送 す る必 要 が あ り,

この カ ラ ー信号 伝送 の一 例 と して,線 順 次 伝 送 方 式 が実 用化 され て い る。 カ ラ

ー記 録 の 作成 は ,1)ボ ール ペ ン式,2)イ ン ク ジ ェ ッ ト式 が あ る。 そ の他 の記 録

方 式 と して 静 電 式 及 び 感 熱 式 な ど が あ る。

カ ラー 印刷 物 との 比 較 では,フ ァ クシ ミ リ装置 の記 録 方 式 で は 品質 的 に お と

るが,連 応 性 と云 うメ リッ トを も って い る。

画 像 伝送 技 術 の現 状 を静 止 画 像 主体 に考 え て み て ゆ くと フ ァ ク シ ミ リとい う

こと に な った。 製 版 業 界で は,連 絡,情 報 交換 な ど に フ ァ ク シ ミ リを 使 用 して

い る会社 は あ るが,'原 稿を 伝 送 又 は 分 解版 を 電 送 して仕 事 に使 って い る とい う

話 は 聞 か な い。

一 つ に は ,製 版 印 刷 特 に カ ラ ー製 版 印刷 で扱 う情 報量 の 多 さ,お よび 現 状 の

フ ァ ク シ ミ リで は,公 社 の 回線 も含 め て品 質,経 済 性 に 問題 が あ る。

製 版,印 刷 に おい て 電送 を考 え る 時,先 ず カ ラー ・フ ァ ク シ ミ リ装 置 が あ る。

色 分解 され た 信 号 を送 受信 し,各 色 ご との版 を 作 る わけ で あ る が,こ れ は 我 々

が使 用 して い る電 子 製 版 機(カ ラ ー ・ス キ ャナ)の 機 能 と 同 じで あ る。

昭和58年 末 現 在,日 本 に は約1600余 台 の カ ラー ・ス キ ャナ が あ る。 さ らに

は,色 分 解 だ け の カ ラ ー ・ス キ ャ ナに 対 し,数 点 の絵 を合 成 し た り,修 正,編

集,レ イ ア ウ トを行 う。 レイ ア ウ ト ・ス キ ャ ナ又 は トー タル ・ス キ ャナ とも よ
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ば れ る機 種 が50余 台 稼 動 して い るの が 製版 業 界の 現 状 で あ る。

ス キ ャナ ・シ ス テ ムは,日 本,英 国,米 国,ド イ ツ,イ ス ラエル な ど で製 作

され て い るが,基 本 的 に は 同 じもの で あ るの で,カ ラー ・ス キ ャナ の情 報 量 を

英 国 製 の1機 種 を代 表 して 記 す と以 下 の通 りで あ る。

1)A2画 像(新 聞1頁 分)に 対 す る情 報量

1色 の 情報

1画 素 の情 報

1ラ イ ンの情 報

A2全 体の情 報

8ビ ッ ト

8ビ ッ ト×4色=32ビ ッ ト

8ビ ッ ト×4色 ×600画 素/イ ン チ ×24イ ン チ ー

460,800ビ ッ ト

8×4×600×24×600ラ イ ン ×20イ ン チ ー

5,529,600,000ビ ッ ト

約5.53Gビ ッ ト(691.2Mバ イ ト)

2)ス キ ャナ の 実 処 理 速 度

1分 間 の 回 転 数1000回 転

1分 間 の スキ ャン ライン1000ラ イ ン

1秒 間 の スキ ャン ライ ン1000÷60ラ イ ン=16.7ラ イ ン

よ って1秒 間 に1)の 「1ラ イ ンの 情 報 」 の16、7ラ イ ン 分 の 情 報 が 処 理 さ れ る こ

とに な る。

(8×4×600×24)×16.7==7,695,360ビ ッ ト/sec約7.7メ ガ ビ ッ ト/s

製 版 業 界 で は,日 頃,カ ラ ー ・ス キ ャ ナ を 稼 動 さ せ て い る が,こ の よ うな 情 報

量 を 取 り扱 っ て い る の で あ る。

3.画 像 伝 送 技 術 の 展 望

製版,印 刷業 界は大量 の情 報 を ハ ー ド ・コ ピー と して 供 給 し て い る業 界で あ る。

カ ラー ・ス キ ャ ナ,ト ー タル ・ス キ ャ ナ ・シ ス テ ム な ど現 在 の電 子 技 術 の先

端 技 術 を 取 り入 れ た 機 械 を 日 々取 り扱 い,今 後 情 報 処 理 と通 信 技 術 の高 度 の結

合 に よ り画 像 デ ー タな ど を一 元 的 に サ ー ビス し得 る位 置 に あ り,社 会 全 体 が情
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報 伝達 の高 速 化 を 要 求 す るな か で,そ の 一 助 とな らん と活 動 して ゆ け る好位 置

にあ る製 版 業 界 が将 来 展望 を え が くに あた って 次 の よ うな 時代 が 近 い う ちに 来

る もの と 予想 して い る。

1)社 会全 体 が要 求す る情報 伝 達 速 度 が,今 日よ り も格 段 に 速 い もの とな る。

特 に 大量 の ハ ー ドコ ピ ー情 報 伝 達 手 段 で あ る製 版,印 刷 分 野 で は,工 程,時

間 の 短 縮 に対 す る要 求 が,よ りい っ そ う強 くな る。

2)広 帯 域 伝送 技 術 お よび 光 通 信 技 術 の応 用 範 囲 が 現 在 よ り大 き く広 が って い

くことに よ り,大 量 のデ ー タを通 信 に よ り遠 隔 地 に 伝 達 す る こ とが,技 術 面

だ けで な く,商 業,サ ー ビス的 に も確立 して くる。

3)現 在 では 高 価 な画 像 処 理(専)用 の コ ン ピ ュー タ も将 来 は価 格 が下 が って

くる。

さ らに その 応 用 範 囲 も広 が って くる。

4)固 体撮 像 管 カ メ ラ(半 導 体 カ メ ラ)の 普 及 や,コ ン ピュー タ端 末 と して の

カ ラー ・デ ィス プ レ ー の普 及 に と もない,そ れ らを 使 用 す る こ とへ の 抵 抗 が

よ り少 な くな る。 あ るい は 画像 をデ ィジ タル ・デ ー タ と して 処 理 す る こ と が

一 般 的 にな って くる。

5)銀 塩 そ の 他 の 感材 や ベ ー ス そ の もの の 価格(銀 や石 油 の高 騰)あ るい は そ

れ らの 処 理 に伴 う諸 問 題(公 害 問題 等)が 大 き くな り,材 料 を 極 力使 用 しな

い シス テ ムへ の要 求 が 高 ま る。

現在 製 版,印 刷 の 原 稿 は 圧 倒 的 に写 真 と言 われ る もの が使 用 され てい る。

し か し将 来 は 磁 気 テ ー プ やデ ィス クあ る い はデ ィス ケ ッ ト等 の 磁 気 媒 体,あ

るい は光 デ ィ ス ク等 に書 き込 まれ た もの が製 版 や 印刷 の原 稿 と して持 ち込 ま

れ た り,あ るい は伝 送 され る画 像 情 報 が 持 ち込 まれ た りす る可 能性 が 強 い,

す で に新 聞社 等 で は 画 像 伝 送 技 術 の 現 状 で述 べ た よ うに 紙 面 が フ ァ クシ ミ リ

伝 送 され,必 要 とあ れ ば ダ イ レ ク ト ・プ レー ト・メ ー キ ン グが な され て い る。

一 般 商 業 印 刷 に お い て も公 害 規制 ,交 通 事情,地 価 等 の 要求 か ら製 版 あ る

い は印 刷 の現 場 が 注 文 主,あ るい は情 報 源 に 近 い都 市 及 び その 近郊 に,い つ
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まで もい られ るとは限 らな い。 その よ うな場合は,注 文主,営 業部,製 版 部

が それぞれ別個の場 所にい て,そ の間を通信回線で結 ぶ。 そ して これ らの作

業進行 に伴 う画像の 伝送 や校正 確認 のための逆伝送が行 われ る,と い った こ

とが考 えられ る。一般 商業 印刷物 では新 聞紙面に比べて,解 像力や階調表現

能 力に も数段高い ものが要求 されている。 しか もカラー印刷の比重 が高いた

め,伝 送 しなければな らない画像情報量 は非常に大 きい。 このため これ らの

画像 の伝送には広帯域が要求 され光通信 回線が利用 され るよ うに なる可能性

が大 きい。

注 文 主

業

↑光 通 信

画 像 伝 送 シ ス テ ム 図

製 版,印 刷 部 門は 同一 会 社 内 の 別部 門 で あ って も,あ るい は全 く別 の 会 社

で あ って も よい。

光 通 信 ネ ッ トワ ー クは 専 用 回 線 で も公 共 回線 で も よい。

トー タル ・入 キ ャ ナの 将 来 展望 を 電気 通 信 の応 用 を 含 め て 考 え る とサ テ ラ

イ ト ・シ ステ ムが 注 目 され る。
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今 ま で に 発 表 され,か つ使 用 され て い る,い ず れ の トー タル ・スキ ャナ も

製 版 設 備 と して は,従 来 では 考 え られ な か った 程 に 高価 で あ る。 それ に もか

か わ らず注 目 され て い るの は,将 来 シ ステ ムの先 ど りや,材 料 費 の 節 約 とい

った理 由 の 他 に,そ の 対 話能 力 が 大 きな 要 因 とな って い る。 す な わ ち,従 来

の製 版 方 式 で 行 わ れ て い た こ とや,あ るい は従 来 の あ らゆ る方 法 を 駆使 して

も実 現 が困 難 で あ っ た作 業 で もデ ィ ジ タル 画 像 処 理技 術 の応 用 に よ り,操 作

者 は対 話 形 式 に て リアル タイ ムに カ ラ ー ・デ ィ スプ レー等 を使 用 して任 意 自

在 に行 え る とい う点 に あ る。

現 在,対 話 に 使 用 して い るカ ラ ー ・デ ィ ス フ。レー の よ うに512×512か,

せ い ぜ い1024×1024画 素 程 度 の 容 量 で あれ ば,リ ア ル タイ ム か そ れに 近

い 処 理 が 可 能 で あ る。 しか し トー タル ・スキ ャナ が最 終 的 に対 象 と して い る

容 量 数 百Mバ イ トの,し か もICメ モ リに比 べ て ア クセ ス タイ ムが格 段 に 遅

い磁 気 デ ィ ス ク上 の実 画 像 デ ー タを,対 話性 を損 わ な い 程 度 の 時 間 内 に処 理

し よ う と思 え ば,現 在 最 先 端 に類 す る画 像 処 理 技術 を も って して も容 易 な ら

ざ る こ とは あ き らか であ る。

a)社 内 用 トー タル ・ス キ ャ ナ ・サ テ ライ ト ・シ ス テ ム(図 例 を下 に示 す)。

実 画 像 処 理 用

中 央 処 理 装 置

光

/

ス テ ー シ ョ ン

1

ス テ ー シ ョン

2

ズ テ ー シ ョン

3

光通信

ス ァ ーソ ヨン

N

これ は,中 央 に トー タル ・ス キ ャ ナ と して 必 要 な さ まざ まな 画像 処 理 を

実 画 像に 対 して 超 高 速 で行 うハ ー ドウ ェア を 持 た せ る。 各 ス テ ー シ ョン ・
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●

ター ミナル で は カ ラーCRTの 性 能 に 見合 った(大 巾に 間 引 かれ た)画 像

を使 って,レ イ ア ウ トに 必 要 な 作 業指 示 デ ー タの作 成 の み を 行 う。 これ に

よ り現 在,写 真 製 版 作 業 工 程 を い くつ か に分 割 して そ れ ぞ れ の 工 程 毎 に そ

の専 門 家 がい る方 式,す な わ ち分 業 に よ る納 期 の 短 縮,あ るい は 作業 者 の

教 育訓 練 と い っ た面 で の 有 利 さが その まま発 揮 で き る。

各 ステ ー シ ・ンで の作 業 指 示 デ ー タの 作成 中 は,カ ラーCRTの 画 面 にい

か ほ ど 思考 錯 誤 を繰 返 して も,そ の 間実 画 像 を処 理 す る命 令 を発 しな い 限

り中央 の ハ ー ドウェ ア は 働 か ない 。

い ずれ か の ス テ ー シ ョンか ら実 画像 に対 す る命令 が発 せ られ た 時 に 中央

処理 装置 側 で各 作 業 指示 デ ー タ と実 画 像 を受 け とって,処 理 後 の 実 画像 デ

ー タを 次 の 処理 ス テ ー シ ョンへ と転 送 して い く(各 ス テ ー シ ョンは それ ぞ

れ最 適の フ ロア ーへ 分散 で き る)。

これ に よ り各 ス テ ー シ ョンが 実 画 像 用 の大 容 量,高 速 の 処 理 装 置 を持 っ

て と くに比 べ大 幅 なハ ー ドウ ェ ア の節 約 が で き る。 しか し,そ の た めに実

画像 転送 速 度 の大 幅 な 向 上 と高 信 頼 性 及 び作 業指 示 デ ー タ転 送 に対 す る高

信 頼性 が 必 要 と な っ て くる。 この よ うな こ とか ら,特 に 光 通 信 に 期待 が よ

せ られ て い る。

b)数 社 間共 有型 トー タル ・ス キ ャナ ・サ テ ライ ト・シ ス テ ム(図 は 次頁 に

示 す 。)



L

画 像 処 理 用

央 処 理 装 置

スアーソ ヨン

N

専用 もし くは公共の

光通 信

イ ン タ ー

フ ェ ー ス ス

ー

一

夕

エ

ン

ブ

イ

社N

a)の システ ムの 説 明 で わ か るよ うに各 ス テ ー シ ョン に おい て は画 像 を見

る こ とが で き るが,肝 心 の 中央 ハ ー ドウ ェアで は 画像 を 見 る こ とは ない 。

(秘 密 の厳 守)

一 方 ,入 間 が ガ ラーCRTを 使 って実 画像 に 対 す る作 業 指 示 デ ー タを作

る速 度 に 比 べ て 中央 ハ ー ドウェ アの能 力 に は相 当 量 の 余 裕 が あ る と思 われ

る。 この2点 か ら 中央 ハ ー ドウ ェ アを数 社 で 共 有 す る上 図の よ うな シ ステ

ムが考 え られ る。

この 場 合 に は,社 内 用 に 比べ てデ ー タの 秘 守 業 務 や信 頼 度 に 求 め られ る

もの は数 段 厳 しい もの が あ るので,光 通 信 が一 層 適 して い る もの と思 わ れ

るo

、

▲
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